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　タールグイに果物を採りに来ていたわたしは、遠くに陸地と船を見つけ、その陸地に向かうことにした。

　わたしが乗ったくまゆるは波打つ海に飛び出し、その後ろをくまきゅうが追いかけてくる。

　くまゆるとくまきゅうはタールグイの周りに発生している渦潮を避よけながら、陸を目指して海の上を駆けていく。後ろを向けばタールグイの島はどんどん離れていく。

　もし、すぐに帰ることができるクマの転移門がなければ、怖くて飛び出せない。本当にクマの転移門には感謝だ。




　わたしは海に浮かぶ船に気づかれないように注意しながら陸を目指す。遠くにいるから気づかれないと思うけど、見つかると面倒なので船には近づかない。そして、徐々に陸が迫ってくる。港があるようで、数隻の船が停まっているのが見える。その先には建物も見える。

　おお、やっぱり人が住んでいるよ。

　どんな国だろう。少し楽しみだけど、クマの格好で歩くと注目を浴びて面倒だろうとも思う。その辺りは新しい街に行くといつものことだから、諦めている。

　このままくまゆるに乗って、港に近づくと気づかれるので、目視や探知スキルを使用して、人がいない場所を探し、気づかれないように陸に上がる。わたしが上陸した場所は港から少し離れているが、街の中になるみたいだ。

「くまゆる、くまきゅう、ありがとう」

　わたしは、ここまで乗せてくれたくまゆるとくまきゅうにお礼を言って送還する。

　クマの格好も目立つのに、くまゆるとくまきゅうが一緒だと余計に目立ってしまう。

　わたしは一人で建物があるほうに向かって歩きだす。徐々に街並みが見えてくる。

　これはもしかして？

　わたしは少し早歩きで建物に向かう。

　いつもどおりにわたしが歩くと視線を集めるが、その視線よりも気になるものが、目の前にたくさんある。わたしは街並みや建物、歩いている人を見る。瓦かわら屋根がある建物が並び、歩く人たちは和装に近い服を着ている。

　もしかして、和の国？

　なかにはフィナたちのような見慣れた服を着ている人もいるが、和装が多い。

　う～ん、文化が交じっているのかな？

　ミリーラの町が交易を持ち、お米や味噌、醤油を手に入れていたという和の国の可能性が高い。

　さて、これから、どうしようか？

　商業ギルドってあるのかな？　冒険者ギルドが存在するかも気になる。魔物は同じなのかな。それとも違うのかな？　いろいろと気になるところだ。

　この街の探索をしたいけど、その前に今夜泊まる宿屋を探しておきたい。それから、ゆっくりと、クマの転移門を設置する場所を探したい。

　そんなことを考えて周りを見ていると、いつものように声が聞こえてくる。

　「くま？」「クマ？」「熊？」「ベアー？」いろいろと小声で囁ささやかれたり、珍しいものを見るかのような視線を向けられるが、無視しながら歩く。




　周りを見ながら歩いていると、木造の瓦屋根の立派な建物を発見する。建物は塀で囲まれている。入り口の看板を見ると、そこにはツバキ旅館と書かれていた。

　おお、宿屋発見！

　旅館って書かれているだけで、和風の感じがする。

　もう、これは泊まっていけと言っているよね。数日泊まって、街を探索するのもいいかもしれない。それでゆっくりとクマの転移門を設置する場所を探すのも悪くない。

　わたしは泊まれるか確認するため、旅館の入口に向かって歩きだす。

　扉をガラガラと横にスライドさせて、旅館の中に入る。

「いらっしゃいませ」

　旅館の中に入ると、わたしと同じくらいの年齢の女の子がやってくる。服装は旅館の仲居さんのような和装だ。髪はかんざしのようなもので留められている。

　可愛い。

　女の子はわたしの格好を見ると、驚きの表情を浮かべる。

「クマさん!?」

　女の子はわたしのことをジロジロと見ながら対処に困っている。

「あのう、わたし一人だけど、今日泊まれるかな？」

「あっ、はい。大丈夫です」

　わたしが話しかけると女の子は我に返る。

　とりあえず部屋は空いているみたいだ。あとはいい部屋だったら、数日間泊まりたいところだ。

「その前にいくつか確認をよろしいでしょうか？」

「なに？　この格好についての質問なら、答えないよ」

「いえ、それも気になりますが」

　やっぱり、気になるんだ。

「お客様は異国の方でしょうか？」

「もしかして、この国の人じゃないと泊まれない？」

「いえ、そんなことはありませんが、事前に確認させていただいていることがあります。この旅館にはベッドがありません。異国の方の中には床で寝ることを嫌がる方がいらっしゃいます。その場合はお断りし、他の旅館を紹介させていただいております」

　ベッドがないってことは、考えられるのは一つ。

「もしかして、畳に布団？」

　旅館っていえば和室。つまり畳だ。

「はい、ご存じなんですね。この旅館では畳の上に布団を敷いて寝ることになります。それを知らずにお泊まりになって怒る方がいらっしゃいますので、確認させていただいております」

「うん、大丈夫だよ」

　わたしのマンションにも和室はあった。あのときはなにも感じていなかったけど、畳と聞くと嬉しくなるのは日本人だからだろうか。

　わたしの言葉にホッとする女の子。

　お客さんには泊まってほしいけど、トラブルは避けたいってことだろう。

「それでは、どの部屋がよろしいでしょうか？」

「どんな部屋があるの？」

「風呂付きなど」

「もしかして、お風呂は温泉!?」

「はい。そして、大きな共同浴場もありますが、個人でゆっくりと入浴されたいお客様もいらっしゃいますので、温泉がついた部屋もございます」

「そのお風呂付きの部屋をお願い」

　温泉があるなら入りたい。でも、共同浴場は避けたい。だから、温泉付きの部屋があるなら、そこ一択だ。

「ですが、その部屋は広いため、お値段がお高くなりますが……」

　女の子は言いにくそうに、わたしの表情を窺うかがいながら口にする。

　どうやら、わたしがお金を持っているか心配しているみたいだ。

　まあ、普通、こんなクマの格好の女の子が大金を持っているとは思わないだろう。

「問題はないよ。あっ、そうだ。このお金は使えるの？」

　ここは違う国だ。わたしが持っているお金が使えない可能性もある。わたしはお金を見せる。

「はい、大丈夫です」

　使えるみたいでよかった。

　わたしはとりあえず３日分の料金を払う。その金額には朝食と夕食も含まれている。食事がいらなければ、少し安くなるそうだけど、お願いした。

「わたしはこの旅館の娘のコノハといいます。なにかありましたら、気兼ねなくお申し付けください」

「わたしはユナ。この格好についてはなにも答えないから、よろしくね」

　再度、クマの着ぐるみについて念を押す。

「は、はい」

　コノハはなにか言いたそうにしていたが、口を閉じた。

　もしかして、尋ねるつもりだったのかな？

　わたしはコノハの案内で部屋に向かう。

「えっと、一つ聞きたいんだけど、この国の名前はなに？」

　わたしの質問にコノハは驚いた表情をする。

　そうだよね。他の国から来たとはいえ、普通ここがどこなのかぐらいは知っていると思うはずだ。

　でも、コノハは教えてくれる。

「ここは和の国と呼ばれています」

　やっぱり、そうだったんだ。

「それで、ユナ様はどこから来たのですか？」

「う～ん、ミリーラの町って知っている？」

　わたしは和の国と繫つながりがある町の名前を伝える。

「はい、知っています。海に大きな魔物が現れたとかで、しばらくの間、行くことができなかったって聞いたことがあります」

　ああ、クラーケンね。

　そんなこともあったね。

「話によると、冒険者が倒したそうですが、海にいる大きな魔物を倒すなんて、ミリーラの町には凄すごい冒険者がいるんですね」

「本当だね」

　クラーケンを倒したのはわたしだけど、他人事のように答える。

「ユナ様は、どんな人が倒したか知っていますか？」

　今、会話している人物クマがそうだよ、とは言えないし、言ったとしても信じてもらえないだろう。だから、わたしの答えは決まっている。

「ちょっと、知らないかな」

「そうなんですね。そんな強い冒険者がうちの旅館に泊まってくれれば、どのように倒したか話を聞くことができるんですが、残念です」

　その人物がこれから泊まるんだよ。

　女の子に噓うそを吐ついているようで、自分が悪いことをしている感じがしてしまう。
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　ツバキ旅館に泊まることになり、コノハが部屋まで案内してくれる。

　旅館は広く、わたしが泊まる部屋は離れのような場所だった。

「この部屋は他のお客様が通りませんので、静かにお過ごしいただけるようになっています」

　ますます、わたし向きの部屋だ。

　戸を開けるとコノハが言っていたとおりに広い部屋だった。一人で泊まるような部屋じゃないのは間違いない。まあ、わたしも一人じゃない。くまゆるとくまきゅうがいる。

　部屋を見ると畳が床一面に広がる、懐かしき和室だ。人は失ってから、その大切さに気づくとよくいうけど、本当だね。

　さっそく、畳の上に上がろうとする。

「申し訳ありません、部屋に入るときは靴を脱いでいただけるでしょうか」

　クマ靴のまま入ろうとしたら、止められる。

　わたしのクマ靴は泥でも汚れたりはしない。だから、ベッドの上を歩こうが平気だ。でも、ここで説明するのも面倒なので、部屋に入る前にクマ靴を脱ぐ。

　おお、素足で畳の上を歩くと気持ちいい。久しぶりの感触に懐かしさを覚える。

　元の世界では、自分のマンションに和室があっても、気にしたこともなかった。

　お米、味噌、醤油もそうだったけど、身近にあったものが無くなってはじめて、そのありがたみに気づく。

　だからこそ、異国で出合うと嬉しくなる。

「ユナ様、嬉しそうですね」

「ちょっと、懐かしくて」

「懐かしいのですか？」

「うん、昔に触れたことがあってね」

「だから、畳の上で寝るのも大丈夫なんですね」

　わたしが畳の感触を懐かしんでいると、コノハが隣の部屋に歩きだすので、わたしもついていく。

「こちらが温泉になっています。いつでも入浴することができますので、ご自由にお入りください」

　扉を開けると脱衣所になっており、さらに先の扉を開けると湯気が立ち上る檜ひのき風呂がある。それも家族などで入れるような広さだ。くまゆるとくまきゅうも小熊化させれば一緒に入れそうだ。

　それから、食事の時間や出かけるときは、ひと言声をかけてほしいなど、部屋の使い方について説明を受ける。

「食事は時間になりましたらお部屋までお運びしますが、本日は出かけられますか？」

　さて、どうしたものか。今日はもうすぐ日が沈む。でも、出かけたい気持ちもある。

　う～ん、どうしようかな。

　わたしは考えた末、街の探索は明日の朝からにし、まずは和室と温泉を堪能することにした。それにフィナに連絡もしないといけない。

「今日は温泉に入って、休ませてもらうよ」

「わかりました。それでは食事はパンとご飯、どちらになさいますか？」

「選べるの？」

「はい、異国の方もお泊まりになられますので」

「それじゃ、ご飯でお願い」

　やっぱり、和の国に来たんだから、和の国の料理を食べないとね。

　でも、イナゴやイモムシとか虫料理は出てこないよね？

「えっと、食べられないものが出ても交換などはできませんが」

「もしかして、虫とか？」

　食べたことはないけど、虫嫌いのわたしには抵抗がある。調理されていても流石さすがに口に入れる勇気は持っていない。食わず嫌いと言われようが、虫だけは勘弁してほしい。

「いえ、お米に、味噌を使ったスープ。野菜の煮つけ、海鮮料理などになります」

　よかった。

　海鮮料理だよ。楽しみだ。

「大丈夫ですか？」

「うん、大丈夫」

「それではお食事の時間になりましたら、お運びします」

　コノハは頭を下げると部屋から出ていく。

　ミリーラの町でも海鮮料理は食べたけど、こっちはこっちで楽しみだ。

　アンズには悪いけど、こっちのほうが和食の本場って感じだ。決してアンズの料理がまずいってことではない。

　コノハが部屋から出ていくと、わたしは子熊化したくまゆるとくまきゅうを召喚する。

「くまゆる、くまきゅう、畳だよ」

「「くぅ～ん」」

　くまゆるとくまきゅうは畳の上を歩き始めると、その感触が楽しいのか、畳の上を駆け回り始める。

「２人とも、畳は傷をつけちゃダメだからね。爪には気をつけてね。あと、人が来たら教えて。そのときは見つからないように隠れるんだよ」

「「くぅ～ん」」

　わたしは一通り注意事項を伝える。

　クマが部屋にいたら驚かれるし、ペットを隠して持ち込んでいるようなものだ。一応、悪いことをしている自覚はあるので、気をつけることにする。

　わたしの話を聞いたくまゆるとくまきゅうは畳の上でゴロゴロし始める。

　わたしはそんな姿を見ながら、クマフォンを取り出して、フィナに連絡をする。

『ユナお姉ちゃん？』

「うん、わたし」

『どうしたんですか？』

「えっと、しばらくクリモニアにいないと思うから、その連絡をね」

『どこかに行くんですか？』

「行くっていうか、来ているっていうか」

　わたしはタールグイから見えた違う国に来ていることを伝える。

『大丈夫なんですか？　危なくないんですか？』

「大丈夫だよ。どうやら、和の国みたいだから」

『和の国ですか？　たしか、お米や味噌、醤油が作られている』

「よく、覚えているね」

『お店や家でも使っているので。でも、そんな遠くに』

　どれほど遠いのか分からないけど、簡単に行けるほど近くはないと思う。

「だから、しばらくこっちにいるから、なにかあったら連絡をちょうだい」

『……わかりました』

「……フィナも来る？」

　少し寂しそうな声だったので尋ねてみる。

　ちょろっとクマの転移門を設置すれば、すぐ来ることができる。

『行きたいけど、あまり家を空けるとお父さんが悲しむから』

　……ゲンツさん。

　まあ、ドワーフの街に行ったとき、フィナと離れ離れだったからね。

　あれから、それほど日が経っていない。

「もし、許しが出たら、いつでも連絡をちょうだいね」

『うん、ユナお姉ちゃんも気をつけてね』

　クマフォンを切ったわたしは、夕食まで温泉を堪能することにした。

「くまゆる、くまきゅうもおいで。温泉に入るよ」

　わたしが呼ぶと、畳の上でゴロゴロしていたくまゆるとくまきゅうがやってくる。どうやら、２人も畳が気に入ったようだ。クマハウスの一室を和室にしてもいいかもしれない。この街ならどこかに畳が売っているかな？

　明日は畳を探すのもいいかもしれない。




　わたしはくまゆるとくまきゅうを連れて、脱衣所に移動する。

　脱衣所でクマの着ぐるみを脱いで、温泉に突入する。

　湯けむりが凄すごい。竹の筒らしきものから、温泉が出ている。

　わたしは檜風呂に手を入れて温度を確認する。

「熱い！」

　温度は高めのようだ。

　でも、くまゆるとくまきゅうは普通に温泉に入る。

　流石、寒さにも暑さにも強い２人だ。

　わたしはかけ湯をしてから、そっと足から入る。

　熱いけど、ゆっくり入れば大丈夫そうだ。

　そして、肩まで浸かる。

「ハァ～」

　気持ちいい。

　外の風景が見たいけど、露天風呂じゃないから、見ることはできない。

　どこかに露天風呂もあるのかな？

　クリモニアのお風呂にも温泉が欲しいな。でも、クリモニアには温泉は湧いてないよね。

　東京にだって温泉はあったし、掘れば出てくるのかな？

　でも、その手の知識は持っていないので、分からない。適当に穴を掘って、出てくるものじゃないことぐらいは分かっている。今は、この温泉を堪能することにする。

「はぁ、気持ちいいね」

「「くぅ～ん」」

　くまゆるとくまきゅうは檜風呂の枠に首を乗せて気持ちよさそうにしている。

　温泉は至高の贅沢だね。

　やっぱり、フィナも連れてきてあげたいね。




　温泉を堪能したわたしは部屋に戻る。

　くまゆるとくまきゅうの体を拭いて、ドライヤーで乾かしてあげる。

　白クマに着替えたわたしはまったりモードだ。

　まったりしながら、くまゆるとくまきゅうの毛をブラッシングしていると、くまゆるとくまきゅうが「「くぅ～ん」」と鳴いて、ドアのほうを見る。

　人が来たみたいだ。

　ドアがノックされる。

　わたしはくまゆるとくまきゅうに隠れるように言い、ドアを開ける。そこにはさっき部屋に案内してくれたコノハがいた。

「食事をお持ちしました……」

　わたしの格好を見た瞬間、コノハの動きが止まる。

　黒クマから白いクマに変わったので、驚いているみたいだ。

「ありがとう」

　わたしがお礼を言うと、ジッとわたしのことを見ていたコノハが、我に返る。

「白いクマですね」

「ちなみに、この格好についてもノーコメントだからね」

　わたしが先手を打つと、コノハはクマの服についてはなにも聞いてこなかった。

　コノハは料理をテーブルの上に並べていく。

　テーブルにはご飯にお味噌汁、野菜の煮つけ、茹ゆで上がったカニなど、豪華な料理が並ぶ。

　うぅ、美味しそうだ。
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「温泉はいかがでしたか？」

　コノハが料理を並べながら尋ねてくる。

「気持ちよかったよ」

「それはよかったです」

　わたしの返答にコノハは嬉しそうにする。

　旅館のことが褒められて嬉しいのだろう。

「ユナ様は一人で、和の国まで来たのですか？」

「うん、一人だよ」

　わたしの言葉にコノハは驚く。

「わたしはこれでも冒険者だからね。少しぐらいの危険は大丈夫なんだよ」

「冒険者……？」

　コノハは手を止めて、わたしのことを見る。

　その目は信じていないね。

　まあ、信じられても対応に困るけど。

「もしかして、魔法を使ったりできるんですか？」

「まあ、少しは」

「凄いです。だから、女の子一人で、他の国まで来ることができたんですね」

　どうやら、魔法使いってことで一人で来たことを信じてもらえたみたいだ。

「そういえば、この街にも冒険者ギルドはあるの？」

「はい、ありますよ」

　多分あるとは思っていたけど、本当にあるとはね。

　和の国の冒険者ギルドか、明日にでも覗のぞいてみようかな。

　武器は刀なのかな？　魔法使いってどんな感じなのかな？

　明日は、いろいろと探索するのが楽しみだ。




　そして、コノハが部屋から出ていったのを確認して、隠れているくまゆるとくまきゅうを呼ぶ。

「一緒に食べようか」

「「くぅ～ん」」

「いただきます！」

　わたしはお茶碗と箸はしを持ち、くまゆるとくまきゅうと一緒に料理をいただいた。
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　翌朝、わたしは畳の上に敷かれた布団の上で目が覚める。

　もう、朝？

　昨日は食事を終えたあと、もう一度、温泉に入って、体がぽかぽかしているうちに眠りについた。

　さらに白クマ服との相乗効果で、気持ちいい目覚めだ。

　わたしが起き上がると、布団の中で左右で丸くなって寝ていたくまゆるとくまきゅうも起き上がる。

「２人ともおはよう」

「「くぅ～ん」」

　布団を片付けて、黒クマに着替えると、今日の予定を考える。

　畳が売っていたら購入して、冒険者ギルドも見学したい。それからフィナたちのお土産になるようなものがあれば買っていきたい。クマの転移門の設置場所も探さないといけない。

　今日の予定を考えていると、くまゆるとくまきゅうがドアを見ながら「「くぅ〜ん」」と鳴く。

　誰かが来たみたいだ。

　わたしはくまゆるとくまきゅうに隠れるように指示すると、くまゆるとくまきゅうはトコトコと隣の部屋に隠れる。

　そのタイミングでドアがノックされる。

　ドアを開けると、コノハの姿があった。

「おはようございます。朝食をお持ちしました」

「ありがとう」

「よく、眠れましたか？」

「うん、よく眠れたよ」

「それはよかったです」

　コノハは嬉しそうにするとテーブルの上に朝食を並べていく。

　朝食はご飯に焼き魚、味噌汁、海の苔り、漬物と簡素なものだった。

　そういえば昼食は外で食べることになるけど、美味しいものを探すのも楽しみだ。




　朝食を終えたわたしはくまゆるとくまきゅうを送還すると部屋を出る。そして、旅館の玄関の近くに行くとコノハの姿があった。

「お出かけですか？」

「うん。それで聞きたいことがあるんだけど、畳を売っているお店はある？」

「畳ですか？」

「うん、気に入ったから、買って帰ろうと思うんだけど」

「気に入っていただけたなら嬉しいです」

　コノハは自分のことを褒められているかのように笑顔になる。

「旅館を出て右に行った道をしばらく歩くと、畳を売っているお店があります。看板に畳の絵が描いてあるので、すぐに分かると思いますよ。でも、持ち帰ることはできるのですか？」

「アイテム袋があるから、大丈夫だよ」

　わたしには神様からもらったクマのアイテム袋、クマボックスがある。

　畳ぐらい何枚でも入れることができる。

　それからコノハに商業ギルド、冒険者ギルド、街の見どころの場所も聞いて紙にメモっておく。

「ありがとうね」

　わたしはお礼を言って旅館を出る。

　まずは畳屋に向かう。

　わたしが街並みを見ながら歩いていると、昨日と同じように声が聞こえてくる。

　「くま？」「なんだ？」「クマ？」「どこの国の服だ」

　どこに行ってもクマの着ぐるみ姿は目立つ。

　わたしはクマさんフードを深く被かぶり顔を隠す。

　数人の子供たちが近くまでやってきて「くまだ～」「変な格好～」とわたしの周りを回り始める。

　わたしが「わっ」と大きな声を出すと、子供たちは驚いた声をあげて去っていく。

　教育がなっていないね。孤児院の子供やフィナたちを見習ってほしいものだ。




　それにしても、街には和風の家が並んでいる。屋根が瓦かわらってだけで印象は変わるものだ。多分、瓦がなかったら、普通の木造建築にしか見えなかったかもしれない。

　この国にお城ってあるのかな？

　やっぱり、日本にあるみたいなお城なのかな？

　あるなら、見てみたいね。旅館に帰ったら、コノハに聞いてみようかな。




　わたしは道行く人たちに「くま」「クマ」「熊」と何度も指をさされながら、目的地の近くまでやってくる。

「確か、この辺りだと思うんだけど」

　コノハに聞いたことをメモした紙を見ながら、辺りを見渡していると、畳の絵が描かれた看板があった。

　ここだ。

「ごめんくださ～い」

　お店の中に入って声をかける。

「は～い」

　前掛けをした女性が小走りでやってくる。

「お待たせしました……クマ？」

　女性はわたしを見ると固まる。

　まあ、いつものことなので、クマって単語はスルーして話しかける。

「畳が欲しいんだけど」

「えっと、畳？」

　畳屋さんで、畳以外になにが売っているのかな？

「ここで買えるって聞いたんだけど」

「あっ、はい。畳ですね。買えますよ」

　女性はわたしの格好が気になるようだけど、客だと判断すると、商売モードに変わる。

「それでお嬢ちゃん。畳は何枚必要？　家はどこ？　交換作業はどうする？　急ぎ？」

　女性はいろいろと尋ねてくる。

　まあ、普通は畳の交換と思うかもしれない。

　畳を持って帰る人はいないイメージがある。

「家はこの街じゃないから、大丈夫だよ」

「そうなの？　お嬢ちゃん、一人で来たの？」

「一人だけど」

　子供扱いはしないでほしいんだけど。初めて見る格好だよね。いつも思うけど、このクマの格好は子供っぽく見えるのかな？

「えっと、お嬢ちゃん。見てもらえば分かると思うけど。畳は大きいし、重いのよ。お嬢ちゃん一人じゃ、持って帰ることは……」

　女性はお店の中にある畳に視線を向ける。

　畳の一枚は大きく、重そうだ。クマ装備がないわたしだったら、畳一枚さえ持ち上げることもできない。

「それとも、馬車で来たのかしら？」

　女性はチラッと外のほうに視線を向ける。

「アイテム袋があるから大丈夫だよ」

「アイテム袋？　それなら大丈夫かしら？　それで何枚欲しいの？」

　女性は納得してくれたようで、話を進めてくれる。

　あらためて枚数を聞かれたけど、何枚買う？

　４畳半？　６畳？　８畳？

　６畳でいいかな？

　クリモニアの部屋だけでなく、王都のクマハウスやミリーラの町のクマビルの２階の部屋、旅用のクマハウスの一部屋を変えるのもいい。

　それと孤児院の子供たちは床でゴロゴロしているのを見かける。絨じゅう毯たんより、畳のほうがいいかもしれない。

　わたしは単純な計算をすると、女性に答える。

「60枚ぐらいかな？」

　お店の中を見ると、畳が積み上がっている。そのぐらいはあるよね？

「……えっと、お嬢ちゃん。畳は安くはないの。それに量が多くない？　ちゃんと、親御さんに確認を取ったほうがいいわよ」

　女性は優しく、確認するように言う。

　わたしみたいな女の子が畳を60枚も欲しいって言えば、普通はこんな反応になるのかな？

「お金の心配は大丈夫だよ」

「それにいくらアイテム袋があるからといって、そんなに多くは入らないでしょう？」

　女性は自分のためか、わたしのためか、いろいろと心配してくれる。

　まあ、両方なんだろう。

　説明が面倒くさいので、畳60枚分の値段を聞いて、その分のお金を出す。

　お金を見た瞬間、女性の顔色が変わり、再び商売人の顔になる。

　やっぱり、お金ってよくも悪くも人を変えるよね。

「それで、どんな畳が欲しいのかしら？」

　残念ながら、わたしの頭の中には畳の種類やよし悪しの知識は入っていない。

　なので、質がよい畳をわたしの部屋用に買い、残りは普通の畳を購入する。

　大量購入のため、値段は少しだけ、まけてくれた。

　そして、わたしが購入した大量の畳をクマボックスにしまう。

「あ、ありがとうございました」

　女性は驚いた表情をするが、お店をあとにするわたしに頭を下げる。

　これで家に帰ったら和室が作れる。少し、楽しみだ。




　無事に畳を購入することができたわたしは、タンスなどの和風な家具を見つけては購入していく。

　使うかどうかは別にして、欲しいと思ったら買ってしまうのは、わたしの悪い癖だ。

　もし、フィナに知られたら、きっと無駄遣いって怒られるよね。

　フィナのご機嫌を取るために、簪かんざしや手鏡なども購入する。逆効果かなと思いつつ、他にご機嫌を取る方法が思いつかないからしかたない。

　それとも食べ物のほうがよかったかな？

　わたしはお昼代わりに、団子を食べながら、そんなことを思った。




　そして、ふらふらとあちこちで買い物をしながら、冒険者ギルドにやってきた。

　ギルドも瓦屋根で、風流な建物だ。

　中に入ると、普通の冒険者から、侍さむらいっぽい見た目の冒険者もいる。

　カオスだね。

　そんなことを思いながらギルドの中を見ていると、いつもながら注目を浴びる。

　「くま？」「クマ？」「熊？」「ブラッディベアー！」

　最後のなに？

　聞き間違い？

　誰が「ブラッディベアー！」と言ったのか、部屋を見渡すと、わたしを見て、怯おびえている冒険者が一人いる。

　わたしの格好は、決して怯えられるような見た目ではない。自分で言うのもあれだけど、可愛かわいらしい格好だ。

　もしかして、わたしのことを知っている？

　でも、どうして怯えているのかな？

　人に怯えられるようなことをした記憶はないんだけど。

　とりあえず、話しかけたりしてこないので、スルーすることにする。

　他の冒険者もわたしのことを見ているだけで、声をかけてくる者は誰もいない。

　わたしは部屋を見回して、受付を見つける。

　受付には和装の20歳前後の女性が座っている。女性の髪は簪でまとめられている。

　受付嬢はジッとわたしのほうを見ている。

　わたしは受付に近づき、受付嬢に話しかける。

「あのう、聞きたいことがあるんだけど」

「は、はい、なんでしょうか？」

　受付嬢はわたしのことを観察するように見ている。

　気になるのは分かるが、わたしはギルドについて尋ねることにする。

「冒険者ギルドって、他の国のギルドカードも使える？」

「えっと、それは大丈夫だけど、お嬢ちゃんは冒険者なの？」

　受付嬢は驚いた顔でわたしを見る。

「そうだけど」

　わたしが冒険者だと言うと、部屋の中がざわめき立つ。

　わたしが冒険者たちのほうを見ると、受付嬢が立ち上がって、ざわめく冒険者たちに向かって口を開く。

「みなさん、仕事をしないなら、帰ってください。ここは暇を潰つぶすところじゃないんですよ」

「俺たちは情報交換しているだけだよ。なあ」

「ああ、そうだよ」

「情報交換は大事だからな」

「毎日そんなことを言っているでしょう。少しは仕事をしてください」

　受付嬢は呆あきれる。

　どこの冒険者ギルドにも、この手の冒険者はいるもんだね。

　でも、ギルドカードは、どの国でも使えるって聞いていたけど、本当だったんだね。

　不思議なカードだ。

　受付嬢に冒険者ギルドカードが使えることを確認したわたしが、依頼ボードを確認しようと受付嬢から離れようとしたとき、和服を着た男性が中に入ってきて、受付嬢のところにやってくる。

「昨日、依頼をした者だが、誰か引き受けてくれた者はいたか？」

「イツキさんでしたね。まだ依頼は引き受けられていません」

「それじゃ、困る。家畜の牛がやられているんだ。討伐してくれないと、死活問題だ」

「依頼を受けるか受けないかは、冒険者個人の自由になります。一応、冒険者に直にお願いできますが、かまいたちとなると……」

　受付嬢はチラッと、残っている冒険者たちを見る。

　冒険者たちは視線を逸らす。

「それなりの冒険者でないと、倒すことはできませんので。すぐには……」

　受付嬢は再度「それなり」の部分を強調しながら、男性のほうを見る。

　どうやら、ここに残っている冒険者はランクが低いらしい。

「そこをなんとか頼む。村が危機なんだ」

　男性は頭を下げて、受付台の上に頭をつける。

「イツキさん、頭を上げてください」

「頼む」

　男性は頭を上げない。

　確か、かまいたちって、風の刃を飛ばす妖よう怪かいだよね。

　この世界だと妖怪じゃなくて魔物になるのかな？

「それなら、わたしが引き受けようか？」

　かまいたちのことが気になったので、わたしは男性に声をかけた。
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　わたしの言葉に男性は顔を上げて、わたしのことを見る。

「クマ？」

　どうやら、わたしのことには気づいていなかったみたいだ。

「わたしが、その依頼を受けようか？」

「嬢ちゃん、ふざけているのか？」

　男性は拳を強く握りしめ、怒る。

　クマの着ぐるみを着た女の子が魔物討伐の依頼を受けるとか言い出せば、そういう反応をするよね。

　まあ、いつものことなので、気にしないことにする。

「でも、他に行ってくれる冒険者はいないんでしょう？」

　わたしはギルド内にいる冒険者たちを見る。

　みんな、知らんぷりしている。

「えっと、お嬢ちゃん。かまいたちは動きが速く、さらに離れた場所から風の刃を飛ばしてくる厄やっ介かいな魔物で、討伐するのは大変なんです。イツキさんの話ではかまいたちは数体いるそうなので、初心者向けの依頼では……」

　受付嬢が何も知らない子供に話すかのようにわたしにかまいたちの説明をしてくれる。

　どうやら、わたしのことを初心者冒険者だと思ったみたいだ。

「さらに、相手が強いと分かると、すぐに近くの森に身を隠すから、簡単には倒せない」

　男性がいらついたように受付嬢の言葉に付け足す。

　速さなら負けない。隠れても魔物ならクマの探知スキルで見つけることができる。

「わたしは困っているようだったから、声をかけただけだから、無理に依頼を引き受けるつもりはないよ」

　かまいたちが気になったのと、男の人が困っているようだったから声をかけただけだ。喧けん嘩かまでして、無理に依頼を受けるつもりはない。

　男性はわたしのことを見て、考え込む。

「確認するが、本当に嬢ちゃんは冒険者なのか？」

「冒険者だよ」

　面倒くさいのでギルドカードを見せる。

「……ランクＣ」

　ギルドカードを見た男性は驚き、その言葉を聞いた受付嬢も驚く。

「かまいたちを倒すことができるのか？」

「戦ったことがないから、絶対とは言えないよ」

　この世には絶対ということはない。もし、かまいたちが異常発生して何万、何十万といたら、流石さすがに無理だ。

　わたしの言葉に男性はチラチラとわたしを見ながら考え込む。

　ギルドカードを見て、冒険者ランクＣと知っても半信半疑のようだ。

　まあ、格好がクマだし、しかたないよね。

「それなら、わたしも一緒に行きましょうか？」

　どこからともなく、誰かが話しかけてきた。

「シノブさん!?」

　受付嬢は驚いたように声をあげる。現れたのは、わたしとそれほど年の変わらない女の子だった。その子の目を引くのは服装だ。女の子は濃い緑色と紫色をした忍びの装束っぽい服装をしている。夜に忍び隠れたりするから、濃い色なのかなと想像してしまう。

「そんなにそのクマさんの実力が不安なら、わたしが一緒に行くっすよ」

「シノブさんが一緒なら、大丈夫ですね」

　受付嬢が安心したように言う。

「イツキさん。彼女なら問題なく、かまいたちを倒すことができます。彼女の実力はギルドが保証します」

「本当か？」

　男性はわたしを見た目と同じように、現れた女の子を見る。

「彼女は優秀な冒険者です。イツキさん、急いでいるんですよね？　彼女に頼まなかったら、いつになるか、わかりませんよ」

　受付嬢が男性に問いかける。

　男性は悩みながら、シノブと呼ばれた女の子を見る。

「そちらのお嬢さんなら、本当に倒せるんだな」

「はい、彼女は以前にもかまいたちを討伐していますので」

　男性が忍者っぽい女の子を見ると、受付嬢は頷うなずく。

「それじゃ、頼む」

　どうやら、わたしは不要になったみたいだ。

　かまいたちを見ることができなかったのは残念だけど、この国にいれば会えるチャンスはあるはずだ。

「それじゃ、わたしはいらないね」

　彼女が依頼を受けるなら、わたしは必要ない。

「それはダメっす。わたしはあくまで、お手伝いってことで、付き添いっす。だから、クマさんが受けないなら、わたしも受けないっすよ」

　シノブと呼ばれた女の子がギルドから出ていこうとするわたしを引き止める。

「あなたが依頼を受けるなら、わたしは必要ないでしょう？」

「それじゃ、意味がないっす」

　意味が分からない。彼女が冒険者で、かまいたちを倒せる実力があれば、わたしは不要なはずだ。わたしと一緒に引き受ければ、報酬も半分になる。

「どうして？」

「えっと、このままじゃ、わたしが依頼を横取りした感じになるっす」

「別にわたしは構わないけど」

　依頼を取られたからといって、彼女のことを恨んだり、怒ったりするつもりはない。

「クマさんはよくても、周りの目が、そう見てくれないっすよ。わたしが依頼を横取りしたように見えるっす。だから、クマさんと一緒じゃないとダメっす」

　言い分は理解できる。

　依頼を横取りした者と後ろ指をさされるかもしれない。

「俺は２人一緒でもいい。そっちのお嬢ちゃんは、クマの嬢ちゃんが一緒なら、引き受けてくれるんだな？」

　男性はシノブと呼ばれた女の子に確認する。

「クマさんと一緒なら、いいっすよ」

「わかった。それじゃ、２人に頼む。かまいたちを討伐してくれ」

　男性は一刻も早く、かまいたちを討伐してほしいみたいで、わたしたちに頭を下げた。

　これって、断ることができないってこと？

「それでは、お２人が依頼を受けるということで処理をさせていただきます」

　やっぱり、わたしも参加することになっていたらしい。

　でも、わたしが一緒じゃなければ、引き受けないって、なんなんだろう？

「ギルドカードをよろしいでしょうか？」

　わたしとシノブと呼ばれた女の子はギルドカードを受付嬢の前に出す。わたしのギルドカードを見た、受付嬢は驚きの表情をする。

「……本当にシノブさんと同じランクＣ」

　わたしが隣に出されたシノブのギルドカードを見ると、同じくランクＣと書かれていた。

　わたしとそれほど変わらない年齢で、ランクＣって。かまいたちを倒せるっていうのも分かる。

　でも、本当に彼女は何者？

「ユナさんっていうんっすね。わたしはシノブっていうっす。よろしくっす。わたしはユナって呼ぶので、わたしのこともシノブでいいっすよ」

　シノブはあらためて自己紹介をする。
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　それにしても、馴なれ馴れしい。わたしが苦手とする人種だ。あまり、お近づきになりたくないタイプだ。

「それにしても、ランクＣっすか、強いっすね」

「あなたもランクＣでしょう」

「自分はたまたまっすよ」

　ニコニコと笑いながら否定する。

　怪しい。

　人のことは言えないけど、なにか胡う散さん臭くさい女の子だ。

「そんなに怪しまなくても大丈夫っすよ。それで、イツキさんでしたっけ。準備もあるので、出発は明日の朝イチでいいっすか？」

　今の時間は昼過ぎ、おやつの時間に近い。

「できれば、今すぐに村に来てほしいが、分かった。俺は村に先に戻って、村長に報告しておく」

　まあ、確かに今から出発してその村に泊まることになるより、明日の朝のほうがいい。旅館の代金もすでに払ってあるし、日帰りで帰って温泉に入りたい。

「村の場所は分かるか？」

「えっと、こちらになります」

　受付嬢が依頼書をシノブに差し出す。

「近いっすね」

　シノブの話では男性が住む村は馬車で半日ほどだという。

　くまゆるとくまきゅうなら、１時間もしないで着きそうだ。

　依頼を受けたわたしは、当初の目的だった、どんな依頼があるか見るのもやめ、冒険者ギルドを出る。

「なんで、ついてくるの？」

　わたしの後ろを胡散臭い忍者のシノブがついてくる。

「同じ宿に泊まったほうがいいかと思ったっす」

「同じ宿に泊まるの？」

　この胡散臭い忍者と？

「ユナの話も聞きたいっすから」

「なにも話すことはないよ」

「つれないっす」

　もしかして、面倒な人と関わってしまったのかもしれない。

　一人で引き受けるか、断るべきだったかもしれない。

　わたしはシノブを連れて、ツバキ旅館に戻ってくる。勝手についてきたともいう。

「いいところに泊まってるっすね」

　シノブは目の前の大きな旅館を見る。

　やっぱり、いい旅館みたいだ。

　旅館に入ると、コノハの姿がある。

「お帰りなさいませ」

　可愛かわいい女の子が和装で出迎えてくれるのはいいね。

　もし、この世界で最初に訪れたのがこの街だったら、温泉もあるし、この旅館に寄生していたかもしれない。

「えっと、そちらの方は？」

　コノハはわたしの後ろにいるシノブを見る。

「他人だよ。わたしは部屋に戻るから、時間になったら食事をお願いね」

「うぅ、他人なんて。一緒に仕事をする仲間っすよ」

「初めに言っておくけど、部屋に来ても追い出すからね」

「ユナは意地悪っすね。それじゃ、明日の朝に旅館の入り口で待ち合わせってことで」

　わたしはコノハと会話を始めるシノブを置いて、部屋に戻る。

　本当になんなのかな？

　ニコニコと笑って、得体が知れない。

　それに冒険者ランクも気になる。人のことは言えないけど、あの年齢でわたしと同じランクＣ。しかも、ソロっぽい。わたしの場合はクマさん装備のおかげだけど、彼女一人の力だけでランクＣなら、かなりの実力者ってことになる。

　あと、言動が怪しい。

　一人で討伐できるなら、わたしと一緒に引き受ける必要はないはずだ。わたしが依頼を断ろうとしたら、自分だけでは意味がないと言い出すし、何かしら理由をつけて、わたしを巻き込もうとしていた。

　とりあえず、シノブのことは警戒することにする。

　そのために、子熊化したくまゆるとくまきゅうを召喚して、部屋に人が来たら教えてと頼む。




　その後、シノブの襲撃もなく、コノハが食事を運んでくる。

「あの、わたしと一緒にいた女の子は？」

「はい、お泊まりになられています」

　本当に泊まったんだ。

「もし、わたしのことを聞かれても、なにも答えないでいいからね」

「はい、大丈夫です。信用問題になりますので、お客様のことを聞かれても、お話ししないことになっています」

　ちゃんと教育されているようで安心する。

　この旅館を選んで本当によかった。

「ありがとう」

「いえ。それでは、後でお皿を下げに参りますので、ごゆっくりとお食事をお楽しみください」

　わたしはお言葉に甘えて、食事をいただく。




　そして、食事を終えて、まったりしていると、くまゆるとくまきゅうがドアのほうを見て、「くぅ～ん」と鳴く。

　探知スキルを使うと部屋の近くに人の反応が近づいてくる。そして、反応はドアの前で止まり、動かない。コノハなら、ドアの前で止まったりしない。それに先ほど、食べ終わった食器を片付けたばかりだ。

　わたしはくまゆるとくまきゅうに隠れるように言って、足音を立てずに、ゆっくりとドアを開ける。

「うわぁ」

　ドアの前にいたのはシノブだった。

「なに？」

「えっと、明日の相談をしようと思って」

　シノブは笑いながら答える。

　どう見ても誤魔化しているよね。

「相談もなにも、シノブは一人でも倒せるんでしょう？　いざとなったら、任せるから」

「自分任せっすか？」

「だって、強いんでしょう？」

「いえいえ、そんなことはないっすよ。スミレさんが大おお袈げ裟さに言っているだけっす。自分は弱いっすから」

　スミレって、受付嬢のことかな？

　もう少し、受付嬢にシノブのことを聞いておけばよかったかもしれない。

「でも、わたしが来ているって分かったっすか？」

「足音が大きかったからじゃない？」

　わたしは適当なことを言う。

「足音っすか？」

　本当のことを言うつもりはない。

「それはありえないっすよ……」

　シノブは小さな声で呟つぶやく。

「なにか言った？」

「いえいえ、独り言っすから、気にしないでくださいっす」

　怪しい。

「ちなみに、ユナは一人っすか？」

「そうだけど」

　何かを確認するように部屋の中を確認しようとするが、くまゆるとくまきゅうは隠れている。

「それじゃ、明日の朝、遅れないで来てくださいっす」

　シノブは手を振って、部屋から離れていく。

　本当に何しに来たのかな？

　それから、シノブのことが気になったので、温泉に入るときや、寝るときも、くまゆるとくまきゅうには部屋に近づく人がいたら教えてくれるように頼んだ。
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　朝になると、目覚まし時計のくまゆるとくまきゅうが起こしてくれる。深夜にくまゆるとくまきゅうに起こされなかったってことは、誰も来なかったようだ。

　少し、気にしすぎだったかな？

　わたしは起き上がると、くまゆるとくまきゅうにお礼を言って、朝食まで温泉に入る。

　そして、朝食を食べ、玄関に向かうとコノハとシノブの姿があった。

「おでかけですか？」

「帰ってくる予定だけど、夕刻までに帰ってこなかったら、食事はいらないからね」

　代金は３日分支払っている。その代金には朝食代と夕食代も含まれている。だからといって、食べもしないものを準備させ、いつ帰ってくるかもわからないのを待たせるわけにはいかない。伝えておくのは礼儀だ。

「はい、かしこまりました」

「それで、２人はなにを話していたの？」

「世間話っす。クマの格好した女の子が可愛いとか。そんな話っすよ」

　つまり、わたしの話をしていたと。

「それじゃ、ユナも来たから行くっすね」

　わたしとシノブは旅館を出る。

「それでシノブはどうやって、村まで行くつもりなの？　馬車でも用意してあるの？」

「それは街を出るまで、ナイショっす」

　シノブは子供がイタズラを思いついたような顔で言う。

　何を隠しているのかな？

「それにしても、ユナのクマの格好は可愛いけど、動きにくそうっすね。本当にその格好でかまいたち討伐に行くっすか？」

「もし、わたしのことが不安だったら、一人で行っていいよ。わたし、街で待っているから。もちろん、報酬もシノブが一人でもらっていいよ」

　そのほうが楽だし。

「そんなことを言わずに一緒に行こうっすよ」

　シノブは馴なれ馴れしく、わたしに抱きついてくるので、引き剝はがす。

　こういう、誰にでも馴れ馴れしい態度を取るタイプは苦手だ。

　ノアも近いタイプだけど、なにかが違う。

　年齢のせいかな？

「それじゃ、今度、わたしの格好について尋ねたり、抱きついたりしたら、帰るから」

「わ、分かったっす。もう、言わないっす。抱きつかないっす」

　約束させると、わたしたちは街の外までやってくる。




　街を出るときに、門番に怪しまれるように見られ、引き止められてしまった。だけど、シノブが話をしてくれたことで、無事に街の外に出ることができた。

「ありがとう」

「いえいえ、役に立ててよかったっす」

「それで、街の外に来たけど、どうするの？」

　どこかで馬でも借りるのかと思ったけど、シノブは真っ直ぐに街の外に来てしまった。

　まさか、歩いていくわけじゃないよね？

　もしくは忍者だから、走るとか？

「それは……」

　シノブは指と指を合わせて、印いんを結ぶような仕草をすると、手に魔力が集まり、目の前に馬が現れる。

「……召喚？」

「ハヤテマルっていうっす。わたしの相棒っす」

　そう言って、シノブは馬の首を撫なでる。

　くまゆるとくまきゅう、サーニャさんの召喚鳥以外で召喚を見るのは初めてだ。

　ただ、シノブに一つ言いたい。

「でも、カエルやヘビやナメクジじゃないんだ」

「なんすか、それは？　そんなものを召喚して、どうするっすか？　移動なんてできないっすよ」

　まあ、実際はそうだけど、忍者の召喚の有名どころだと、カエル、ヘビ、ナメクジだ。

　乗ることを考えると、大きなカエルに大きなヘビ、大きなナメクジ。想像しただけで、気持ち悪い。

　そう考えると、わたしはくまゆるとくまきゅうでよかった。

「それじゃ、さっそく乗るっす？」

　シノブがわたしの格好を見てから、馬を見る。

「その格好だと乗りにくそうっすね」

「大丈夫だよ」

　面倒なので、わたしは右腕を伸ばして、くまゆるを召喚する。

「クマっす。クマが現れたっす。召喚っすか？」

「同じ召喚だよ」

　シノブは少し驚いたようだけど、驚きょう愕がくはしていない。

「なんか、強そうっていうより、可愛かわいいクマっすね」

「くぅ～ん」

　くまゆるはシノブの言葉に顔を引き締める。

　どうやら、くまゆるは強く見せようとしているみたいだ。

　でも、逆に可愛く見えるのは気のせいかな？

「名前はなんていうっすか？」

「くまゆるだよ」

「くまゆるっすか。可愛い名前っすね。触ってもいいっすか？」

　わたしが許可を出す前に、シノブはくまゆるを触りだす。

「うわぁ、なんすか、この柔らかさ。モコモコっす。乗っていいっすか？　乗りたいっす」

「ハヤテマルが悲しそうにしているけど、いいの？」

　わたしが馬のほうを見ると、ハヤテマルが悲しそうに首を下げている。

「うわあああ、ハヤテマル、ごめんっす。ハヤテマルが一番っすよ」

　シノブはハヤテマルの様子を見ると、くまゆるから離れてハヤテマルに謝罪する。

　みんな一緒なんだね。主人が他の馬クマに乗ったら、寂しそうにするみたいだ。

「くまゆるに乗れないのは残念っすが、行きましょうっす」

　シノブはハヤテマルに飛び乗り、わたしもくまゆるに乗る。

　そして、かまいたちが現れた村に向かう。

　シノブのハヤテマルとわたしのくまゆるは並走するように駆ける。

「それで、かまいたちって、風の魔法を使ってくる魔物でいいんだよね？」

「そうっすよ。威力によっては、腕を持っていかれるから、気をつけるっす。だからといって、鉄防具でガチガチに固めると、今度はかまいたちの動きについていけなくなるっす」

　かまいたちの風は鉄は切れないらしい。でも、重い鉄製の防具をつけすぎると、動きが速いかまいたちにはついていけないので、倒すことができないという。

　軽装備でかまいたちの動きに合わせる実力がないと倒せないと説明してくれる。

「それじゃ、魔法で倒すのが一番ってこと？」

「それも魔法使いの実力次第っすね。魔法使いは基本軽装っす。だから、遠距離からの攻撃になるっす。命中精度、威力が必要っす。それに魔法使いは近づかれると、接近戦が不慣れだとやられるっす」

　確かに、魔法使いは剣士と接近戦で戦えば、身を守る手段がなければ簡単にやられてしまう。

　わたしの場合は接近戦でも、ある程度は戦うことはできる。

「それに一番厄やっ介かいなのが、森の中に生息していることっす。草むらに潜ひそまれると、見つけ出すのも大変だし、不意打ちを喰くらうこともあるっす」

　いきなり、草むらから風の刃が飛んできたら、厄介だ。

　シノブの説明を聞くと、確かに、かまいたちの討伐は初心者にはキツイかもしれない。

　だから、冒険者ギルドにいた冒険者は目を逸らしていたんだね。

「それでユナはどうやってかまいたちを倒すっすか？」

「普通に戦うだけだよ」

　探知スキルがあるから、かまいたちの居場所は分かる。

　あとは魔法を放つだけだ。

　普通に戦闘になったとしても、戦いようはいくらでもある。

　まあ、それもクマ装備があるからできることだけど。

「そう言うシノブはどうやって倒すの？」

「ユナと同じっす。普通に戦うだけっすよ」

　ニコニコと微ほほ笑えみながら答える。本当に本心が分からない女の子だ。

　わたしたちは休むこともせず、村に着いた。

「くまゆるは速いっすね」

「ハヤテマルも速かったよ」

　街を出て１時間ほどで、村に到着する。

　村の入り口には、昨日冒険者ギルドに来ていた男性が立っていた。

「イツキさんっすね。どうやら、わたしたちを待っていてくれたみたいっすね」

　わたしたちはイツキさんのもとに行く。

「なんだ。そのクマは!?」

　イツキさんはわたしが乗っているくまゆるに驚く。

「そのクマは彼女のクマっすから、安全っすよ」

　わたしが説明する前に、シノブが説明してくれる。

「そうなのか？」

「攻撃をしなければ、なにもしないよ」

「本当なんだな」

　イツキさんはくまゆるをジッと見る。くまゆるは「怖くないよ」って感じに「くぅ～ん」と鳴く。

　イツキさんはわたしとくまゆるを交互に見て、なにかを納得するような感じを見せる。

「わかった。とりあえず、来てくれたことに感謝する」

　イツキさんは村の中に招き入れてくれる。わたしとシノブはくまゆるとハヤテマルから降り、村の中に入る。

　村は木で作られた家が多い。瓦かわら屋根の家もある。村人の服装も、昔の日本の映画で見たことがあるような質素なものだ。くまゆるを見て驚くが、イツキさんが大丈夫だと村人に説明してくれる。

　他の村人は遠目から見るだけで、近寄ってこない。もしかして、くまゆるが怖いのかな？

「それで状況は、どうなんすか？」

「昨日、戻ってきたときには、新たに牛が２頭やられていた。せめてもの救いは村人に怪我がないことだ。本当に嬢ちゃんたちに、かまいたちを討伐することができるのか？　これ以上の被害は出したくない」

　イツキさんはあらためて確認する。

　他の冒険者に頼むにしても、日数がかかればそれだけ被害が増える。

　つまり、わたしたちが討伐ができないと村としても困る。

「倒すことはできると思うけど、問題は数だよ。どのくらいいるかわからないの？」

「すまない。かまいたちが現れたら、逃げ隠れている。だから、正確な数は把握していない」

　確かに力がない者が戦うのは無謀だ。牛と同じように斬られるだけだ。

　生き残るには、逃げて隠れるのが一番いい方法だ。だから、イツキさんのことを責めるつもりはない。




　わたしたちはイツキさんの案内で、牧場らしき場所までやってくる。広大な草地が広がり、その中で牛が牧草を食べている。

　ここにかまいたちが現れるらしい。

「それじゃ、ユナ。どうするっす？　適当に見張るっすか？」

「シノブの案は？」

「わたしっすか？　現れたら、倒す、っすかね」

　もしかして、脳筋？

「どの辺りから、現れるの？」

　わたしはシノブが当てにならないので、イツキさんに尋ねる。

「かまいたちは、あの森から来る」

　イツキさんは牧場の先に見える森を指す。

「それなら、あそこにいる牛が危険なんじゃ」

　森の近くに牛が１頭いる。

　わたしの言葉にイツキさんは言い難にくそうにする。

「その、あの牛には他の牛やわたしたちが逃げ出すための犠牲になってもらうことになっている」

　１か所に集めると、全ての牛たちが殺されてしまう。

　だから、一番危険な場所に１頭の牛を置いて、その牛が犠牲になっている間に逃げるらしい。

　10のうち、９を守るために１を犠牲にする。嫌な考え方だけど、しかたないのかもしれない。

「それなら、あの森の中に行けば、かまいたちがいるんだね」

　なら襲われる前に討伐すればいい。

「もしかして、森の中で戦うつもりっすか？」

「そんなの死にに行くようなものだ」

　シノブとイツキさんがわたしの言葉に驚く。

　なんでも、死角が多い森の中では、どこからともなく風の刃が飛んでくるから、普通はそんなところでは戦わないらしい。

　でも、魔物が来るのを待つのは性に合わない。

　それにわたしには探知スキルがある。

「大丈夫だよ。魔物が近くにいれば、この子が教えてくれるから。サクッと倒して戻ってくるよ」

　わたしは横にいるくまゆるの頭を撫なでる。

「それに早く旅館に戻って、温泉に浸かりたいしね。シノブはここに残っていていいよ。わたしとくまゆるが森の中に入って、かまいたちを討伐してくるから」

　面倒くさいことは、さっさと終わらせる。

「自分も行くっす」

「無理しないでいいよ」

「自分はユナの補佐だから、手伝いぐらいはするっすよ」

　あまり、戦うところは見せたくないんだけど。でも、シノブの戦い方も気になる。

　そのとき、くまゆるが「くぅ～ん！」と鳴いて森のほうを見る。

　わたしはくまゆるの反応ですぐに理解する。探知スキルを使うと、かまいたちの反応がある。それも１体じゃない。かまいたちの反応はもの凄すごい速さで移動している。

「かまいたちが来ているよ！」

「本当か!?」

「どこっすか？」

「くまゆるは、ここでイツキさんを守って」

　わたしはくまゆるに指示を出すと、かまいたちに向けて走りだす。
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　牛までには距離がある。

　わたしは走るが、牛が暴れだし、何かから逃げる。しかし、牛は倒れる。

　遅かった。

　牛の犠牲を無駄にしてはダメだ。

　牛の近くで、何かが地面を速い動きで移動している。

　あれが、かまいたち？

　動きが速くて、ハッキリとは認識できないが、イタチのような小動物なのは間違いないようだ。

　数は３、４……５匹以上いる。

　わたしは走りながら氷の矢を飛ばす。命中補正があるのにもかかわらず、かまいたちは避よける。

　速い。

　かまいたちが鎌のような腕を振るうと、風の刃が牧草を切りながら、迫ってくる。わたしは魔法で土の壁を数枚作り、かまいたちの攻撃の威力を確認する。

　かまいたちの風の刃は、わたしが魔法で作った土壁を一枚も壊すことはできなかった。

　なら、土壁は一枚で十分ってことだ。

　わたしは土壁の横を通り抜け、かまいたちに向けて攻撃を仕掛けようとすると、かまいたちが左右に分かれる。

「右はわたしが行くっす！」

　わたしが一瞬悩むと、シノブが後ろから声をかけて、右に動く気配がする。

　わたしは左に駆けだす。かまいたちの風の刃が飛んでくる。

　土壁で防ぐことができるが、デメリットとして、土壁がブラインドになり、一瞬、かまいたちを見失うことだ。

　さらに、わたしが近づこうとすると、かまいたちの風の刃が飛んでくる。

　面倒くさい！

　わたしはクマの爪をイメージして、クマの爪の風魔法を飛ばす。３本の爪の刃はかまいたちの風を切り裂き、そのまま、かまいたちを斬る。

　まずは１匹。

　次のかまいたちに攻撃を仕掛けようとしたとき、かまいたちは凄すごい速さで地面を駆けて、森のほうへと逃げていく。

　シノブから聞いていたとおりに、危険を察知すると森に逃げていく。

　追いかけようと思ったが、深追いはやめる。

　これは思っていたよりも面倒な相手かもしれない。襲ってくるなら、返り討ちにするだけだけど。動きが速く、逃げるときは逃げる。

　思っていたよりも戦い難にくい。

「逃げられたっすね」

　シノブのほうを見ると、地面に倒れているかまいたちに、クナイのようなものが３本刺さっていた。シノブのほうも１匹倒したみたいだ。

　シノブはかまいたちに刺さっているクナイを引き抜き、布で拭ふくと、懐ふところの中にしまう。

　本当に忍者っぽい。

　ちなみに、胸は大きくなさそうなので、そこだけは親近感が持てる。

「ユナは動きも速いし、魔法の威力も強いっすね」

　わたしがクマ魔法を使ったことで、地面にその名残なごりがある。防ぐよりは攻撃と思ったからだ。クマ魔法は相手の攻撃を防ぎ、さらに相手を攻撃できる。一石二鳥だ。

　本当なら、あのまま攻撃を仕掛けて、かまいたちを全て倒したかった。

　わたしたちの戦いが終わったとみると、イツキさんがやってくる。

「倒したのか？」

「わたしとユナが１匹ずつっす。他は森に逃げたっす」

　シノブが地面に倒れているかまいたちに視線を移しながら説明する。

「そうか。でも、助かった。もし、２人がいなかったら、もっと被害が出ていた」

　イツキさんは倒れている牛に視線を向ける。

「それにしても、よくかまいたちが来たと分かったっすね」

「それは、この子が教えてくれたからね」

　わたしはイツキさんと一緒にやってきたくまゆるの頭を撫なでる。

「くまゆるはそんなことまで分かるっすか？」

「魔物が近くに来たら教えてくれるよ」

「もしかして、人の気配とかも分かるっすか？」

「一応」

　わたしの言葉に、シノブは何かを理解した表情をする。少し喋しゃべりすぎたかもしれない。

「それじゃ、旅館の部屋でも召喚してたっすか？」

「さあ」

　コノハに言われたら困るので、わたしは誤魔化す。

「やっと、すっきりしたっす」

　シノブはなにか納得したようで、うんうんと一人で頷うなずいている。

　とりあえず、自分が倒したかまいたちをクマボックスにしまう。

「これからどうするっすか？」

「このまま森の中に入って、残りのかまいたちも倒してくるよ」

「やっぱり、行くっすか？」

　シノブが確認する。

「ここで待つのは時間の無駄だからね」

　いつ現れるか分かっていれば、待つことはできる。でも、いつ来るかも分からないものを待つのは時間の無駄だ。

　わたしは守るより、攻める派だ。

　それに無謀なことではない。わたしには探知スキルがあるから、死角から攻撃されることもないし、心構えもできる。それに今だったら、森に入ったばかりだ。かまいたちもそんなに奥には行っていないかもしれない。

「シノブは村に残っていて。もし、わたしがいない間にかまいたちが村に来たら、そのときはお願い」

「いや、一緒に行くっすよ。依頼を受けたからには、お供するっす」

「お供はくまゆるがいるから、大丈夫だよ」

　わたしはくまゆるに視線を向ける。

　和の国で熊がお供っていうと、マサカリをかついだ金太郎を思い浮かべてしまう。そう考えるとわたしが金太郎役だ。自分で想像しておいてあれだけど、金太郎役は断りたい。

　わたしが変な想像をしていると、くまゆるがなに？　っていう表情でわたしを見る。

　わたしはくまゆるの頭を撫でて「なんでもないよ」と言って、誤魔化しておく。




　結局シノブもついてくることになり、わたしとくまゆる、シノブは森の中に入った。

　イツキさんからは心配そうにされたが、「お願いします」と言われた。

　ちなみにハヤテマルは送還されたのでいない。

「くまゆる、魔物がいたら、教えてね」

「くぅ～ん」

　探知スキルで分かるけど、シノブもいるのでくまゆるにお願いしておく。

「一つ、確認っす」

「なに？」

「ユナはくまゆるの言っていることが分かるっすか？」

「伝えたいことは分かるよ」

「凄いっすね」

「長いこと一緒にいるからね」

　くまゆるとくまきゅうとは、まだ出会って数か月だけど、何年も一緒にいるような感覚だ。今ではくまゆるとくまきゅうがいない生活は考えられない。

　くまゆるとくまきゅうは大切な家族だ。




　森の中を進んでいく。先頭はわたし、その後ろをくまゆる。最後にシノブが歩く。

「ユナの背中はわたしが守るっすよ」

「くまゆるに守ってもらうから、いいよ」

「くぅ～ん」

　くまゆるが任せて、って返事をする。

「うぅ、つれないっす。そこは『任せた』って言ってほしいっす」

　会ったばかりの人に背中を任せられるわけがない。

　まして、怪しすぎる忍者もどきだ。忍者は主あるじのためなら頑張るだろうが、出会って数日のわたしのために命を張ってくれるとは思えない。そもそも、シノブの実力が分からないんじゃ、任せられない。

　わたしの後ろを任せるなら、くまゆるとくまきゅうしかいない。




　探知スキルで確認すると、かまいたちの反応がある。

　どうやら、森の奥までは逃げ込んでいないようだ。

　あの移動速度で逃げていたら、探知スキル外に簡単に出ていただろう。森の中に入って安心しているのかな？

　くまゆるが小さく「くぅ～ん」と鳴く。

「もしかして、近くにいるっすか？」

　くまゆるが鳴いたことで、シノブが小さな声で尋ねてくる。

「いるよ」

　探知スキルで確認しながら、ゆっくりとかまいたちとの距離を縮める。

　近くに２匹いる。

　少し先にある草木が生えている位置にいる。

　わたしは探知スキルで、距離と方向を確認すると、かまいたちの反応がするほうへと氷の矢を２本放つ。すると探知スキルから、かまいたちの反応が消える。

　無事に命中したみたいだ。避けられなければ、命中する。

「もしかして、倒したっすか？」

「２匹だけね。でも、まだいるみたいだから、気づかれないように向かうよ。だから、物音は立てないでね」

　あの速い動きで森の中を動き回られたら、いろいろと面倒だ。動き回られる前に倒すのが一番だ。

「静かに移動するのは得意っすから、大丈夫っす」

　忍び歩くことが得意って、ストーカーだったら怖いね。でも、忍者って、情報集めが仕事だから、一種のストーカーみたいなものかもしれない。

　天井から覗のぞいていたり、壁裏から見ていたり、木の上から覗いていたり、もしかしたら、ベッドの下に隠れたりするかもしれない。元の世界だったら、完全にアウトだ。

「ユナ、変なことを考えていないっすか？」

　鋭い。もしかして、わたしの心を読んだ？

　これも忍術？

「なにも考えていないよ」

　とりあえずは、誤魔化しておく。




　氷の矢で倒したかまいたちを回収すると、次のかまいたちのところに向かう。

　そのたびにくまゆるが、わたしを案内するように「くぅ～ん」と小さく鳴く。

　これこそ以心伝心だね。

「３匹目」

「４匹目」

　わたしは草むらに隠れている、かまいたちを倒していく。

　かまいたちを倒しながら、森の中を進を進んでいく。すでに10匹ほど倒した。

「わたしの出番がないっす」

　シノブの実力も見てみたかったけど、かまいたちに気づかれて、逃げられても困る。

　順調にかまいたちを倒し、次のかまいたちに向けて、氷の矢を放つと、草木が動き、かまいたちが動いた。

　初めて避けられた！

　草むらから出たかまいたちは、毛の色が違った。

「銀色？」

　草むらから飛び出したのは、２匹の銀色の毛のかまいたちだった。

　２匹の銀色のかまいたちは一瞬だけ草むらから出てきたと思うと、すぐに草むらの中に消えていく。

　探知スキルで確認すると、動きが速く、あっという間にわたしたちから離れていく。しかも、左右に分かれた。

「銀色のかまいたちっすか？　しかも２匹っすか。これはやっかいなヤツがいたっすね」

　シノブが少し面倒くさそうな表情をする。

「どういうこと？」

「とてつもなく強いと思ってほしいっす。動きも速く、感覚も鋭いので、攻撃がなかなか命中しないっす。あと、その、銀色のかまいたちの攻撃は安物の鉄の鎧よろいぐらいなら切り裂くっす」

　それって、かなりやばいんじゃ。

　でも、探知スキルにはかまいたちとしか表示されていない。そこはかまいたち亜種とか、かまいたち銀とかならないのかな？

「１匹任せても大丈夫？」

　少しはシノブにも働いてもらう。もし、断ったり、逃げるようだったら、それでも構わない。それまでの人だったってことだ。

「断りたいっすが、できないっすよね？」

「わたしの手伝いをしてくれるんだよね？」

「……了解っす」

　シノブは渋々と引き受けた。

「くまゆるが、一匹はあの木の辺りにいるって」

　探知スキルで逃げた方向を確認して、教えてあげる。

「くまゆるは戻っている？」

　わたしはクマさんパペットを見せる。

　くまゆるは「くぅ～ん」と鳴き、首を振る。

「それじゃ、他のかまいたちをお願いできる？」

　少し離れた場所にもかまいたちの反応がある。

　銀色のかまいたちと戦っている最中に現れても面倒だ。

　くまゆるはわたしのお願いに「くぅ～ん」と鳴いて、嬉しそうにする。どうやら、わたしに頼られるのが嬉しいみたいだ。

　でも、一人じゃ心配なので、くまきゅうも召喚することにする。

　シノブがいるから、召喚したくなかったけど、くまゆるの危険度を下げるためだ。

　わたしは左手の白いクマさんパペットから、くまきゅうを召喚する。

「白いクマっす」

「くまきゅう、くまゆると一緒に周囲にいるかまいたちをお願い。でも、銀色のかまいたちがいたら、わたしが倒すから、逃げるんだよ」

　くまゆるとくまきゅうが怪我をするところは見たくない。

「くぅ～ん」

　くまきゅうはくまゆる同様に「任せて」って表情で鳴く。

「それじゃ、みんな行くよ」

「わたしのことは無視っすか……」

　シノブが、先ほどからくまきゅうについて、尋ねたそうな表情をしていたことは知っていたけど。今は説明している時間はない。

　わたしが動きだすと同時に全員が動きだす。
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　わたしは草むらに隠れている銀色のかまいたちに向かって、氷の矢を飛ばす。だが、銀色のかまいたちは身を翻ひるがえすように氷の矢を躱かわす。

　銀色のかまいたちは素早い動きで草木の陰に隠れながら移動する。わたしが確認のため探知スキルに目を向けたとき、右側の草が揺れ、風の刃が飛び出してくる。

　わたしは、とっさに土の壁を作って防ぐが、土の壁が切れた！

　わたしはとっさに白クマパペットを前に突き出して、風の刃を防ぐ。

　威力が強い。

　神様から貰ったクマパペットじゃなかったら危なかった。

　シノブの言ったとおり、鉄も斬れるって話は噓うそじゃないみたいだ。




　わたしは草木を分ける音がするほうに風の刃を放つ。草を切って、銀色のかまいたちを襲うが、避よけられる。

　シノブが言っていた、感覚が鋭くて攻撃が当たらないって言葉がよく分かる。

　小さくて、動きが速いと、こうも面倒なんだね。

　さらに、戦う場所も面倒だ。草むらも邪魔だが、木が一番厄介だ。

　移動するのも邪魔だし、切り倒すと、かまいたちの隠れ場所を増やすだけになる。実際にすでに数本の木が倒れ、かまいたちは倒れた木を利用して隠れながら移動している。

　地の利は完全に向こうにある。

　これが視界が開けた場所なら、戦いようがあるんだけど、自分で言い出したことだ。

　そもそも、普通のかまいたちより、上位種がいるなんて聞いていない。

　銀色のかまいたちは、シノブが言っていたとおり、今まで倒してきたかまいたちより、動きの速さも攻撃力も数段上だ。なにより厄やっ介かいなのが、感覚が鋭いところだ。

　間違いなく、上位種だ。




　銀色のかまいたちは草むらの中を動き回りながら、風の刃を飛ばしてくる。わたしはクマの風の刃で防ぐ。

　風の刃と風の刃がぶつかり合うと、旋風が巻き上がり、草や葉が舞い上がり、視界が塞ふさがれる。

　うざい！

　チラッと探知スキルに目をやって、銀色のかまいたちの居場所を確認して、風の刃を放つ。木が倒れる。

　このままじゃ、森林破壊が広がってしまう。

　炎で焼くわけにもいかないし。

　わたしは深呼吸して、考える。

　……あれを使ってみるかな。

　相手が小さいなら、こっちも小ささで勝負すればいい。

　わたしは子犬ほどの大きさのクマの土のゴーレムを作り上げる。10体以上のちびクマたちが地面に並び立つ。わたしはちびクマゴーレムに魔力を込め、銀色のかまいたちにロックオンする。

「ちびクマたち、行け！」

　わたしが腕を振るうと、ちびクマたちが動きだす。

　新しく考えた魔法、ちびクマ軍団だ。

　体が小さいため、攻撃力は弱いが魔力の消費は少ないので、数はたくさん作ることができる。




　ちびクマたちは地面を駆け、銀色のかまいたちに向かっていく。銀色のかまいたちは逃げだすが、ちびクマたちが猟犬のように追いかける。

　銀色のかまいたちはちびクマに向けて、風の刃を放って、ちびクマを斬る。でも、ちびクマは数が多いから、倒されても、次のちびクマが銀色のかまいたちに襲いかかる。

　かまいたちは草むらを駆け抜け、その周りをちびクマたちが囲むように追いつめていく。かまいたちが木に登って逃げる。そこにちびクマの１体が飛びついて、抱きつく。

　捕らえた！

　ちびクマのゴーレムの重みで、銀色のかまいたちの動きが鈍る。動きが鈍くなった銀色のかまいたちに、別のちびクマが飛びかかり、抱きつくと木から落ち、次々とちびクマたちがのしかかり、銀色のかまいたちは動けなくなる。ちびクマが銀色のかまいたちを完全に押さえ込んだ。

　わたしは銀色のかまいたちに近寄り、動きが取れなくなった銀色のかまいたちに止とどめを刺した。

「ふぅ」

　思ったより、てこずった。

　くまゆるとくまきゅうは？　あとシノブは？

　周囲を見ると、離れた位置から音がする。わたしは探知スキルを使って、居場所を確認する。

　かなり離れたところにくまゆる、くまきゅうの反応がある。シノブのことも気になるが、わたしはくまゆるとくまきゅうのところに向かって駆けだす。




　わたしは走る。そして、その周囲が酷い状況なことに驚く。

　草木が切れ、木々が倒れている。

　なにが起きているの？

　もしかして、銀色のかまいたち？

　わたしがくまゆるとくまきゅうのところに駆け寄ると、くまゆるとくまきゅうが銀色のかまいたちと戦っているところだった。

　どうして、戦っているの？




　銀色のかまいたちが風の刃を放ち、くまゆるを襲う。くまゆるは素早い動きで躱す。かまいたちは連続で刃を飛ばしてくる。くまゆるは腕を振って、風の刃を切り裂く。

　精霊石、クマモナイトによって使えるようになった魔法で戦っている。

　くまゆるは爪から出す風魔法を使って、銀色のかまいたちを追いつめていく。銀色のかまいたちは逃げる。でも、そこには待ち構えていたくまきゅうがいた。

　くまきゅうの爪が銀色のかまいたちを襲う。逃げ場を塞ふさがれた銀色のかまいたちはくまきゅうの攻撃を喰くらい、地面に転がる。でも致命傷になっていなかったのか、銀色のかまいたちは動き、逃げだそうとするが、転がった先にはくまゆるがいて、止めを刺される。

　戦いを終えたわたしはくまゆるとくまきゅうに近づく。

「くまゆる、くまきゅう、なんで銀色のかまいたちと戦っているの？」

「「くぅ～ん」」

　少し強めに叱しかると、くまゆるとくまきゅうは頭を下げて項うな垂だれる。

　でも危ないことをしたときは、ちゃんと叱らないといけない。

　もしくまゆるとくまきゅうになにかあったら、悔やんでも悔やみきれない。

「どうして、こんな無茶をしたの？　わたし、言ったよね。銀色のかまいたちはわたしに任せて、くまゆるとくまきゅうは普通のかまいたちを倒してって」

「「くぅ～ん」」

　くまゆるとくまきゅうは悲しそうに鳴く。

「それはっすね。別の銀色のかまいたちがユナに近づいていたからっすよ」

　くまゆるとくまきゅうの代わりに、いつの間にかやってきたシノブが答える。

「くまゆるたちは、ユナから銀色のかまいたちを遠ざけるために、攻撃を仕掛けたっす」

「そうなの？」

　わたしはシノブの言葉でくまゆるとくまきゅうに確認する。

「「くぅ～ん」」

　くまゆるとくまきゅうは小さく頷うなずく。

　わたしの命令に従わないで、わたしを守ろうとする召喚獣。わたしはそんな２人の気持ちが嬉しくもある。

　理由が分かると、強く叱ることはできない。

「はぁ」

　わたしはため息を吐ついて、くまゆるとくまきゅうの頭を優しく撫なでる。

「ありがとう。でも、危険なことはしないでね」

「「くぅ～ん」」

　くまゆるとくまきゅうは嬉しそうに鳴く。

　でも、２人の動きがいつもより速かった気がするけど、これもクマモナイトのおかげなのかな？

　くまゆるとくまきゅうのリボンを見る。

　どれほどくまゆるとくまきゅうが強化されているか分からないけど、くまゆるとくまきゅうを守る力が増えたなら、よかった。

「それで、シノブのほうは？」

「倒したっすよ」

　シノブが笑顔で答える。

　シノブをよく見ると、服の一部が切れている。

「服が切れているけど、怪我をしているの？」

「ああ、大丈夫っす。ギリギリで躱したっすから」

　シノブは服が切れた箇所を広げて見せてくれるが、本当に肌には怪我はない。これが本当の紙一重って言うのかもしれない。

「でも服が台無しっす。追加の依頼料を請求したいっす。まあ、銀色のかまいたちを倒したから、大丈夫っすけど」

　銀色のかまいたちは価値が高いみたいだ。

　でも、くまゆるとくまきゅうのことを知っていたってことは、シノブは銀色のかまいたちと戦いながら、わたしたちのことを見ていたことになる。

　くまゆるとくまきゅうの行動について知っていたことを尋ねると、「たまたまっす」と誤魔化された。

　よほどの余裕がなければ、よそ見なんてできない。

　本当にシノブって何者なんだろう。

「これでかまいたちは全部っすかね？」

　わたしがシノブのことを考えていると尋ねてくる。

「くまゆる、くまきゅう？」

　わたしはくまゆるとくまきゅうに尋ねるふりをして、探知スキルで周囲を確認する。

　いない。どうやら、普通のかまいたちはくまゆるとくまきゅうが倒したみたいだ。

　くまゆるとくまきゅうは、わたしに教えてくれるように「「くぅ～ん」」と鳴く。

「周囲にはいないみたいだよ」

「そうっすか。よかったっす。流石に銀色のかまいたちは面倒っすからね。ユナとくまゆると白クマがいて助かったっす」

「くぅ～ん」

　くまきゅうがシノブに抗議の声をあげ、体をシノブに当てる。

「なんっすか？」

「くまきゅうだけ、名前を呼ばないから怒っているよ」

「それは、すまないっす。えっと、くまきゅうだったすよね？」

「くぅ～ん」

　くまきゅうは名前を呼ばれて嬉しそうにする。

「くまきゅうも可愛かわいい名前っすね」

　名前を褒められて、くまきゅうはさらに嬉しそうにする。

　あまり深く考えずに付けた名前だったけど、気に入ってくれているようで、わたしも嬉しい。

　それからわたしたちは倒したかまいたちを回収してから森を出た。

　森が少し、大変なことになったけど、大丈夫かな？
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　いきなりくまきゅうを連れて戻ったら、大騒ぎになるかもしれないので、わたしは村に戻る前に、くまきゅうを送還することにする。

「くまきゅう、ごめんね。帰ったら、一緒にいてあげるからね」

「くぅ～ん」

　くまきゅうは少し悲しそうにするが、頭を撫なでてから送還する。

「かわいそうっす。くまきゅう、悲しそうにしていたっす」

「そうだけど、クマが増えたら驚くからね」

「そうっすけど」

　それに説明が面倒くさいし、ほんの少しの間だけだ。

「だから、早く報告して帰るよ」

　早く旅館に戻って、くまきゅうと一緒に温泉に入って、夜も一緒に寝てあげよう。

　わたしたちが村に戻ってくると、数人の男性が待っていた。

「よかった。無事に戻ってきたぞ」

「本当にクマの格好しているぞ」

「クマを連れているぞ」

「このクマの格好をした女の子がかまいたちを倒しに？」

　男性たちの視線が、クマの格好をしているわたしとくまゆるに集まる。

　まあ、どこでも反応は一緒だね。

　わたしの横では「わたしもいるっすよ」とシノブが小さな声で呟つぶやいている。

「それで、嬢ちゃんたち。かまいたちは？」

「倒してきたっすよ」

　わたしの代わりにシノブが答える。わたしたちはそれぞれのアイテム袋から、討伐してきたかまいたちを取り出す。

　かまいたちを見た男性たちは、驚いたようにわたしたちを見る。

　シノブもそうだけど、わたしみたいな女の子に倒せるとは思っていなかったのかもしれない。

「本当にかまいたちが討伐されている」

「これで、安心して暮らせる」

「嬢ちゃんたちは凄すごいな」

「だから、かまいたちを倒すところは見たから、大丈夫だと言っただろう」

　イツキさんが少し自慢げに他の男性たちに対して言う。

「なに言ってやがる。お前だって、昨日、変なクマの格好をした女の子に頼んでしまった、とか言っていただろう」

「そうだが、そのあとに冒険者ギルドから、別の冒険者を紹介されたから、大丈夫だって言っただろう」

「でも、それだって女の子を１人だけ紹介されて、不安そうにしていただろう」

　やっぱり、女性の冒険者は不安になるのかな？

　その前に年齢のせいもあるかも。わたしもシノブも他の冒険者に比べると若い。もう少し年が上だったら違ったのかもしれない。

　男性の１人がかまいたちを見ていると、表情を変える。

「これは銀色のかまいたち？」

「本当だ。３匹もいるぞ」

　男性たちは驚いたように銀色のかまいたちを見る。

「倒すのに苦労したっすよ。動きは速いし、服は切られるし」

　シノブは切れた服の部分を見せる。切れている服の箇所は腕の部分やお腹の場所だった。流石にお腹の部分は隠している。さっき見たとき、わたしのお腹と違って、引き締まっていた。

　自分も運動したほうがいいかなと、いつも思うけど、面倒でやらないのがわたしだ。

「怪我は!?」

　イツキさんが心配そうに尋ねる。

「大丈夫っす。服だけっすよ。追加料金が欲しいなんて思ってないっすよ」

　いや、それは要求してるも同然だよね。

　シノブは切られた服と男性たちを見る。

「……追加の依頼料を払わさせていただきます」

　イツキさんの言葉にシノブは嬉しそうにする。

　まあ、冒険者なら、それが普通なのかな？

　予定より強力な魔物を倒したなら、それに見合う追加報酬があってもおかしくない。

「でも、これで牛や動物たちが襲われることはないんだな」

　村人たちは嬉しそうにしている。

　でも、わたしは言わないといけない。

「喜んでいるところ悪いけど。倒したのは村の周囲にいるかまいたちだけだよ。まだ森の奥から来るかもしれないよ」

　ゲームみたいに現れた魔物を討伐して終了ってわけにはいかない。まだ、森の中に残っている可能性があるし、残りのかまいたちが村を襲うかもしれない。

　でも、それをシノブが否定する。

「それは経験上ないっすよ。かまいたちは群れで動くっす。これだけの群れがまとまっていたっすから、全部倒したと思って問題ないっす。それに周囲はくまゆるが確認してくれたっすよね？」

　シノブが確認するようにわたしとくまゆるを見る。

「うん、あの辺りには１匹もいないよ」

　わたしがくまゆるの代わりに答える。

「くまゆるが保証してくれるなら、なおさら大丈夫ってことっす」

　どうやら、わたしたちが帰ったあとのことは心配しないでいいみたいだ。

「あと、それで銀色のかまいたちと戦ったせいで、森の中の木が倒れちゃったんだけど」

　わたしは後で文句を言われても困るので、数本の木を倒してしまったことを伝える。

「それなら、村で使わせてもらうから大丈夫だ」

　木材にはいろいろな使い道があるから、倒してしまった木は無駄にはならないようでよかった。

「それで、魔物と戦って疲れているだろう。部屋も用意したから、休んでいってくれ」

「そうっすか？　それじゃ、ありがたく休ませてもらうっす」

　シノブはイツキさんの厚意を受け取る。

「それじゃ、わたしは先に帰るね」

「えっ、休んでいかないっすか？」

　わたしの言動にシノブは驚いた表情をする。

「疲れていないしね」

　それに休むなら、温泉付きの旅館のほうがいい。畳の上でくまゆるとくまきゅうと一緒にゴロゴロしたい。

「そんなことを言わず、昼食も用意しますので」

「この村の牛の肉は美味しいっすよ」

　もしかして、和の国だから、和牛!?

　わたしの心が揺れる。

　クリモニアでも牛の肉は食べられる。でも、美味しい肉と言われると、食べたくなるのが人情だ。

　食べたいけど、牛を見たあとに食べるのは……と、思ったけど、今更だ。

　ウルフの肉も食べたし、孤児院で育てている鳥も食べているし、フィナが肉を捌さばくところだって見ている。昔のわたしなら、断ったかもしれないけど、異世界に来て、心も強くなったみたいだ。まあ、未だに解体はできないけど。

　いろいろと考えた結果、ご馳走になることにした。




　わたしたちは一軒の家に案内される。

　シノブが先頭を歩き、わたし、くまゆると続く。

　家の入り口にやってくると、案内してくれた男性が少し言い難にくそうに口を開く。

「あのう、そのクマは……」

「くぅ～ん？」

　どっちのクマかと思ったら、くまゆるのことを見ている。

　くまゆるが「なに？」って感じで首を少し傾ける。

「できれば、外にいてほしいんだが」

　動物だし、クマだし、しかたないけど、くまゆるが悲しい表情でわたしを見る。

「ダメなの？」

　男性に尋ねる。

「大きいので」

　外に待ってもらうか、くまきゅうと同じように送還させるべきか。それとも、やっぱり断って帰るべきか。わたしが悩んでいると横にいるシノブが口を開く。

「そのクマもかまいたちを倒すのに貢献したっすよ。かまいたちを逃さずに全て倒すことができたのも、銀色のかまいたちを倒したのも、くまゆるのおかげっす。なのに、くまゆるだけ外にいろって言うっすか？」

　男性はシノブの言葉にくまゆるを見てから、考え、唸うなって、「わかった。そのクマも一緒で」と口を開いた。

「くまゆる、よかったっすね。一緒に肉を食べるっす」

　シノブはくまゆるの頭を撫でる。

「くぅ～ん」

　くまゆるは嬉しそうにする。

　くまゆるがシノブになつき始めている。

　もしかして、忍術？　クノイチは色仕掛けで情報を引き出すって聞いたことがある。

　くまゆるから情報を引き出そうとしている？　なんて、バカなことを考えたけど、くまゆるの言葉が分かるわけがない。普通にくまゆるのことが気に入っているだけみたいだ。くまゆるを撫でる表情が幸せそうになっている。

　わたしはくまゆると一緒に家の中に入る。

「それじゃ、少し待っててくれ」

　男性は部屋から出ていく。

「楽しみっす」

「くぅ～ん」

　くまゆるも嬉しそうにしている。

　わたしはシノブと二人っきりになったので、尋ねたかったことを聞くことにする。

「それで、シノブはなんで、今回の依頼についてきたの？」

「それは、ユナだけじゃ断られるかと思ったからっすよ」

「別にわたしが断られても、シノブには関係はないでしょう？」

　それが仕事ってものだ。そして、わたしの代わりに誰かが仕事を引き受ける。

　わたしだって、そのぐらいのことは分かる。

　元の世界で社会経験がなくても、この世界では経験している。

「……それは」

「それは？」

「か、可愛かわいいクマさんが困っていたからっすよ。可愛い女の子が困っているのに声をかけない女の子は、いないっすよ」

　シノブは誤魔化すように微笑みながら言う。

「それは男のセリフでしょう」

　もっとも、今までに男から声をかけられたことなんてないけど。

「いやいや、女の子だって可愛い女の子には声をかけるっすよ」

　わたしは疑いの目でシノブを見る。

「そんな目で見ないでほしいっす。ああ、肉が来たっすよ。食べましょう」

　シノブが誤魔化すようにドアを見ると、部屋に男性が木炭と肉を持って戻ってきた。

「お待たせしました」

　男性は炭に火を点ける。もう少し、シノブに尋ねたかったが、タイミングが悪いので諦める。

　そして、いい感じに炭火の温度が上がってくると、網の上に肉をのせる。

　肉がジュジュッと音を立てて、焼けていく。

　美味しそうだ。

　醤油のようなタレがあり、それを付けて食べると、もの凄く美味しい。

　お土産に買って帰ろうかな。

　たくさん買って、クマボックスに入れておくのもいいかもしれない。そうしたら、いつでも和牛を食べることができる。

「くぅ～ん」

　くまゆるが食べたそうに見ている。

　わたしは焼いた肉をくまゆるの口の中に入れてあげる。

　子熊でないから、口が大きい。でも、くまゆるは美味しそうに食べる。

「くまゆる、わたしの肉も食べるっすか？」

　シノブが自分の焼いた肉をくまゆるの口に入れてあげる。

「大きな肉が欲しいっすね」

　シノブがそう言うと、男性はくまゆる用に大きな肉を持ってきてくれた。

　これで、かなりの金額になりそうだったので、わたしは依頼の追加料金の件は断る。すると、シノブも一緒に断った。

「かまいたちを売るから大丈夫っす」

　だそうだ。

　そして、わたしは一人だけ食べられなかったくまきゅうのために肉を購入する。

　あとで召喚したら、いじけるくまきゅうが容易に想像できてしまった。だから、ご機嫌を取る材料は少しでも多いほうがいい。

　ちなみに村の人はお礼として、くれると言ったが、丁重に断った。
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　食事をいただいたわたしたちはお礼を言って、帰ることにする。村から出るときには、かなりの人が見送ってくれた。

　わたしは街に向けて、くまゆるを走らせる。その横をシノブが乗ったハヤテマルが走る。

「ユナ、街に戻ったら、相談があるっす」

「相談？」

「わたしの話を聞いてほしいっす」

「もしかして、今回の依頼についてきたことに関係があるの？」

「まあ、あるっす」

　さっきは誤魔化したくせに、どういうことかな。

　それとも、あそこじゃ話せないことだったとか？

「面倒ごとなら、お断りなんだけど」

　今のわたしは観光で来ている。面倒なことはお断りだ。

「うぅ、そんなことを言わないでほしいっす」

「つまり、面倒ごとってこと？」

「……面倒ごとっす」

　シノブは素直に答える。

「なら、余計に聞きたくないんだけど」

「そんなことを言わずに聞いてくださいっすよ。お願いっすよ」

「それじゃ、わたしに隠していることも全部話してくれるなら、話だけなら聞いてあげるよ」

　シノブがわたしに付きまとう理由が知りたい。

　シノブが今回の依頼を引き受けた理由が分からない。わたしと一緒じゃないと意味がないようなことも言っていた。シノブの行動と言葉の真意がいまいち分からない。

　モヤモヤしたままにするのもイヤだ。

　もし、話を聞いて面倒ごとなら、聞かなかったことにすればいい。

「分かったっす。街に戻ったら話すっす」




　わたしとシノブは街に戻ると、依頼を終えたことを報告するために冒険者ギルドに向かう。

「戻ったっす」

　シノブは家に帰ってきたようなノリで、冒険者ギルドの中に入る。シノブがそんな声をかけて中に入るから、視線を集める。だけど、シノブは気にした様子もなく、受付に向かう。

「依頼、終わったっすよ」

　シノブは依頼書とギルドカードを出し、わたしもギルドカードを一緒に出す。

　受付嬢は依頼書を確認する。依頼書には依頼を達成したことを証明するイツキさんのサインがある。

「お疲れさまでした。それで、かまいたちはどうなさいますか？　買い取りますか？」

「お願いするっす。かまいたちのせいで服が切れたっす」

　シノブは切れたところを受付嬢に見せる。

「あら、シノブさんが珍しいですね」

「それが、銀色のかまいたちがいたっすよ。それも３匹も」

「そうなんですか？　それじゃ、シノブさんが」

「わたしは１匹っす。それでユナが２匹っす」

「ユナさんというと……」

　受付嬢はわたしに視線を向ける。

「本当ですか？」

　信じられないようにわたしを見ている。

「本当っす。それに、かまいたちのほとんどをユナが一人で倒したっすよ」

　まあ、実際はくまゆるとくまきゅうが倒してくれたんだけど。

「ユナはかまいたちはどうするっすか？」

　どうしようかな。買い取ってもらったほうがいいのかな？

　それとも、フィナに頼む？

　もう、解体の仕事はしなくても大丈夫だけど、ミスリルナイフも買ってあげたし、わたしは決める。

　フィナに頼むことにする。もし、できないようだったら、ゲンツさんに頼めばいい。

「わたしはいいや。自分で持ってるよ」

「傷むっすよ」

「わたしのアイテム袋は特別だから、大丈夫だよ」

　そう言って、クマさんパペットをパクパクさせる。

「それでは依頼料はお渡ししますので、２人でお分けになってください」

　そう言って、受付嬢はお金をテーブルの上に置く。すると、シノブは１割ほどのお金を摑つかむ。

「わたしの取り分はこれぐらいっすね」

「半分でいいよ」

「それはできないっすよ。わたしが倒したのは少しだけっすから。だから、残りはユナの取り分っす」

「いいの？」

　確かに倒した数ではそうだけど、シノブからはかまいたちの情報を聞いている。情報にもお金の価値は十分にある。

「正当な配分っす。悩む必要はないっすよ。その代わりにユナには話を聞いてもらうっす」

「もしかして、お金を渡して、断れないようにするつもり？」

　ただより高いものはないって言うし。

「そんなセコい真似はしないっすよ」

　わたしは悩んだ結果、受け取ることにした。いざとなれば、突き返せばいい。

「それじゃ、ありがたくもらっておくよ」

　わたしはクマボックスの中にお金をしまう。

　ギルドカードも返してもらい、依頼の報告も終わったので、あとは旅館に帰って、のんびりしたかったけど、シノブの話を聞かないといけない。

「それで、話はどこで聞く？」

「誰にも聞かれたくないっすから、ユナが泊まっている部屋でいいっすか？」

「いいけど」

　シノブの話は旅館のわたしの部屋で聞くことになった。




　そんなわけでわたしたちは旅館に戻ってくる。

「ユナ様、シノブ様、お帰りなさいませ」

　コノハが出迎えてくれる。

「ただいま。時間になったら夕食をお願いね」

「あと、わたしも泊まるっすから、部屋をお願いするっす」

「はい、ありがとうございます」

　シノブが宿泊の手続きを終え、わたしたちはわたしが泊まっている部屋に移動する。

「いい部屋っすね」

　シノブはキョロキョロと部屋を見渡す。

　わたしは部屋にある座布団に座る。

「それで、話ってなに？」

　シノブもテーブルを挟んだ反対側の座布団に座る。

「実はこの男を捜しているっす」

　シノブは懐ふところから、何かを取り出す。取り出したのは１枚の紙だった。四つ折りになっていた紙を広げると、人相の悪い男の似顔絵が描かれていた。目付きは悪く、左目には眼帯をしている。

　まるで指名手配書みたいだ。

「この悪人面を絵に描いたような男は？」

　絶対に関わりを持ちたくないタイプだ。

「わたしの親の仇かたきっす」

「……」

　沈黙が流れる。

　いきなり、ヘビーな言葉が出てきた。

　聞いたことを後悔し始めた。漫画や小説では、復ふく讐しゅうの物語はハッピーエンドで終わることが少ない。ほとんどが、自分も不幸になることが多い。

「もしかして、くまゆるに人捜しを頼むつもり？　それならできないよ」

　くまゆるができるのは、あくまで探知スキルと同じことだ。あと、わたしやフィナなどの知っている人物のことは分かるっぽい。だから、こんな会ったこともない人物を捜すことはできない。

「いや、違うっす。もちろん、捜すことができれば助かるんすが。この街にいるみたいなんすよ」

　街といっても広い。人一人を捜すのは簡単なことじゃない。

「それじゃ、わたしに頼みたいことってなに？」

「ユナはわたしより強いっすよね？」

「シノブのほうが強いかもよ」

「そんなことはないっすよ。ユナのほうが強いっす」

　もしかして、わたしの強さを確認するために、わたしについてきた？

　でも、初めて会った時点では、わたしが強いなんて思わないよね。変な格好をした女の子ぐらいにしか思わないはずだ。

　言っていることと、やっていることの順番がちぐはぐな気がする。

「それじゃ、わたしにその男を倒してほしいってこと？」

「もしものときはお願いするっす」

「もしものときって？」

　てっきり、仇討ちを手伝ってほしいって言うのかと思ったけど、違うらしい。

「この男はわたしが捕らえるっす。ユナは、もしわたしが倒れたときにお願いしたいっす。だから、わたしが倒れるときまで、見守ってほしいっす。もちろん、ただでとは言わないっす。お金は払うっす」

　シノブはそういうと、アイテム袋から巾着袋を出す。その巾着袋を開けると、お金が入っていた。

　かなりの金額だ。たぶん、小さな家ぐらいなら買える。

「全財産っす。もし、わたしが死んだら、代わりにその男を捕らえてほしいっす」

　真剣な表情でわたしのことを見る。

「死んだら、お金なんて持っていてもしかたないっすからね。だから、ユナにあげるっす。ああ、でも、わたしが男を捕らえたら、お金は返してほしいっす」

　シノブが笑みを浮かべながら、そんなことを言う。

「お金を持って逃げるかもよ」

「この２日間、ユナのことを見てきたっす。そんなことはしないと思ったから、話したっす。ユナは困っているイツキさんに声をかけたっす」

　あれはかまいたちを見たかっただけだ。

「牛が襲われたとき、誰よりも早く動いたっす」

　討伐に来たのだから、動くのは当たり前だ。

「村の人が困っているから、危険がある森の中に入ってまで、かまいたちを討伐に向かったっす」

　時間をかけるのが面倒だったからだ。

「銀色のかまいたちを倒したのに、自慢することも、依頼料の値上げの交渉もしなかったっす」

　それはシノブが交渉っていうか、それっぽいことを言ったよね。

「しかも、食事をごちそうになったからと、追加の依頼料を断ったっす」

　あれはくまゆるが肉を食べ過ぎたから、断っただけだ。

「もしかして、だから今回の依頼料も貰わなかったの？」

「あれは正当な配分っすよ」

「でも、どうしてわたしなの？　他にも強い冒険者はいるでしょう？　それを、会ったばかりのわたしに頼むのはおかしくない？」

　普通に考えれば、クマの着ぐるみなんかを着たわたしに頼むとは思えない。

「女の勘っす。初めて見たときに気になって、目が離せなかったっす」

　それって、わたしのクマの格好が気になって、目が離せなかっただけじゃ。

「それで、今回の依頼でユナの実力を知って、お願いしようと思ったっす」

　う～ん、噓うそは吐ついていないと思うけど、真意は隠されているように感じる。

　胡う散さん臭くさい感じ？

「その男はそんなに強いの？」

　シノブはランクＣの冒険者だ。冒険者ギルドからも信頼されていた。戦っているところも見たけど、名ばかりのランクではない。それにわたしが苦労した銀色のかまいたちも討伐している。

「強いっす。たぶん、ギリギリの戦いになるっす。負けるつもりはないっすけど、絶対に勝てるとは言えないっす。だから、もしものときはユナにお願いしたいっす」

　シノブは頭を下げる。

　話を聞かなければよかったとは思わないけど、微妙な話だ。

「確認だけど、殺すんじゃなくて、捕らえるんだよね？」

「本当は殺したいっす。でも、他にも罪を犯しているみたいっす。わたしみたいな人がいるかもしれないから、捕まえて罪を吐かせたいっす」

　相手が強ければ強いほど、捕らえるのは難しい。実力差が近いほど、難しい。一歩間違えれば、自分が死ぬかもしれない。

　……だから、シノブはもしものときはわたしに頼むと言っている。

「それなら、それなりの場所に言って、捕まえてもらえばいいんじゃない？」

　よく分からないけど、警察やお役所みたいな場所？

「証拠がないっす。だから、言っても無駄っす」

　人に怪我を負わせたことはあるけど、殺したことはない。だから、殺してほしいという話なら悩むことなく断った。

「はぁ」

　ため息しか出ない。

　シノブとは何だかんだで、一緒に依頼を受け、一緒に魔物と戦い、同じ釜の飯を食った仲だ。

　もし、わたしが断ったことで、知らないところでシノブに死なれでもしたら、最悪の気分になるのは想像ができる。

　もし、わたしがいれば、死ななかったかもと後悔すると思う。

　うぬぼれかもしれないけど、わたしには神様から貰ったクマ装備がある。

　わたしは再度、ため息を吐く。

「分かったよ。引き受けるよ。でも、条件が一つあるよ」

「なんすか？　もしかして、体の要求っすか。ユナになら……」

　シノブは肩から服を脱ごうとする。

「違うよ。そんなものはいらない」

「酷いっす。わたしの体をそんなものって」

　シノブはしくしくと泣きまねをする。

　死ぬかもしれないって言っているわりには余裕があるね。

　もしかすると、シノブは暗くなったこの場の雰囲気を壊したかったのかもしれない。

「もし、シノブが危険と思ったら手を出すよ」

「つまり、仇討ちの邪魔をするってことっすか？」

　シノブが少し怒った表情をする。

「違うよ。シノブがやられそうになった時点で、シノブは負けたと同義。だから、そのときになったら手を出す。シノブが死んだあとなんて、約束はしない」

　ここだけは譲れない。わたしの前で死んだり、大怪我でもしたら、トラウマものだ。

「そんな真剣な目で見られたら、断れないっすね。その辺りの判断はユナに任せるっす」

　わたしはシノブの依頼を受けることにした。
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「それで、この男の名前は？」

「頰に、十字傷があるっよね」

　似顔絵を見ると、右頰に十字の傷がある。

「こんなふうにハンドサインで10は指でクロスするっす。だから、ジュウベイって呼んでいるっす」

　シノブが指をクロスさせて見せる。

　ハンドサインって、遠くのいる人に知らせる合図だよね。ますます、忍者っぽい。

　でも、十字傷だからジュウベイか。眼帯をしているからジュウベイじゃなくてよかった。

　まあ、そんな理由で付けられていたら、それはそれで困るけど。

「それで、この男を見つける方法はあるの？　長い間は付き合えないよ」

　シノブに付き合うとは言ったけど、長期間はさすがに無理だ。わたしにだって都合がある。和の国の散策もしたい。他の場所にも行きたい。それにいつかはクリモニアに帰らないといけない。

「一応、それらしき人物が最近見かけられた場所はわかっているっすから、その辺りを捜そうと思っているっす。だから、ユナには３日間だけ付き合ってほしいっす。それで見つからなかったら、今回は諦めるっす」

　できれば、その３日以内に決着をつけたいところだ。次に和の国に来たときに、シノブが死んでいたなんてことにはなってほしくない。

「ああ、そのときはお金は返してくださいっすね」

　お金は返すつもりだけど、そう言われると、人って返したくなくなるよね。まあ、付きまとわれても困るから、ちゃんと返すけど。

「でも、３日分の付き合い料はもらうよ」

　そのぐらいはもらってもいいはずだ。

　シノブとお金の話をしていると、ドアがノックされ、部屋の中にコノハが入ってくる。どうやら、夕食を運んできてくれたようだ。

　でも、もうそんな時間なんだ。結構話し込んでいたみたいだ。

　シノブはテーブルの上にある似顔絵の描かれた紙を折りたたむと、胸の中にしまう。

　何もなくなったテーブルにコノハが料理を並べていく。

　その様子を見ていると、おかしいことに気づく。

「どうして、２人分あるの？」

　テーブルには二人分の料理が並べられている。

「それはユナと一緒に食事をするためっすよ」

「わたし、聞いてないよ」

「だって、話がいつ終わるか分からなかったっすから、お願いしたっす」

　それはそうだけど。

　一言ぐらい、あってもいいと思うんだけど。

「まさか、部屋も一緒とか言わないよね」

「もしかして、一緒がいいっすか？　残念っすが、部屋は別々っす。本当は同じ布団で寝たかったっす」

　依頼は受けると言ったが、怪しい忍者と一緒の部屋では眠れない。

「もし、一緒とか言い出したら、追い出していたよ」

「それはそれで、寂しいっす」

　そんな会話をする中、コノハは料理を並べていく。

　その並べられる料理がおかしい。

　シノブもそのことに気づいたみたいだ。

「なにか、差がないっすか？」

　そう、わたしの前に並んでいる料理とシノブの前に並んでいる料理では、あきらかに差がある。わたしの前に並んでいる料理は豪華だ。カニやらエビ、高級料理って感じだ。でも、シノブの前に並ぶのは焼き魚、野菜の煮付け、といった一般的な料理だ。

「ユナさんがお泊まりになっているこのお部屋は、普通のお部屋より料金がお高くなっています。そのため料理も特別になっています」

　シノブの疑問にコノハが答える。

　なるほど、それで料理も豪華だったんだね。多少高くても、良い部屋に泊まってよかった。部屋に温泉もあるし、離れにあるから静かだし、料理も美味しい。

　そして、部屋の話で思い出す。

「ああ、そうだ。もうしばらく、この部屋に泊まりたいんだけど、大丈夫？」

　シノブに付き合うことになったので、しばらくこの街にいることになった。でも、宿代は３日分しか支払っていない。

　もし、この部屋を予約している人がいたら、出ていかないとダメだ。

　でも、わたしの言葉にコノハは嬉しそうにする。

「はい、大丈夫です。それで、どれほどお泊まりになられますか？」

　泊まれるみたいで、よかった。

「それじゃ、３日延長でお願い」

「ユナはお金持ちっすね。こんな広い部屋に泊まるなんて」

「さっき、臨時収入があったからね」

　わたしはお金が入った巾着袋を見せる。

「それは、わたしのお金っすよ」

　まあ、返すつもりだけど。今はわたしのところにある。

「そういえばシノブの宿代は？」

「大丈夫っす。すでに支払い済みっす」

　シノブのお金はわたしが持っている。流石に全てを渡したとは思っていないけど、旅館代は支払い済みだったみたいだ。

　そして、追加の宿泊代を払い、わたしたちは格差がある料理を食べる。

　シノブが食べたそうにしたが、分けてあげることはしない。

「それで、そのジュウベイって男は、どのくらい強いの？」

　わたしはシノブの視線はスルーし、カニを食べながら尋ねる。

　やっぱり、カニは美味しいね。この炊き込みご飯も美味しい。天ぷらも美味しい。

「うぅ、そうっすね。剣術に関しては一流っす」

　シノブは焼き魚を食べながら話し始める。

　まあ、似顔絵のあの風ふう貌ぼうからして、そんな感じだよね。

　まさに武士って感じだ。

「そして、魔法を使うっす」

「魔法？」

「剣先から、風の刃を飛ばすっす。かまいたちより、危険っす」

　魔法の話が出て、一気に時代劇からファンタジーになった。

　まあ、魔法がある世界だから、しかたないけど。武士や侍が魔法って、違和感があるね。

　でも、この世界の住民もクマの着ぐるみを着ているわたしにだけは言われたくないだろうね。

「それにしてもその男についてやけに詳しいけど、戦ったことがあるの？」

「父と戦うところを見たことがあるっす」

「そうなんだ……」

　それって、父親が殺されるところを見たってこと？

　そんなことを言われると、話がこれ以上聞きにくくなる。

「でも、魔法を使ってくるのは厄介だね」

「接近戦に持ち込んで使わせないっす」

　それから、シノブが知っている男の話を聞き、食事を終える。

「全部食べたっす。結局、ユナは分けてくれなかったっす」

「だって、わたしのだもん」

　美味しかった。今度はフィナも連れてきてあげたいね。食事と温泉だけでも泊まる価値がある。

「それじゃ、わたしは戻るっすね」

　てっきり、「温泉も入るっす」とか言い出すかと思っていた。

「本当はユナと一緒に温泉に入りたかったっすけど、今日は休むっすよ」

　シノブは素直に部屋から出ていく。

　そして、シノブと入れ替わりに、コノハが食器を片付けにきて、布団を敷いてくれる。

　誰もいなくなった部屋で、わたしは子熊化したくまゆるとくまきゅうを召喚する。

　早くくまきゅうのご機嫌を早く取らないと、いじけてしまう。

　だけど……遅かった。

　くまきゅうが背中を向けている。その背中から哀愁が漂っている。

　これは非常にマズイ。完全にくまきゅうがいじけている。

「くまきゅう？　くまきゅうちゃん？」

「くぅ～ん」

　後ろを向いたまま鳴く。

　うわぁぁぁ、これは完全にマズイ状況だ。
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「くまきゅう、ごめんね。別にないがしろにしたわけじゃないからね」

　わたしは後ろからくまきゅうを抱きかかえる。

　今日はくまゆるメインで召喚してしまった。さらにかまいたちが襲われていた村ではくまきゅう以外全員で肉を食べた。でも、くまきゅうのために肉は買ってきてある。

「ああ、でも肉はあるけど、部屋で焼いていいのかな？　ダメだよね」

　わたしの言葉でさらにくまきゅうは悲しそうに鳴く。

　一応、旅館だ。勝手に炭火で焼くわけにはいかない。

　うわああぁ、どうする、わたし。考えろ、わたし。

「お風呂に一緒に入ってあげるから、一緒に寝てあげるからね？」

　それでも、くまきゅうはこっちを向いてくれない。

「そんなにお肉が食べたかったの？」

　くまきゅうが首を小さく振る。

　それじゃ、どうして？

　わたしが悩んでいると、くまゆるがくまきゅうの前にやって来て、「くぅ～ん」「くぅん」「くぅ～ん」「くぅん」と会話っぽいことを始める。

　そして、会話が終わると、くまゆるは歩きだし、部屋の隅っこで丸くなる。

　えっと、どういうこと？

　わたしが分からずにいると、くまきゅうがこっちを向いてくれる。そして、甘えるように擦すり寄ってくる。

　もしかして、くまゆるがくまきゅうに譲った？

「くまゆる？」

　部屋の隅っこにいるくまゆるに声をかけるが反応がない。どうやら、間違いないみたいだ。

　自分はいいから、くまきゅうと一緒にいてほしいって意味みたいだ。

　そのくまゆるの好意に甘えることにする。

「それじゃ、くまきゅう。２人でお風呂に入ろうか？」

「くぅ～ん」

　くまきゅうは嬉しそうに鳴く。

　これはくまゆるに感謝しないといけないね。

　わたしはくまきゅうを連れてお風呂に入り、お昼に食べた肉をくまきゅうと一緒に食べるため、クマの転移門を部屋に設置する。部屋で食べることができないなら、他の場所で食べればいい。

「くまきゅう。それじゃ、２人で肉を食べようか？」

　夕食を食べたばかりだけど、これもくまきゅうのためだ。

　タールグイの島に向けて、扉を開けるとくまきゅうがくまゆるのほうに向かって「くぅ～ん」と鳴く。すると、ジッとして丸くなっていたくまゆるが動く。

「くぅ～ん」

「くぅ～ん」

　そして、また謎の会話が始まると、くまゆるとくまきゅうが一緒に歩きだし、クマの転移門のところにやってくる。

　どうやら、今度はくまきゅうがくまゆるを誘ったみたいだ。

　本当に仲がいい２人だ。

　そして、タールグイのクマハウスに移動したわたしは、夕食を食べたあとだけど、くまきゅうとくまゆると一緒に村で購入した肉を焼いて食べた。

　だって、くまきゅうが一緒に食べたそうにするんだもん。

　でも、一緒に食べることで、くまきゅうのご機嫌は直ったが、その代わりにわたしのお腹が犠牲になった。わたしはぽってりと膨らんだお腹をさする。

　もう、食べられない。




　そして、お腹いっぱいになったわたしは旅館に戻ってくると、そのまま布団の上に倒れる。

「もう、動けない」

　そして、くまきゅうを抱きながら、眠りについた。
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　翌朝、優しくくまきゅうに起こされる。くまきゅうの機嫌も完全に直ったようだ。

　よかった、よかった。

　ちなみに今回はくまきゅうに気を使ったのか、くまゆるはわたしの足元で丸くなっていた。

　そんなくまゆるにもお礼を言って、撫なでてあげる。くまきゅうの機嫌が直ったのもくまゆるのおかげだ。

「くまゆる、ありがとうね」

「くぅ～ん」

　ちなみに、わたしのぷっくりと膨らんだお腹は無事に元に戻っていた。




　そして、朝食を食べたわたしは、眼帯をして頰ほおに傷がある男を捜すため、シノブと街を歩いている。

「見られているっすね」

「そうだね」

「指をさされているっすね」

「そうだね」

「なにか、囁ささやかれているっすね」

「そうだね」

「クマって聞こえるっすね」

「そうだね」

　昨日は早朝で、まだ人も少ない時間帯に出発したので、これほど注目は浴びなかった。

　でも、今日は頰に傷があるジュウベイという男を捜すので、人通りが多い時間を歩いている。

　わたしは周りを無視するように歩いているが、シノブは気になるらしい。

　まあ、忍者は目立たずに行動するのが仕事だから、気になるのかな？

「こんなに見られると、恥ずかしいっす。ユナは着替えないっすか？」

「着替えないよ。わたしの一張羅に文句があるの？」

　少し強い口調で尋ねる。

　このクマの着ぐるみは、わたしの普段着であり、一張羅でもある。

「いや、ないっすけど。恥ずかしくないのかと思って」

　恥ずかしいに決まっている。でも、脱ぐことができないのだから、しかたない。まして、これから犯罪者を捕らえに行くんだ。クマ装備を脱ぐわけにはいかない。

「一緒にいるのが嫌なら、今回の話はなかったことにする？」

「……我慢するっす」

　シノブは諦めて、歩きだす。

　人は諦めが肝心だからね。

　わたしたちは視線を集めながら、シノブの情報をもとに、男を捜す。

「う～ん、簡単には見つからないね」

「そんなに簡単に見つかったら、苦労はしないっすよ」

　まあ、それはそうだ。

　簡単に見つかれば、わたしもこんなに視線を集めることはなかった。

「そろそろ、お腹が空いたっすね。ユナは何か食べたいものはあるっすか？　わたしのお金から出していいっすから、ご馳走するっすよ」

「いいの？」

「それぐらい、いいっすよ」

「それじゃ、ご馳走になるかな」

　シノブの言葉に甘えさせてもらって、気になった店に向かう。

「ここは？」

　お店の前から、美味しそうな匂いが漂ってくる。

「うなぎっすか？」

　そう、男を捜しているときに見つけたのだ。うなぎだ。うな重だ。これから戦うかもしれないんだから、栄養をつけるのは大事だからね。

「ここは高いっすよ」

　シノブがいかにも入りたくなさそうにする。

　確かにお店の外観が高級感を出していて、高そうだ。

　でも、今のわたしはうなぎって気分だ。お店に入らない選択肢は存在しない。

「お金なら問題はないよ」

　わたしはお金が入った巾着袋を見せる。シノブのお金だ。

「ユナは鬼畜っす」

　そんなわけで、お金のことは気にしないでいいので、店の中に入る。

「いらっしゃいま……クマ？」

　女性店員がわたしを見て、固まる。

　いつもどおりの反応だ。わたしは、そんな女性店員に話しかける。

「２人だけど」

「あっ、はい。２名様ですね。こちらの席にどうぞ」

　女性店員は不思議なものを見るかのように、チラチラとわたしを見る。

　もちろん、そんな視線は無視だ。

　それにしても、いい匂いが漂ってくる。

　早く食べたいね。

　わたしたちは席に案内され、メニューを見る。

「ユナはどれにするっすか？」

　気になったのがあった。

　黄金の特上うな重。

　しかも、値段が一番高い。

「黄金の特上うな重」

　奢おごりなら、一番高いものを注文するのは基本だよね。

「黄金の特上うな重っすか？　もう少し、安いのがあるっすよ」

　シノブは普通のうな重を指さす。

「黄金の特上うな重」

　でも、わたしは同じ言葉を繰り返す。

「うぅ、それじゃ、黄金の特上うな重と、この普通のうな重をくださいっす」

　シノブが店員さんにお願いする。

　店員さんは微妙な表情で「かしこまりました」と言って、注文を受け付ける。

「でも、黄金の特上うな重ってなに？」

「知らないで注文したっすか？　普通のうなぎと違って、光に反射すると金色に見えることで黄金のうなぎって言われているっす。味も、普通のうなぎと違って、脂がのっていて、美味しいっす」

　そんなに美味しいなら、余計に食べないとダメだね。

「でも、数も少ないので、値段が高いっす」

「お金の心配なら大丈夫だよ」

　わたしはシノブから預かったお金が入った巾着袋を出す。

「それは、わたしのお金っす」

「このお金で、お昼食べていいんでしょう？」

「言ったっすが、常識を守ってほしいっす」

　そんなものは存在しない。食べたいものを食べるのがわたしのモットーだ。




　そして、しばらく待つと、黄金の特上うな重がやってくる。

　おお、美味しそう。

　あきらかに、シノブの前にあるうな重とは違う。

　わたしは箸はしを手にして、うな重を食べ始める。柔らかい。箸でうなぎを切り、ご飯と一緒に口の中に入れる。

「美味しい」

　タレも美味しい。

「それはそうっすよ。黄金の特上のうな重っすよ」

　そう言いながら、シノブもうな重を食べ始める。

「ユナはどっかのお嬢様なんっすか？　高い部屋に泊まっているし、高いものを平気で注文するし」

「普通の冒険者だけど」

「普通の冒険者は、一人であんな高い旅館に泊まったり、黄金の特上うな重を注文したりしないっすよ」

「そうなの？　シノブだって、稼いでいるでしょう。お金は使わないとダメだよ」

「わたしは貯めるのが好きなんすよ」

　お金を貯めることも大切だけど、稼いでいるなら使わないと。全員がお金を貯めたら、経済が回らなくなる。

　まあ、シノブのことよりも、うな重だ。

　それにしても美味しい。このうな重も持って帰れないかな？

　フィナにも食べさせてあげたい。ゼレフさんに持っていってあげるのもいいかもしれない。

「どうか、したっすか？」

「お土産に持って帰れないかなと思って」

「うなぎっすか？」

「美味しいからね。知り合いの子に食べさせてあげたいと思っただけだよ」

　うなぎを持って帰っても捌さばけないし、タレもない。せめて、捌いてあるうなぎがあれば、買っていくのもいいかもしれない。

「うなぎは焼きたてが美味しいっすよ。持って帰っても、美味しくないっすよ」

「そうだね」

　クマボックスなら、その点は大丈夫だ。

　いろいろと落ち着いたら、お持ち帰りができないか、聞いてみよう。




　わたしたちは、うな重を食べ終わる。

　うん、美味しかった。満足、満足。

　そして、代金を支払う。

　もちろん、シノブのお金ではなく、自分のお金でだ。

「わたしが渡したお金は使わないんっすか？」

「もし、シノブが死んだら、使わせてもらうよ」

「ユナ……」

「ああ、でも、シノブが食べたうな重は、シノブのお金から出すからね」

「……了解っす」

　シノブは微妙な顔をするが、フィナやノアたちならともかく、シノブが食べたうな重のお金を、わたしが払う義理はない。




　お腹が膨れたわたしたちは男を捜すため、男が寄りそうな場所を歩く。

　朝から歩いているが、それらしき男は見つからない。

「本当にここの辺りにいるの？」

「見かけたって、情報があるっす」

「その情報は信用できるの？」

「他に情報がないっす」

　それなら、しかたない。逆に、たくさん出没情報があっても困る。結局は限られた情報を頼りに、地道に歩いて、男を捜すしかない。

　わたしは周囲を捜す。でも、あるのはこちらに向けられる、不思議なものを見るかのような視線だけだ。

　そんな視線は無視しながら、周囲を見る。そんなわたしの視線の中で、道端に出ている一つの屋台が目に留まる。

「あっ、あれは？」

　わたしは駆けだす。

「ユナ、どこに行くっすか!?　もしかして、見つけたっすか？」

　シノブが後ろで声をかけるが、わたしは屋台に一直線だ。

「な、なんだ!?　クマ？」

　屋台のおじさんが、いきなり現れたわたしに驚く。

　わたしはそんなおじさんを無視して屋台に並んでいるものを見る。

　屋台には飴あめ細工がたくさん並んでいる。

「なんだ。飴っすか？　ユナも子供っすね」

　シノブが興味なさそうにやってくる。

　でも、テレビで見たことはあるが、実際に見るのは初めてだから興味がある。

　ウサギ、鳥、馬、犬、猫、牛、豚、キツネ、タヌキといった動物から、リンゴ、オレン、イチゴなどの果物。金魚や魚、イカ、タコといったもの。色とりどりのいろいろな花、綺麗な蝶、小さなヒヨコから、大きな鳥などの飴細工がある。どれも、芸術品に見える。

　ただ、動物がたくさんいるけど、クマがいない。クマは人気がないのかな？　まあ、わたしが食べたら共食いになっちゃうけど。でも、個人的にクマがいないのは寂しい。

「なんだ。クマの嬢ちゃん、買うのか？」

　わたしの登場に屋台のおじさんは驚いていたが、飴細工を見ているわたしに声をかけてくる。

「全部ちょうだい」

　孤児院の子供たちに買っていってあげたら、きっと喜んでくれるはずだ。個人的にクマがいないのは残念だったけど。あったら、取り合いになっていたかもしれない。

　最近、わたしの影響なのか、クマ好きな子供が増え始めている。

「……お嬢ちゃん。そんなに高くはないが、お金は持っているのか？　ふざけているなら、どこかに行ってくれ」

　おじさんは少し、眉まゆを上げる。どうやら、全部欲しいと言ったことが、バカにされているように感じられたようだ。

「お金なら、ちゃんと払うよ。こんなに綺麗な飴細工を見たことがないから、お土産に持って帰れば喜ぶと思ったから」

「そうか。すまない。そう言ってもらえると嬉しい。でも本当に、そんなお金があるのか？」

　おじさんは少し不安そうにする。

「あるよ」

「もしかして、わたしのお金っすか!?」

「ちがうよ」

　そんなに心配しなくても、さっきのうな重だって、自分で払ったでしょう。

　本当にわたしにお金を渡すつもりはあるのかな？

　シノブのお金に少しでも手をつけたら、本当にシノブが死んでしまうかもしれない。縁起が悪いので使う気はない。

　だから、欲しいものは自分のお金で買う。

　わたしは計算して、並んでいる飴細工の購入代金を出す。

「これで足りると思うんだけど」

「ああ、確かにあるな。疑ってすまなかった」

　おじさんは素直に謝罪をする。

「でも、どうやって持って帰るんだ？」

「箱があるから、そこにしまってから、アイテム袋に入れるよ」

　わたしはお土産に買った重箱を出して、飴細工をしまっていく。

「これは新しく作らないといけないな」

「おじさん、クマは作らないの？　動物はたくさんあるのに、クマがいないけど」

「なんだ？　嬢ちゃんもクマが欲しいのか？　まあ、嬢ちゃんの格好を見れば、クマが好きなのは分かるが」

「わたしもって？」

「それがな、今日はなぜかクマは人気があって、作るそばから売れていくんだ。さっきもクマが売れた」

　それって、もしかして？

「いままで、こんなにクマが売れたことはなかったんだがな」

　おじさんは不思議そうな顔をする。

「しかも、このクマじゃないって言いだす子供もいたりした。このクマじゃないって言われても、分からなくてな」

「それって、もしかして、ユナのことじゃないっすか？」

　わたしも一瞬そう思った。

　シノブの言葉におじさんはわたしのことをジッと見る。

　今日、街の中を歩き回って、多くの視線を浴びている。

　シノブと会う前も、街の中を歩き待っていた。

　もしかして、子供の「このクマじゃない」言葉はわたしのクマの格好と比べたのかもしれない。

「なるほど。可愛かわいいクマとか言っていたな」

　わたしを見て、可愛いとか言わないでほしい。

　まあ、あくまで、クマの着ぐるみが可愛いのであって、わたしじゃないことぐらいは理解している。

　そこまで、うぬぼれていない。




　おじさんは、飴を熱し始めると、形のない塊を鋏はさみみたいなもので、切ったり、伸ばしたりして、形を作っていく。そして芸術のように、魔法のように、飴が形作られていく。

　やがて完成したのは、クマの着ぐるみの格好をした女の子の飴細工だった。

「おじさん、凄いっす」

　確かに凄いけど、これって、わたしがモデル？
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「ほれ、嬢ちゃん」

　なぜか、おじさんが差し出してくる。

「お礼だ。新商品が完成した」

　もしかして、売るの？

　嫌な想像しかできない。

　それから、リクエストを聞いてくれるってことだったので、普通のクマの飴細工をいくつか作ってもらった。
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　一日、街を歩いたけど、頰ほおに十字の傷がある眼帯の男を見つけることはできなかった。ただ、わたしが通行人に見られるだけだった。

「ユナは人じゃなくて、お店ばかり見ていたっす」

　わたしは途中から見学モードに入ってしまった。

　だって、人捜しより、街の風景を見ていたほうが楽しいんだもん。

「思ったんだけど、わたしがいると目立つから、相手にも気づかれちゃうんじゃない？」

「誰もクマの格好をした女の子が、自分を捜しているとは思わないから大丈夫っすよ」

　まあ、確かにわたしは目立つけど、会ったこともないクマの格好をしている女の子が自分を捜しているとは思わないよね。

「でも、わたしが目立つってことは、一緒にいるシノブも目立つってことだよ」

「それはそれっす」

「それに、この大きな街の中から、人を一人捜すのは、ちょっと無理がない？　誰かに手伝ってもらうことはできないの？」

　一人より、２人。２人より、３人。捜す人数が多ければ、それだけ見つかる可能性も高くなる。

「どこから情報が漏れるか分からないから、あまり大人数で捜したくないっす。もし、捜していることに気づかれて、隠れられたり、街から逃げられでもしたら、また、一から情報集めをしないといけないっす」

　確かにそうだけど、難しいところだ。捜す人が増えれば、見つけられる確率も高くなるけど、それと同時に情報が漏れる可能性も高くなる。どっちがいいかは、判断できない。

　本当に３日以内で見つかればいいけど。そう願うばかりだ。

　日が沈んだら旅館に戻り、美味しい料理を食べ、温泉に入って、くまゆるとくまきゅうを抱いて、眠りについて一日の疲れを取る。




　そして、２日目の捜索が始まる。

　昨日と同じように街を歩く。

「シノブはその男を殺したいとは思わないの？」

　わたしの両親はとんでもなかったので、もし殺されたとしても、相手を殺したいとも、捕まえたいとも思わない。もし殺されるなら、うちの両親が悪い可能性が高い。

「そうっすね。殺したらそれで終わりっすから、捕らえていろいろと自白させたいっす」

「確認だけど、半殺しはいいんだよね？」

「半殺しって、どんな酷いことをするつもりっすか？」

　考えてみる。

「心の底から、恐怖を染み込ませるとか？」

　もう、二度と悪さができないように、心の底に、恐怖を植え付ければ、懲りるはずだ。その前に、悪いことをしていれば、死刑なのかな？

　それ以前に、どうしてシノブの父親は殺されたんだろう？

　無差別な人殺しなら、大事になっていそうだ。

　シノブの父親が悪いことをして、殺された可能性もある。もちろん、殺すのは悪いことだけど、シノブの父親が悪人なら、自業自得だ。

「シノブのお父さんは、どうしてその男に殺されたの？」

「……分からないっす。だから、そのことも捕まえて、聞き出したいっす」

　それじゃ、シノブの父親が悪人の線もある？

　でも、他にも殺しているっていうし。その人たちも悪人って可能性も？

　似顔絵は悪人面だった。それは描いた人の気持ちが入っている可能性もあるし、人を見た目で判断してはいけない。わたしだって、見た目で判断されて何度も困ったことがある。

　考えれば考えるほど、分からない。これは男を見つけても冷静に見極めないといけないね。

　シノブの言葉だけを鵜う呑のみにするわけにはいかない。




　そして、今日も男を見つけられずに、日が沈み始める。

「そろそろ、旅館に戻ろうか？」

　わたしは隣にいるシノブに声をかける。でも、返事はない。シノブのほうを見ると、歩みを止めていた。

「シノブ？」

「いたっす」

　シノブの視線が一点に向けられている。シノブの視線の先を追うと、長身の侍さむらいのような格好をした男性がいる。

　あの男？

　男は団子屋から出てきたところだった。

　男はお店から出ると歩きだす。すぐに方向を変えて歩きだしたので、頰の十字傷は確認できなかった。でも、左目に眼帯をしているのは見えた。

「あとをつけるっす」

「捕まえないの？」

「ここは人通りがあるっす。騒ぎを起こして、被害が出たら大変っすから、できれば人がいない場所に移動するか、泊まっている宿屋とかを突き止めたいっす」

　シノブがそう言うので、男の後をつけることになった。

　個人的には、後ろから魔法を放って終わりにしたいけど、男が無罪でシノブの逆恨みだった場合、わたしたちが犯罪者になってしまう。

　うぅ、面倒くさい。面倒くさいよ。

「ユナ、行くっすよ」

　わたしたちは気づかれないように少し離れ、男の後を追いかける。

「本当に間違いないの？」

「間違いないっす。あの風ふう貌ぼう、見間違えたりしないっす」

　力強く答える。

　男は尾行されていることも知らずに一人で歩く。

　どこに行くのかな。できれば、人通りが少ない場所に行ってほしいものだ。

　前を歩く男には気づかれていないけど、相変わらず、前からすれ違う人たちはわたしのことを見ていく。

　やっぱり、わたしの格好って、尾行に向いてないよね？

　人捜しだけならまだしも、クマの着ぐるみでの尾行は無理がある。

「シノブ、わたし、離れたほうがよくない？」

「距離を取るから大丈夫っす」

　わたしとシノブは男から距離を取り、尾行を続ける。

　男は大通りから、小道に入っていく。徐々に人通りも少なくなる。

「本当に手を貸さないでいいの？」

「自分でやるから、大丈夫っす」

　それなら、わたしは男を見失わないようにし、逃がさないように後をつける。男は後ろを振り返ることはせず、街外れに進んでいく。周囲は木の塀で囲まれている家が多く、古い家が並ぶ。人通りは完全になくなった。

　攻撃するにしても、話しかけるにしても、いいタイミングだ。

「シノブ」

　シノブに話しかけようとしたとき、男が止まった。

「このへんでいいでしょう」

　男がそう言って振り返る。

　沈みかけている夕日の下に、男の顔がわたしの前に現れる。

　左目には眼帯をしていて、頰に傷がある。間違いなく、シノブが持っていた似顔絵の男だ。

「気づいていたっすか？」

　シノブは隠れることもせず、出ていくので、わたしもついていく。

「後ろでクマ、クマ、クマ、って声がずっと聞こえれば、誰だって気づくでしょう」

　どうやら、わたしのせいだったみたいだ。だから、わたしには尾行はできないって言ったのに。

　そうは言うものの、男は実際にわたしの姿は見ていないはずだ。一度も振り向いていない。それなのに、どうして、自分がクマに尾行されたって気づいたんだろう？

　男はわたしのほうを見て、笑みを浮かべる。

「それじゃ、尾行されていることを知って、こんな人ひと気けのないところに来たっすか」

「お互いに騒がれたくないでしょう」

　男にも目立ちたくない理由があるみたいだ。

「それで、どうしてわたしの後をつけていたのでしょうか？」

「わたしのことは忘れたっすか？」

　シノブはそう言った瞬間、腕を振った。それと同時に男は腰にある刀を抜く。「キン」と金属と金属がぶつかり合う音がして、何かが地面に落ちる。

　クナイだ。

　シノブがクナイを放ち、それを男が刀で防いだみたいだ。

　シノブの動きには無駄がなく、速かった。でも、男はそれを防いだ。

　一瞬の攻防だったけど、レベルが高い。

「ああ、あのときに殺した男の娘ですね。つまり、父親の仇かたき討うちってことですか」

「話が早くて助かるっす」

　シノブは懐から、小刀を抜く。

「殺しはしないっす。でも、わたしが勝ったら全てを話してもらうっす」

「それならわたしを見つけたときに、後ろから襲いかかるべきでしたね」

　男は刀を構える。

「そんな卑ひ怯きょうなことはしないっす。実力で倒すっすよ」

「ふふ、面白い。相手になってさしあげましょう。それで、そちらの可愛かわいいクマの格好をしたお嬢さんは見ているだけですか。それとも助けを呼びに行きますか？」

　男は刀の先をわたしに向ける。

　助けを呼びに行けば、攻撃を仕掛けると、剣先が言っているような気がする。

「ユナは約束どおりに手は出さないで、見ててほしいっす。でも、わたしにもしものことがあったら、お願いっす」

　つまり、助けを呼ばずに見てろってことね。

「こっちも約束だよ。やられそうになったら、手を出すよ」

「だから、もしもの場合っす」

　わたしが手を出す前に、シノブが倒される可能性もある。

　もし、力の差があるようだったら、早々に手を出すつもりだ。

　それに男が悪人か善人かは、男とシノブの行動で見極めることにする。

　シノブが走り、男が待ち構える。
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　人通りのない裏道でシノブと眼帯男の戦いが始まった。

　シノブは駆けだすと同時にクナイを投げる。男は体を横に少しだけずらしてクナイを躱かわす。その短い動作の間にシノブは男との距離を詰め、左手で持つ小刀を男に向けて振るう。男は軽々と避よけ、刀をシノブに向けて振るう。シノブは体重を左に寄せて躱し、男の左、左と移動しながら、攻撃を仕掛ける。

　どうやら男の眼帯をしている左側から攻めるらしい。シノブは男の左側に動きながら攻撃を仕掛ける。

「もしかして、死角から攻撃をしているつもりですか？」

「弱点は突くもんっすからね」

「卑ひ怯きょうな戦いはしないのではなかったのですか？」

「これは戦術っす」

　会話をしながらもお互いに小刀、刀を振るう。二人の刀は空を切る。

　リーチが短いシノブが不利だが、死角を利用し、速い動きで互角の戦いをしている。男は死角になっているはずなのにシノブの小刀を躱している。それと同様にシノブも男の攻撃を躱している。

　お互いの攻防が続く。

　凄すごい。

　お互いにどんな攻撃が来るか分かっているように紙一重で躱している。

　男はシノブの小刀を躱すと、大きく横一線に刀を振るう。シノブは後方にジャンプをして躱す。

「ふぅ」

　男は息を吐くと楽しそうに笑う。

「流石さすが、あの男の娘と言うべきか、強いですね」

　そう言うが、男のほうは余裕が見える。シノブのほうは余裕が見えない。

　死角があるとはいえ、接近戦では男のほうに分ぶがあるようだ。

「魔法を使わないのは、バカにしているからっすか？」

「こんな場所で使えば、周りに迷惑になるでしょう。そう言うあなたも使わないでしょう」

　左右は木造の家が並んでいる。相手は風の魔法を使うと言っていたけど、シノブも魔法は使えるのだろうか。これは武士や侍の戦いではない。この世界では武器を扱う技術を凌りょう駕がする魔法がある。魔法だけで、剣術を超えることもできる。

　ただ、魔法はイメージが必要になるため、その一瞬の思考がスキにもなる。体に染み込ませた技術のほうが魔法の発動より速い。

　接近戦の戦いの中、魔法を使うのは難しい。だから、魔法使いは後方から使う。

　それに相手が周囲を気にしないで魔法を使い始めたら、シノブが不利だし、シノブが魔法を使えないようだったら、それでも不利だ。たとえ、使えたとしても男の言うとおりに周囲を気にして、思うようには使えないだろう。

「そんなことはないっすよ」

　シノブの小刀を持つ右手に風が渦巻く。

「周りに迷惑がかからないように、使えばいいだけっす」

　シノブは速い動きで、男との間合いを詰める。再度、男の死角の左側からだ。シノブは小刀を横に振るう。

　その距離では小刀は届かない。でも、小刀から風の刃が飛び出す。だが、その風の攻撃さえも男は刀で切り捨てる。シノブはさらに踏み込み距離を縮め、振った腕を引き戻し、そのまま男に向かって振るう。男は刀で弾く。弾かれた勢いでシノブはバランスを崩す。そこに男の足蹴げりがシノブを襲う。

　シノブは蹴り飛ばされ、後方に大きく下がる。

「シノブ！」

「大丈夫っす」

　どうやら、自分で後方にジャンプして逃げたみたいだ。

　あそこで足が出るって、シノブより、男のほうが周りが見えている。それだけ、余裕があるってことだ。

　男がシノブの父親を殺した真意は分からないままだけど、このままではシノブが負けるのは濃厚だ。

　わたしが代わるべきか。

「強いっすね」

　シノブは小さく息を吐き、呼吸を整える。

「代わろっか？」

　今のシノブを見れば、代わる気がないのは分かる。でも、確認してみる。

「大丈夫っす。ユナはわたしたちの戦いを見て、男の動きを覚えてほしいっす」

　それって、自分たちの戦いを見て、男の戦い方を覚えて、戦いに備えろってこと？

　それはつまり、シノブは自分が勝てるとは思っていない。次に戦うことになるわたしのために、男の戦い方を見せている？

　でも、なぜ？

「でも、本当に危ないときは、聞き入れないよ」

　シノブはわたしの言葉に肯定も否定もせずに笑う。そして、手に持っている小刀を握りしめると男に向かって駆けだす。




　シノブは魔法を使いながら攻撃を仕掛けるが、男は容た易やすく躱す。シノブは攻撃の手数を増やす。これならと思いたいが、男は未だに魔法は使っていない。それに、たまに頰ほおを上げて、笑っているようにも見える。

　さらにシノブの動きが速くなる。男を追い詰めていく。徐々にシノブの速さが男を凌駕する。シノブの風刃と小刀が男を襲う。

　追い詰めた。

　と思った瞬間、男の刀の速度が増し、シノブの攻撃を弾く。シノブの攻撃が止まり、男は大きく後ろに下がって距離を取る。

「思ったより、強いですね。これは少し、本気を出さないといけないようですね」

「魔法を使うっすか」

「いえ、こうするだけです」

　男はそう言うと、左目に手をかけ眼帯を取る。眼帯の下から閉じられた目が現れる。傷があるのかと持ったら、傷一つない。そして、閉じていた左目が開く。

「もしかして、見えるっすか？」

「ええ、ハッキリとあなたが見えますよ」

「バカにしていたっすか？」

「いえ、自分を縛っていただけですよ。でも、あなたの強さに敬意を払ったから、取っただけです」

　つまり、魔法を使わないハンデと、片目を使わないハンデを自ら課していたことになる。

　男は両目を開くと刀を構える。シノブは小さな風の刃を放ちながら、男に向かって駆けだす。男の動きが速くなる。シノブの攻撃を軽々と躱していく。シノブはさらにクナイを投げ込む。男は刀で弾き、さらに刀を一いっ閃せんする。

　両目になった男は死角が消えて、シノブの優位がなくなった。




　シノブは避けることができず、小刀で受ける回数が増えていく。攻撃の重さ、攻撃の力、攻撃の速度、全てにおいて男のほうが勝っている。

　シノブはそれでも距離を取って、風魔法を使って応戦するが、周りを気にして威力を抑えているためか、男には届かない。

　さらに足の動きが遅くなっている気がする。シノブは動き回っているが、男はシノブの攻撃をいなしているだけだから、シノブより体を動かす量は少ない。

「くっ」

　シノブの足が鈍り、攻めきれずに後方に下がる。

「もう、限界のようですね。終わりにしましょう」

　男が腰を落とし、刀を突き出すように構える。

　あれは!?

「シノブ！　逃げて！」

　わたしが叫んだ瞬間、男は踏み込む。シノブとの間合いが一気に詰まる。

　速い。

　シノブはクナイを投げながら、後方に逃げる。男は突きでクナイを弾き飛ばす。そこで、攻撃が止まるかと思ったが、止まらない。男は腕を引き、再度、刀を突き出す。

　シノブは手に持っているクナイで防ぐ。それでも、男の勢いは止まらない。さらに腕を引き、突き出す。

　三段突き？

　男の刀がシノブに突き刺さり、シノブは地面に転がる。

「シノブ！」

　わたしが駆け寄ろうとすると、シノブの体が動く。そして、震える腕で地面を支え、起き上がろうとする。

「だ、大丈夫っす」

　シノブはフラフラとお腹を押さえながら立ち上がる。

「本当に大丈夫なの？」

　シノブはお腹の部分の服をめくる。

　鎖かたびら？

「ミスリル製っす。あと、後方に飛んで、どうにか直撃は避けたっす」

　わたしは安あん堵どする。

　よかった。体に刀が突き刺さったかと思った。

「あの突きを躱しますか。それで、まだ戦いますか？」

「もちろんっす」

「それでは、次は貫きます」

　男は追い打ちをかけるように、突きの構えをする。シノブは力が入らない手で小刀を構える。それと同時にわたしは動く。

　男は突きの構えから、踏み込む。シノブとの距離が一瞬で詰まる。わたしは２人の間に入り、ミスリルナイフで男の刀を大きく弾く。

　わたしがいきなり割り込んできたので、男は三段突きを止める。

　わたしがシノブを守ように前に立つと、男は距離を取って離れる。

「ユナ？」

「交代だよ」

　男がシノブの父親を殺した理由は分からない。男がどんな人間かも分からない。

　ただの戦闘狂なのかもしれない。

　もしかして、シノブの父親もそうだったのかもしれない。

　お互いに戦いたかったから、戦っただけかもしれない。それで亡くなったのかもしれない。どんな理由があるにしても、一つだけ分かることがある。

「シノブが殺されるところは見たくないから、交代だよ。ここからはわたしが相手をするよ」

　わたしは苦しそうにしているシノブに向かって言う。

　この男を倒せば全てが分かる。このモヤモヤした気持ちもスッキリするはずだ。

「……ユナ、強いっすよ」

「見ていたから、分かるよ」

　この剣術に、さらに魔法って切り札を持っている。

　シノブは魔法の制限がかかっているとはいえ、魔法を使っても倒せなかった。

　相手はそれさえも制限して戦った。

「シノブはゆっくり、休んでいて」

　わたしはシノブを下がらせ、男と対たい峙じする。男はわたしとシノブが会話をしている間も、攻撃を仕掛けてこないで待っている。

「悪いけど、ここからはわたしが相手になるよ。わたしの見た目に油断しても、後悔しないでよ」

「しませんよ。わたしたちの間に入ってきた速度。わたしの突きを正確に弾く技術。なにより、わたしの刀に恐れずに入ってこられる女の子が、普通の女の子のわけがないでしょう」

　どうやら、クマの格好に騙だまされて、手を抜いてくれるってことはなさそうだ。

　残念なような、嬉しいような。

「なら、実力を隠さず戦うことをお勧めするよ」

　わたしはくまゆるナイフを男に向ける。

「それではお言葉に甘えて、本気で行かせてもらいます。だから、死んでも知らないですよ」

　男は刀を構える。

「死ぬ気はないけど、わたしが勝ったら、全てを話してもらうよ」

「いいでしょう。わたしに勝てたら、なんでも話してあげます」

「約束したよ」

　わたしもくまゆるナイフを構える。
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　わたしは男と対たい峙じする。

　わたしたちが戦っている場所は馬車が２台通れるほどの幅しかなく、大きな動きはとれない。

　さらに、シノブと同様に大きな魔法は使えない。風魔法を使えば建物を壊し、炎を使えば、家を燃やすことになる。水魔法や土魔法でも、家に被害が出る。まして、クマの魔法を使えば、災害レベルになる。

　そうなると、弱めた魔法と武器での攻撃を中心とした戦いになる。

　できれば、もっと広い場所で自由に戦いたいものだ。




　男が動く、間合いを詰めると男が刀を振る。わたしはナイフで弾く。

　見える。

　男の動きがよく見える。右、左、切り返し、刀を突き上げる。さらに刀を引いて、突きがくる。

　クマ装備のおかげで体がついていける。

　いくら、相手の攻撃が見えても、体がついていけなかったら、簡単にやられていた。

　わたしは全ての攻撃を防ぎ、最後の突きを回転しながら躱かわし、そのまま回し蹴げりをする。

　当たれば、吹っ飛ぶ。

　でも、男は少し後ろに下がり、わたしの回し蹴りを躱し、蹴りは空を切る。

　女の子の蹴りだから、受け止めるぐらいしてくれてもいいのに。そうしたら、そのガードごと吹っ飛ばしたのに。

「そんな動きにくい格好をしているのに、速いですね」

「自分の動きが遅いのを、相手のせいにするのはよくないよ」

「言ってくれますね。それなら、これは避よけられますか？」

　男は腰を下げて、突きの構えをする。

　三段突きだ。

　わたしは構える。

　男は足を踏み込む。男が動いた瞬間、わたしは男とわたしの前に土の壁を作る。

　でも、男の突き出した刀は壁を突き壊し、わたしに迫ってくる。

　予想はしていたが、とっさに作った壁じゃダメか。わたしは先ほどと同じようにくまゆるナイフで男の刀を大きく弾く。大きく弾くことで、バランスを崩し、２撃目を打たせないようにさせる。

　でも、男は無理矢理に刀を引き戻し、力強い踏み込みで、再度突きを繰り出してくる。

　わたしは左手の白クマさんパペットで刀の横をパンチする。

　流石さすがにわたしの行動が予想外だったのか、男の手から刀が弾け飛ぶ。そこにチャンスが生まれる。わたしは無防備になった男の体に黒クマさんパンチを打ち込む。

　よし、入った。

　そう思ったが、防がれている。

　男は両腕を前にして、わたしのクマさんパンチを防いだ。

　男は後方に飛ばされるが、地面に立っている。

　あのタイミングで防御できるなんて、反応速度が速い。

「まさか、クマの格好をした女の子に手加減をされるとは思いませんでした」

「手加減？」

　手加減をしたつもりはない。

「今、ナイフを持っているのにもかかわらず、黒い手袋で殴ったでしょう。それを手加減と言うでしょう」

　確かに黒クマさんパペットの口にはくまゆるナイフが握られている。でも、殴ったのはクマさんパペットの部分だ。ナイフで攻撃をしようと思えばできたけど、それだと致命傷を与えることになる。

「シノブに、殺さないで捕らえるって約束したからね」

　倒すのが目的であって、殺すのが目的ではない。

「だから、手加減じゃないよ」

「ふふ」

　男は笑みをこぼす。

「それを手加減って言うのですよ。もっとも、ナイフで攻撃されたとしても、そちらのお嬢さんと同じようにミスリルの籠こ手てで防がせてもらいましたがね」

　ミスリルの籠手？

　シノブにしろ、ミスリルの防具を持ってるって金持ちだね。トウヤに聞かせてやりたいね。

「だから、手加減は必要ありません」

　だけど、ミスリルのナイフとミスリルの籠手。

　最強の矛と最強の盾じゃないけど、どっちが強いのかな？

　同じ職人が作ったわけじゃないから比べることはできないけど、男のミスリルの籠手を作った鍛か冶じ職人とわたしのミスリルナイフを作ったガザルさんの職人同士の勝負といえるかもしれない。

　そして、最後は使い手の技術ってことかな。

「なので、手加減をできないようにしてさしあげます」

　男は少し離れた位置に転がっていた自分の刀を拾い、脇差しに手をかける。

　二刀流？

　三段突きといい、どこの侍さむらいよ。

「手加減すれば死にますよ」

「それはわたしに攻撃を当ててから、言うことだよ」

　わたしはくまきゅうナイフを出して、２本ナイフを構える。相手が二刀流なら、こっちも二刀流で相手をする。

　男の心をへし折るため、相手の得意分野で叩たたきのめす。

　わたしが両手にナイフを構えると、男が笑みを浮かべる。

「わたし相手に、二刀流ですか。いいでしょう。相手になりましょう」

　男とわたしは駆けだす。

　４本の武器が交差する。

　男の刀を振るう速度が上がり、２つの刀で攻撃を仕掛けてくる。
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　刀１本より、２本のほうが手数が多くなる。

　しかも速い。右、左、右、左と突き、さらに右、右、左と変則的に攻撃を仕掛けてくる。わたしはくまゆるナイフとくまきゅうナイフで防ぐ。

　男の攻撃は続く。

　リーチの差もあるから、わたしの攻撃は届かない。

　だけど、わたしのほうが消耗は少ない。

　クマさんパペットのおかげで、打ち合っても手に痺しびれもこないし、力もわたしのほうが上だ。動く足も疲れがこない。それに引き換え、男はシノブと戦っているから疲れているはずだ。持久戦になればわたしのほうが有利。

　男はさらに速度を上げるが、わたしは全ての攻撃を受け止めた。

　男は信じられないようにわたしを見ている。

「その程度？　魔法を使ってもいいよ。なんなら魔法が使いやすい場所に移動する？」

　もっとも、魔法が使いやすい場所に移動したら、わたしのほうが有利になるけど。

　わたしの口車に乗ってくれないかな。

「そうですね。場所を変えましょう」

　本当？

　男はそう言うと腕を振り下ろす。それと同時に地面から煙が出る。

　煙玉？

　どこの忍者よ！

　攻撃を仕掛けてくるかと思ったら、煙の向こうにいる男が反対側に駆けだしていた。

　もしかして、逃げるつもり？

「ユナ！」

　後ろでシノブの声がする。

　追いかけようとしたが、怪我をしているシノブを一人残しておけない。

　わたしはくまゆるを召喚する。

「くまゆる、シノブをお願い」

　くまゆるにシノブのことを頼み、探知スキルを使うと同時に駆けだす。目の前の人の反応から目を逸そらさない。

　速い。

　もの凄すごい速さで離れていく。

　逃がさない。

　わたしは逃げる男に一直線に向かって、屋根の上を走って追いかける。

　見えた。

　そして、男の動きが止まり、振り返る。

「追いかけてきますか」

「あの程度で、わたしから逃げられると思わないほうがいいよ」

「全力で走ったのですが」

「走り込みが足りないんじゃない？」

　運動不足のわたしに言われたくないだろうけど、嫌みっぽく言ってみる。

　クマ装備がなければ、わたしなんて１００ｍを全力で走れるかも怪しい。

　フィナに負ける自信だってある。

「それではここで再戦といきますか」

　男は刀を構える。

　わたしたちがいる場所は街外れ、家も建物もない。

　周囲を気にしないで魔法が使える。わたしが有利だ。

　男を見ると、刀に風の魔法が宿っている。

「もしかして、広い場所にくれば、魔法が使える自分が有利とか思っていないよね」

「さあ、それはどうでしょう」

　男は離れた位置から、刀を横一線に振るうと、風の刃がわたしに向かって飛んでくる。

　それを、同じ風の魔法で相殺する。

　さらに男は刀を振り、風の刃を飛ばしてくる。わたしは、それを風の刃で全て撃ち消す。わたしたちの間にもの凄い風が巻き起こり、砂や葉が舞う。その中で、まずは男が動き、わたしと男の魔法を使った攻防が始まる。




　何度か魔法と武器による攻防を繰り返したあと、お互いに距離を取る。

「ふぅ」

　男はゆっくりと息を吸い、吐くと、刀を構え、振り下ろす。それと同時に風の刃が飛んでくる。

　さっきよりも、速い。

　さらに男が同時に動く。

　わたしは風の刃を躱し、男を迎え撃つ。

　刀とナイフがぶつかる。その瞬間、刀から風の刃が放たれた。

　超接近からの魔法攻撃だ。

　わたしは体を回転させて風の刃を躱す。だが、すぐに男の刀が襲いかかってくる。わたしは空気弾を作りあげ、男に向かって放つ。

　空気弾は男のお腹に命中して、男は後方に吹っ飛ぶ。

　でも、致命傷にはなっていない。

　わたしは男を追い詰めるため、追撃をかける。

　銀色のかまいたちを捕らえたときと同じ方法で、土魔法で数十体のチビクマを作り出し、男に向けて放つ。

　チビクマたちは男に向かう。だけど、男に抱きつく前にチビクマが斬られていく。

　土でできているとはいえ、クマが斬られるのは気分がいいものじゃない。

　わたしはチビクマを元に戻し、風魔法を男の下から巻き起こす。

　空中に飛び上がらせて、終わりだ。

　男の下に風が集まって、男の服が風で揺れる。男を空に飛び上がらせようとしたとき、男は刀を下に向け、円を描くように、刀を振るう。

　すると、男の足元で、風が起こり、わたしの風魔法が消える。

　相殺した？

　どうやら、楽には倒させてくれないらしい。

「もしかして、これで終わりですか？」

「今ので、やられていればよかったと、後悔することになるよ」

「それでは、もっと楽しませてくれるのですか？」

「楽しむのが、あなたとは限らないけどね」

　チビクマを斬られ、驚かせるつもりで使った風魔法が防がれ、少々腹が立っている。

「殺すつもりでこないとわたしを倒すことはできませんよ」

「その台詞せりふは、一撃でもいいから、わたしに当ててから言ってね」

「ユナ！」

　わたしが男と話しているとくまゆるに乗ったシノブがやってくる。

「そうですね。それではこうしたらどうしますか？」

　男がチラッとくまゆるとシノブのほうを見る。その瞬間、風の刃をくまゆるに向けて放つ。

「くまゆる！」

　わたしが男から目を逸そらした瞬間、男が攻撃を仕掛けてくる。

　油断を誘った？

　男が一瞬で間合いに入り、刀が迫ってくる。

　わたしは握っていたくまきゅうナイフをクマボックスにしまい、男の刀を白クマさんパペットの口で受けとめる。男は驚くがわたしはそのまま蹴けりを入れる。

　男は蹴りが当たる前に、わたしに摑つかまれている刀を離し、後方に逃げる。

　わたしはくまゆるのほうを見る。男の攻撃を躱したようで、なんともないようだ。よかった。

　安心したところで、わたしは男を睨にらみつける。

「今、なにをしたか、分かっている？」

「……」

「今、しちゃ、いけないことをしたよ」

「……」

「人が手加減していれば、いい気になって」

「……」

「シノブ。もう、手加減しないから」

「……ユナ」

「くまゆるに攻撃をしたんだから、そのぐらいの覚悟はあるよね」

「ユナ、ダメっす」

　わたしはシノブの声で、少しだけ怒りを収める。

「半殺しなら、いいんだよね」

　もう、終わらせる。

　二度とくまゆるに攻撃をさせない。

　わたしは白クマパペットがくわえている刀を捨てる。

　今さら、謝っても許さない。

　わたしは男を逃がさないように、大きなクマの石像を作り上げる。

　クラーケンを討伐するときに作ったクマの囲いだ。あのときほど大きくないけど、男を逃がさないようにするには十分だ。

　数体のクマの石像が壁となって、男はクマの石像に囲まれる。出口はわたしの後ろだけだ。男は風の刃でクマの石像に風の刃を放つが斬れない。

「逃がさないって言ったよね」

「ユナ、待ってほしいっす！」

　シノブがなにか言っているが、聞こえない。

　わたしは駆ける。男は残った一本の刀を構える。男は刀を振って、風の刃を飛ばしてくる。わたしは白クマさんパペットで風の刃を粉砕する。そのまま真っ直ぐに男に向かう。

　男の正面にくる。男がタイミングを合わせて、わたしに向かって刀を振り下ろす。くまゆるナイフで男の刀を弾く。腕が上がり、男の体が無防備になる。

　その無防備になった体に向けて左手の白クマパペットで殴る。








[image: ]478　クマさん、シノブの話を聞く　その１






　わたしのクマパンチが男の体に命中して、男は初めて顔を苦痛に歪ませる。わたしがそのまま腕を振り抜くと男は後ろにあるクマの石像の壁まで吹っ飛び、ぶつかってそのまま倒れる。

　男は立ち上がろうとする。

　まだ、動くの？

　わたしは戦いを終わらせることにする。

　動きが鈍くなった男に向かってチビクマを向かわせる。男は立ち上がるのが限界のようで、チビクマに摑つかまれると、重さに耐えきれずに膝を折り、顔から地面に倒れる。

　わたしは子熊に押し潰されている男にゆっくりと近づく。そして、男の頭を無理矢理に手で持ち上げる。

「わたしの勝ちだよね。それじゃ、全てを話してもらえる？」

「……」

　男は黙っている。

「話さないなら、シノブにでも聞くけど」

　わたしは男から後ろにいるシノブに視線を向ける。

　シノブの表情は男を心配するものだ。決して、捕まえることができた喜びの表情ではない。

　わたしがくまゆるを再度見たとき、くまゆるの上に乗っていたシノブの表情は男を心配する顔だった。

「シノブ。この男とどんな関係？　知り合いだよね」

　わたしは睨にらみつけるようにシノブに尋ねる。

「すまないっす。全てユナを試すための芝居だったっす」

　シノブはわたしの前に来ると正座をして、手を地面につけ、頭を下げる。

　ごまかすつもりはないみたいだ。

「わたしを試すためって？」

　シノブは顔を上げ、わたしの目を見る。

「ユナ、怖いっす」

「そりゃ、怒っているからね」

「ごめんなさいっす」

　睨みつけるとシノブは体を縮こませる。

「この人はわたしの師匠です」

「師匠？　それで、その師匠と弟子のシノブが、どうしてわたしのことを試すの？」

「それはユナに、この国を救う力があるかどうか確かめるためっす」

「…………」

　シノブのいきなりの発言に言葉が出てこない。いきなり、国を救う力があるか確かめるためとか言われたら、思考が止まる。

「わたしには国を救えるほどの力はないよ」

「そんなことはないっす。サクラ様が、この国を救う光だって言っていたっす」

「サクラ様？」

　新しい人物の名前が出てきた。

「誰？　もしかして、今回のことを企たくらんだ人物？」

　わたしは睨みつけるようにシノブを見る。

「それは……」

「シノブ、信じてもらうには隠さずに全てを話したほうがいい」

　チビクマに拘束されている男がシノブに向かって言う。

「お師匠……分かったっす。ユナ、初めから説明するから聞いてほしいっす」

　ここまで来たら、わたしも理由が知りたいので、話を聞くことにする。

「わかった。話だけは聞くよ」

「ありがとうっす」

　シノブは目の前にあった小枝を拾うと、地面に絵を描き始める。

　上、下、左、右に丸のような、四角のような絵を描く。

「これがわたしたちが住む和の国っす」

　和の国って、４つの大きな島？　大陸？　で、できていたんだね。

　そして、シノブは４つの島の中心に小さな丸を描く。

「その和の国の中心に島があり、その島には魔物が封印されているっす」

「もしかして、その封印が解けたから、魔物を倒してほしいってこと？」

　ゲームの定番すぎるんだけど。

「まだ封印は解かれていないっす」

「それじゃ、その封印が解かれそうってこと？」

　わたしの質問にシノブは頷うなずく。

「近いうちに封印が解かれ、魔物が復活するという未来をサクラ様が見たっす」

「未来を見た？　そんなことができるの？」

「これは一部の者しか知らないことなんで、内緒にしてほしいっすが、サクラ様は未来の出来事を夢で見ることができるっす」

　それって予知夢ってこと？

「サクラ様がひと月ほど前の夢で、魔物の封印が解かれ、その魔物が暴れ、多くの人が死んでいくのを見たっす。それで、初めはみんな半信半疑だったっすが、それからも立て続けに同じ夢を見たっす。そこで、島を調べた結果、一部の封印が弱まっていることが確認されたっす」

「つまり、その魔物の討伐を手伝ってほしいってこと？」

「はいっす」

「でも、どうして、わたしなの？　和の国にだって強い人はいるでしょう。シノブの師匠だって、強いでしょう」

　わたしはチビクマに体を固定されている男に視線を向ける。

「いるっすが、無理なんっす。魔物は負の感情を糧かてに成長するって言われているっす。それで結界の中に負の感情を入れさせないため、人の出入りを禁止にし、結界の中には限られた人しか入れなくなったっす」

「限られた人？」

「女性だけっす。だから、結界のせいで師匠や実力がある男性は島には入ることができないっす。魔物と戦えるほどの実力がある女性は簡単には見つからないっす」

　それでわたしってことになるのか。

　うん？　ここまで話を聞いて、いくつか疑問に思ったことがある。

　どうして、わたしのことを知っていたのか。

　どうして、わたしがここに来たことを知っていたのか。

　どうして、わたしの実力のことを知っていたのか。

　いろいろと新しい謎が出てくる。シノブの話だと、わたしのことを初めから知っていて、近づいたってことになる。

「どうして、わたしのことを知っていたの？」

　もしかして、クラーケンのことが原因かと思ったが、シノブの口から出てきた言葉は違った。

「サクラ様が夢で見たっす。その夢の中に小さいけど、もの凄すごく明るく、綺き麗れいな、温かい光が出てきたそうなんっす。サクラ様は希望の光って言っていたっす」

「つまり、その光がわたしってこと？」

　それだけではわたしとは限らない。

　そもそもクマの着ぐるみを着た女の子が希望の光とは思わないはずだ。

「その光は獣のようなものに乗り、東の海より現れたそうなんす」

　海から獣に乗って現れる。

　それって、くまゆるとくまきゅうに乗ったわたし？

　シノブは先ほど、地面に描いた和の国の地図の１か所を小枝でさす。

「それを聞いた国王は兵を港に集結させ、出迎えることにしたっす」

「兵って……」

「封印された魔物に対応でき、獣に乗った者が現れると聞いての対処っす。どんな怖いものがやってくるかわからなかったっすから」

　わたしは化け物か！

「でも、兵士を配置した翌日、サクラ様の夢から光が遠ざかって消えてしまったっす」

　もし、その光がわたしだとしたら、港に兵がいっぱいいたら、面倒になると思って引き返したからかもしれない。

「それから、いろいろな案が出たっす。他の者が会いに行くことになったり、師匠が会いに行くことになったりしたっす。でも、光が近づくことはなかったっす」

　胡う散さん臭くさかったから近づかなかったかもしれない。

「それで、わたしに白羽の矢が立ったっす。すると、信じられないっすけど、獣に乗った光は消えずにすんだっす」

　それでシノブがわたしに近づいてきたわけか。

「それで数日前から、港が見える高台から海を見ていたら、海の上を走ってくるクマとユナを見つけたっす。そのときは驚いたっす。本当に海から獣に乗った人物が現れたっすから。しかも、そのクマに乗っているのは可愛かわいいクマの格好をした女の子っす。もう、混乱したっす。わたしは、もの凄く強そうな人物を想像していたっすから」

「悪かったね。こんな格好で」

　シノブはわたしの格好を見て、少し笑みを浮かべる。

「だから、本当にサクラ様が言う、希望の光がユナのことなのか、判断がつかなかったっす。それでも、どうにか確認をしないといけないと思って、ユナを観察したっす。そしたら、ユナは食べ物を買い食いするわ、畳を大量購入するわ。とても国を救う希望の光には見えなかったっす」

　気づかなかった。和の国に来てから、ずっとわたしの行動を見ていたんだね。

「それじゃ、冒険者ギルドのときも？」

「そうっす。ユナが依頼を受けたので、実力を知るチャンスと思ったっす。でも、依頼者が断りそうだったので、わたしが参加するってことにしたっす。わたしは冒険者としてはそれなりに名は知られているっすから、わたしがいれば断れないと思ったっす」

「だから、わたしがシノブに依頼を譲ろうとしたとき、わたしがいないと意味がないって」

　あのときの会話が思い出される。

「そうっす。ユナの実力を知りたかったっすから、ユナが依頼を放棄したら意味がなかったんで、慌てたっす」

「話はなんとなくわかったけど。どうして、こんな芝居なんてしたの？　普通に頼めばいいでしょう」

「もちろん、初めはそのつもりだったっす。でも一部、反対する者がいたっす。その見知らぬ人物は本当に実力があるのか。よそ者を信じられるのか。魔物が封印された地に入れていいのか。いろいろな意見が出たっす。そんなことを言っている場合ではないと思ったっすが、その者がどんな者か分からないのでは話が進まなかったっす。それで、実力を知るため、御前試合をしようということになったっすが、サクラ様の夢から光は消えたっす」

　ああ、そんな人を試すような試合をしろと言われたら、断った自分が想像できる。

「それで、いろいろと考えた結果。国の中でも実力者である師匠が戦って、ユナの力を試すことになったっす。でも、本当の力を知るためには本気になってもらわないといけない。それでどうやって、確かめるか話したところひと芝居打つことになったっす」

「それじゃ、シノブの父親が殺されたっていうのは」

「すまないっす。噓うそっす。でも、昔、父が師匠と戦って負けたのは本当っす。そこから話を作ったっす」

「でも、それなら、どうして仇かたき討うちじゃなかったの？　捕まえるだったの？」

「それは殺すという文もん言ごんが入ると光は消えたからっす。だから、捕らえるだったっす」

　確かに見知らぬ他人の仇討ちに手を貸したくない。まして、殺す手伝いなんてしない。

　断った可能性が高い。いや、間違いなく断ったと思う。

「でも、シノブとその師匠は本気で戦っていなかった？」

　２人の戦いは芝居とは思えなかった。

　本当に傷つき、シノブは本当に殺されかけていた。

「本気っす。命を賭かけた戦いだったっす。それが光を消さない方法だったっす。その戦いの結果、わたしか、師匠が死んでいたかもしれない。でも、それを模索する時間が、わたしたちにはなかったっす」

　予知夢なら、寝ないといけない。すぐに何度もできるものじゃない。

「だからって、師匠が弟子を殺そうとするなんて」

　わたしは男に視線を向ける。

「師匠を怒らないでほしいっす。わたしも師匠を殺すつもりで戦ったっす。それに師匠もユナに殺される覚悟でユナの実力を引き出したっす。わたしも師匠も死ぬ覚悟はしていたっす。それで、この国が助かれば、安いものっす」

「はぁ」

　ため息しか出ない。

「わたしがもしシノブが死んだあとにこの話を聞いたら、手を貸すと思ったの？」

　きっと、気分が悪くなって、クリモニアに帰ったと思う。

「わからないっす。ただ、わたしも師匠も生きているっす。そして、ユナは話を聞いてくれているっす。ユナにはサクラ様と国王様に会って、話を聞いてほしいっす」

　シノブは地に手をつき、頭を下げる。

　チビクマで動けない男性も一緒に頭を下げる。

「でも、わたしに本気を出させるために、くまゆるに攻撃をしたことは許されないよ」

「あれは、わたしが防ぐつもりだったっす。でも、くまゆるは簡単に避よけたっすが」

「くぅ～ん」

　わたしの横にいるくまゆるが、「簡単だったよ」と自慢気な顔をしている。

　わたしはあなたを心配して、怒っているんだよ。その緩んだ顔はなに？
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　大体の話は分かった。

　サクラ様という人が、予知夢で光の希望と思われる獣に乗った人物を見た。それがわたしってことだ。それで、魔物を倒す希望の光であるわたしに接触しようとした。でも、その接触のしかたによっては、希望の光であるわたしは消えたりしていた。しかも、接触する方法を考える時間がなく、こんな形になってしまったと。

「芝居ってことは分かったけど。もしかして、出会うタイミングから全て」

「ユナに出会う前から決めてあったっす。だから、ユナがこんなに可愛かわいい女の子だから、初めは戸惑ったっす」

　まあ、可愛いかどうかは別にして、クマの着ぐるみだから、戸惑うよね。

「本当にユナにはすまないと思っているっす」

　シノブは頭を下げて謝罪する。

　こんな手の込んだことをせずに、話してもらえればと思わなくもないが、わたしが話を聞いて素直に手伝ったかは分からない。

　初めて会った人物に、あなたは国を救う希望の光だから、王に会ってほしい、サクラ様に会ってほしいといきなり言われたら、断ったと思う。

　もしくは、胡う散さん臭くさいものに関わりたくないので、逃げた可能性が高い。

　自分の攻略ルートを考えてみるが、面倒くさい性格をしているので、簡単に思いつかない。

　難攻不落のヒロインキャラみたいだね。

　今回の一件は、いろいろな人物の思惑や意見もあり、複雑になってしまい、こんな手の込んだことになったんだと思う。理由は分かるけど、試された本人からすると気分がいいものじゃないね。

　でも、目の前にいるボロボロになったシノブの姿を見たら、話を聞かないわけにはいかない。

　そう考えると、現状がわたしの攻略ルートだったのかもしれない。

「それで、そのサクラ様って、誰なの？」

「この国の巫み女こ様っす」

「巫女って、みんな特別な力を持っているの？」

　漫画や小説に出てくる巫女は、なにかしら不思議な力を持っている場合が多い。

「特別な力を持っているのはサクラ様だけっす」

　予知夢か。この世界にも、そんな能力を持った人がいるんだね。

　でも、そのサクラ様も可か哀わい想そうと思えなくはない。

　夢とはいえ、人が何度も死ぬのを見るのは辛い。もしかして、知り合いや大切な人が死ぬ姿を何度も見ているのかもしれない。それが本当に起きる未来の光景なら、悪夢だったはずだ。精神が耐えられなくなってもおかしくはない。

　もし、わたしがくまゆるやくまきゅう、フィナが死ぬような光景を何度も見たら、気が狂うかもしれない。それをひと月近く見ている。少し同情する。

　その中に希望の光があれば、すがりたい気持ちも分からなくはない。

　でも、もう少しなんとかならなかったものなのかな。

「それで、サクラ様と国王様に会ってくれるっすか？」

「シノブは、本当にわたしがその封印された魔物と戦えると思っているの？」

「サクラ様が希望の光だと言っていたっす。その言葉を信じるっす」

「でも、わたしのことを信じられない人たちもいるんでしょう？」

「師匠に勝ったっす。誰も文句は言わないっす。言わせないっす！」

　シノブは真剣な目でわたしを見る。

「シノブたちがいくら言っても、わたしみたいなクマの格好をしている女の子が強いなんて、誰も信じないと思うよ」

「それなら、大丈夫っす。わたしたちの戦いを見ていた者がいたっす。その者から報告が上がれば、誰一人文句を言わないっす。それが、今回の約束っす」

「戦いを見ていたの？」

「３人はいたっす」

　見られていたんだ。

　本当なら断りたい。

　でも、国の命運がかかっていると言われると、断りにくい。

　それに改めてシノブを見ると、体中が傷ついてボロボロだ。顔は汚れ、服は切られ、擦すり傷もある。見えない部分も傷ついているはずだ。命を賭けた芝居。そう思うと無下にできない。

「はぁ」

　ため息しか出ない。

「分かったよ。そのサクラ様に会うけど、受けるかは分からないよ」

　全ては話を聞いてからだ。

　詳しいことを聞かないことには話が進まないし、モヤモヤした気持ちも解消されない。

　全てはサクラ様って人物に会ってからだ。

「ありがとうっす」

　シノブは立ち上がるとわたしに抱きついてくる。

「分かったから離れて。それと傷の手当てをしないと」

「ごめんっす」

　シノブは素直に離れてくれる。

　わたしは濡れタオルを用意すると、シノブの顔を拭ふいてあげる。

「傷は大丈夫なの？」

「大丈夫っす。さっきも言ったっすが、ミスリルの鎖かたびらを着けていたっすから、致命傷にはなっていないっす」

　それでも、防具をしていない場所には傷がある。

「かまいたちのときはしていなかったよね」

「あのときは、準備をしていなかったっす。師匠と命を賭けた戦いをするなら、必要っすから」

　シノブが男のほうに視線を向けると、男は申し訳なさそうに口を開く。

「すまないが、そろそろこのクマを外してもらえないか？」

　あっ、男のことをすっかり忘れていた。

　わたしはシノブの師匠である男、ジュウベイさんに引っついているチビクマを外す。

　身軽になった男は立ち上がる。

「改めて礼を言う。シノブを救ってくれてありがとう。シノブを殺さずにすんだ」

「演技でも、もっとやりようがあったと思うよ」

「すまない。さっきシノブが言ったとおり、道を間違えるわけにはいかなかったのだ。他にも道があったかもしれない。だがその道をわたしたちは見つけることができなかった。嬢ちゃんには不愉快な思いをさせてしまったことを、深く謝罪する」

　男はそう言うと深く頭を下げる。

　たぶん、国の未来と、自分とシノブの命を天てん秤びんにかけたのだろう。普通に考えれば、弟子でもある女の子を殺したいと思う人はいないはずだ。

「そして、嬢ちゃんの大切なクマを攻撃してしまったことも謝罪する。殴り足りないなら、殴ってくれてもいい。腕を斬り落としたいなら、落としてくれてもいい。命が欲しいなら、差し出してもいい。だから……」

　男は真剣な表情で言っている。冗談でなく本気だ。

「そんなものはいらないよ。さっきも言ったけど、そのサクラ様って人には会うけど、引き受けるかどうかは別の話だよ」

　そのサクラ様には同情するが、人を人とも思わない人だったら、シノブの頼みでも引き受けるつもりはない。逃げるだけなら、クマの転移門を設置すれば逃げることはできる。

　なにより、海の上に逃げれば、簡単だ。

「師匠、手当てをするっす」

「すまない」

　男も体に鎖かたびらを着けていたらしく、それでクマパンチを耐えられたみたいだ。

「もしかしてだけど、籠こ手てをミスリル製って、わざわざ教えてくれたのも」

「ああ、本気で攻撃を仕掛けてもらうために言った」

　シノブがジュウベイさんの手当てを始める。

　シノブだって怪我をしているのに。

　わたしは少し考えて、２人の前にやってくる。

「ユナ？」

「わたしが治してあげる」

　わたしはジュウベイさんの怪我しているところにクマさんパペットを当てる。

　クマさんパペットで殴った腕とお腹が腫はれていた。

「腫れが引いていくっす」

「動かすと少し痛むかもしれないけど、そのままにしておくよりは痛みは少ないはずだよ」

　前にフィナの傷などを治したことがあったけど、少し痛みは残っていたそうだ。

　自分が怪我をして使ったことはないし、他に治癒魔法を使ったのはハチミツの木にいた熊ぐらいだ。なので、傷を治したあとの状態は、あまり把握していない。

「シノブも傷があったら見せて」

「いいっすか？」

「女の子なんだから、傷が残ったら困るでしょう。あと、お礼だと思うなら、このことは黙っていてくれればいいから」

　わたしはジュウベイさんの傷を治したあと、シノブの傷も治す。２人とも大きな傷などはなく、小さい傷は綺麗に消えた。

「ありがとうっす」

「感謝する」

　２人は頭を下げてお礼を言う。

「それじゃ、あとは周辺を直して帰るよ」

　２人の怪我を治したわたしはクマの石像や魔法で破壊した後始末をする。流石さすがにこのままにしておくわけにはいかないからね。




　それから、後片付けを終えたわたしたちは２人の身分を確認するため、冒険者ギルドに向かうことになった。

　いきなりサクラ様と国王のところへ連れていくのは、わたしが不安になると思ったのか、冒険者ギルドで身分を証明するためだ。

　たぶん、気を使ってくれているのだろうと思う。




「あら、ジュウベイさん、シノブさん」

　受付嬢は男のことをジュウベイと呼んだ。本名だったらしい。

「それに、先日の可愛いクマのお嬢さんも一緒に」

　受付嬢は普通に男性とシノブに話しかける。

　先日、かまいたちの依頼を受けたときの受付嬢だ。

「でも、ジュウベイさんとシノブさん、どうして、服が切れたり、汚れたりしているんですか？」

　ちなみにクマ装備は汚れないので、わたしは綺麗なものだ。

「ちょっと、仕事をした後っす」

　シノブは誤魔化すように笑いながら答える。

　まあ、噓うそはついていない。

　ジュウベイさんと戦うのが仕事だった。

「ジュウベイさんとシノブさんの服が傷つくほどの相手ですか、どんな凶暴な相手と戦ったんですか？」

　凶暴って。

　シノブの相手はジュウベイさんだけど、そのジュウベイさんをやったのはわたしだ。

「いや、それは秘密っす」

「まあ、お２人の立場でしたら、言えないこともあると思いますが、無理はしないでくださいね」

　受付嬢の言葉から、２人のことをそれなりに知っているみたいだ。

「それで、こんな時間にジュウベイさんと一緒にどうしたんですか？　もしかして、シノブさん。そのクマの女の子に迷惑をかけたんですか？」

「酷いっす。そんなことはしていないっす」

　いや、十分に迷惑をかけているからね。さらに面倒ごとに巻き込もうとしているからね。

「そうなんですか？　あまりジュウベイさんや他の人に迷惑をかけたらダメですよ」

　受付嬢はフレンドリーに会話をしている。

　今思い返すと、ジュウベイさんのことは知られているから、似顔絵は誰にも見せなかったのかもしれない。

　シノブは他の人に似顔絵を見せたり、尋ねたりしなかった。

「それじゃ、今日はどうしたんですか？」

「いや、俺とシノブについて、このクマのお嬢さんに説明をしてもらおうと思って」

「説明ですか？　あっ、やっぱり、シノブさん、なにかしたんですね。それでジュウベイさんに怒られて、保護者として」

「だから、ち、違うっすよ」

　シノブは手を大きく振って、否定する。

「本当ですか？」

　受付嬢は疑いの眼差しでシノブを見る。

「本当っすよ」

　でも、受付嬢の言葉はあながち間違っていないと思う。

「それで、わたしがお２人のことを説明すればいいのですか？」

「頼みます」

　ジュウベイさんは受付嬢に頭を下げる。

「状況はよくわかりませんが、了解しました。ジュウベイさんはこの国の武将様ですよ」

　武将。かなり、位が高い人だったみたいだ。

「シノブさんは冒険者ですが、ジュウベイさんのお弟子さん？　部下？」

　受付嬢は少し首を傾かしげる。

「どっちも、正しいっすけど」

「本当にシノブの師匠だったんだね」

　でも、弟子よりは部下のほうがしっくりくる。

「信じていなかったっすか？」

「だって、戦い方が全然違うでしょう」

　シノブは忍者のように短刀で戦い、ジュウベイさんは武将で、扱う武器も違う。

「武器の扱いは父に教わったっすが、戦い方などは師匠に教わったっす」

「すでに、基本の型が固まっていて、無理に変える必要はなかったからな」

　ジュウベイさんは答える。

　それじゃ、父親が忍者？

　それから、ギルドカードの確認などをして、ジュウベイさんとシノブは自分たちの証明を行った。

　その日の夜、話を終え、翌日、サクラ様がいる首都？　王都？　都みやこ？　に向かうことになった。
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　翌日、わたしはサクラ様と呼ばれる巫み女ことこの国の国王に会うために、旅館を出る。

「温泉も気持ちよかったし、料理も美味しかったよ」

　わたしは数日お世話になったコノハにお礼を言う。

「そう言っていただけると嬉しいです」

　コノハが「また、来てくださいね」と言う。今度はフィナと一緒に来たいね。

　そして、シノブとジュウベイさんはそれぞれの馬に乗り、わたしはくまきゅうに乗って出発する。

「今日はくまきゅうなんすね」

「まあね」

　昨日の夜、くまゆるだけを召喚して、くまゆるだけを心配したら、くまきゅうがいじけてしまったのだ。

　あのときはシノブを置いていくわけにいかなかったし、くまゆるを召喚したのもくまゆるのほうがシノブのことを知っていると思ったからだ。それにくまゆるが攻撃されたから、心配しただけだ。

　でも、くまきゅうにとっては、そのことでのけ者にされたと思ったみたいだ。それで今日はくまきゅうを召喚している。

「それにしてもユナは有名人みたいっすね」

「どういうこと？」

「実はユナのことを知っている冒険者から少しだけ話を聞いたっすよ」

　この街にわたしのことを知っている冒険者がいるわけがないと思ったが、初めて冒険者ギルドに行ったときのことが思い出される。

　ブラッディベアーって言葉。一人の男がわたしを見て呟つぶやいていた。

「他の大陸から来たって言っていたっす。ユナはそこで強い魔物を倒してきたみたいっすね」

　もしかして、いろいろと知られている？

　そもそも、その冒険者がどこまで知っているかによる。

　クリモニアだけなら、タイガーウルフとブラックバイパーぐらいだ。クラーケンは知られていないよね？　大きなスコルピオンは知るよしはないし。

「今思えば、ギルドカードを確認させてもらえれば、よかったかもしれないっすね」

　その場合でも、ギルドカードの内容は知られたくないから、丁重にお断りしたと思う。いきなり、ギルドカードの内容を見せてほしいと言われても、わたしの性格なら絶対に見せない。それが怪しさ１００倍のシノブならなおさらだ。もちろん、他の人に頼まれても見せることはないと思う。

　そう考えると、やっぱりわたしの攻略って難しくない？

「そういえば、ジュウベイさん。眼帯をしているのは常時なの？」

　ジュウベイさんは眼帯をしている。昨日の様子からすると、怪我のためにしてるわけじゃなかった。

「これは自分の修行になるし、相手の実力を測るにもちょうどいいから、基本、着けている」

「部下や弟子の実力を測るのにいいらしいっす。だから、初めは師匠の眼帯を外させるのが部下や弟子の目標になるっす。それから師匠の三段突きを躱かわして、二刀流、魔法って、どんどん強くなっていくっす」

　徐々にパワーアップしていくって、どっかの戦闘マンガみたいだ。

「本当は師匠の二刀流まで引き出させて、ユナに見せたかったっす」

「でも、わたしの実力をみるなら、ジュウベイさんの戦いを見せたら、意味がないんじゃない？」

「そんなことはないっすよ。ユナが師匠の戦いを見て、逃げ出すようだったら、諦めたっす。人ひとり救えない者が、国を救えないって判断基準があったっす。だけど、ユナはわたしを助けてくれたっす」

　シノブは嬉しそうにする。

「それに戦いを見せて、対応力も見たかった。嬢ちゃんは見事に対応した」

　どうやら、全ての行動が試されていたみたいだ。

　それにしても、あのときの口調は小馬鹿にするような言い方だったけど、ジュウベイさんの口調はこっちが本当らしい。役者としての才能もあると思う。

　本当に戦闘狂と思ったぐらいだ。




　そして、わたしたちがクマと馬を走らせていると、昼前には、サクラ様と呼ばれる巫女がいる王都？　都が見えてくる。

「あそこにサクラ様と国王様がいるっす」

　さて、どんな人物なのかな？

　横柄で、ムカつく人物なら、速攻で帰るつもりだ。

　礼儀がなっていない者の頼みを聞くつもりはない。わたしは勇者でも、ヒーロー願望を持っているわけでも、嫌な思いをしてまで人を助ける博愛主義者でもない。

「そう言えば、初めに言っておくけど。その巫女様と国王って方が、わたしのことを見て笑ったら、帰るからね」

　わたしは釘を刺しておく。

　人にものを頼むなら、最低限のマナーは守ってほしいものだ。

　シノブはチラッとジュウベイさんのほうに視線を向ける。

「国王様には、あとで連絡を入れておくから大丈夫だ」

　それって口に出したらダメじゃない？

　しかも、わたしの前で言うって。

「サクラ様は、たぶん、大丈夫っす」

　つまり、国王様は笑うような人で、サクラ様は大丈夫ってことか。

　そして、街に入るための門が見えてくる。

「このまま入って大丈夫？」

　わたしはくまきゅうに視線を向ける。そうすると２人もくまきゅうを見る。

「どうっすかね？」

「俺がいれば大丈夫だと思うが、騒がれるかもしれないな」

「でも、どっちにしてもユナの格好は目立つっすよ。ユナが街を歩くだけで、注目の的だったっす」

　シノブは一緒にジュウベイさんを捜していたときのことを言っているみたいだ。

　まあ、あのときも住民に見られていたからね。

「それなら、ユナはわたしのハヤテマルに一緒に乗るっすか？」

　シノブはハヤテマルの首筋を撫なでる。

　確かに馬なら、まだ目立たないかな？

　わたしがそんなことを考えていると、くまきゅうが寂しそうに「くぅ～ん」と鳴く。

　そんなに悲しそうにしないで。

　そして、考えた結果。

　くまきゅうには小さくなってもらった。

「ユナのクマは小さくなれるんっすか!?」

　送還させるか、子熊化のことをシノブたちに教えるか、くまきゅうのご機嫌を天秤にかけた結果、子熊化したくまきゅうと一緒にいることにした。

　シノブとジュウベイさんは驚いた顔で子熊化したくまきゅうを見ている。

「わたしのくまきゅうは特別なクマだからね」

「もしかして、聖獣っすか？」

　神様からもらったから、どちらかというと神獣かもしれない。

　まあ、どっちにしろ、シノブにそのことを話すつもりはない。

　わたしはくまきゅうを抱きかかえるとハヤテマルに乗せてもらい、シノブはわたしの後ろに乗る。

　馬車には乗ったことがあるけど、馬に乗るのは初めてだ。

　わたしたちを乗せたハヤテマルは門に向けて歩きだす。

「ユナ」

「なに？」

「柔らかくて、気持ちいいっす」

　シノブがわたしの体に密着してくる。

　わたしは後ろを振り向いて、シノブを睨にらむ。

「変なことをしたら、殴るからね」

「…………」

「なに、その沈黙は？」

「うぅ、わかったっす。そんなに睨まないでほしいっす。もう、なにもしないっすから」

　シノブは残念そうにする。

　そして、わたしたちはギルドカードのチェックを受け、門を通る。

　もちろん、門番の人に驚いたように見られたけど、ジュウベイさんと一緒にいたこともあって、声をかけられることも、止められることもなかった。

「ユナ。テッセラにようこそっす」

　王都というべきか、都みやこっていうべきか、和の国テッセラにやってきた。

　流石さすがにエドやキョウトという名前ではないらしい。

　そして、わたしの視界には京の都っていうべきか、和風の光景が広がる。その先にフローラ様が住んでいる洋風なお城とは違った城が見える。日本の城に近い。

　日本の城は元の世界にいたときも中には入ったことがない。小学校の遠足などでは行かなかったし、中学のときは引きこもっていた。一人でお城見学なんて趣味は、持ち合わせていない。テレビやネットで見たことがあるぐらいだ。

「あの城にサクラ様がいるの？」

「いないっす。サクラ様は別の場所にいるっす」

　少し残念。お城の中に入ってみたかった。

「でも、国王様はいるっすよ」

　まあ、それはいるよね。それじゃ、国王に会うときは城の中に入れるってことかな？

「それにしても、見られているっすね」

「ああ、見られているな」

　シノブとジュウベイさんが周りを見る。

　周囲の人たちはわたしを見ている。子熊化したくまきゅうではなく、やっぱり、わたしが視線を集めている。

「シノブ。俺は城に報告に行く。おまえはサクラ様のところに案内してさしあげろ」

　ジュウベイさんはそう言うと馬の横腹を軽く蹴けり、馬は城に向けて走っていく。

「ああ、師匠、ずるいっす！」

　シノブの声を無視してジュウベイさんの姿は消えていく。

　わたしたちは取り残される。

「報告は必要っすが、あれは逃げたっすね」

　つまり、注目の的のわたしと一緒にいたくなかったってこと？

「それじゃ、わたしたちもサクラ様のところに急いで行くっす」

　シノブは、少しでも視線から逃れるため、ハヤテマルの横腹を軽く蹴って、馬を走らせる。

　街中を馬が小走りしていく。

　海の近くにあった街より、人も多く建物も多い。

「そんなに珍しいっすか？」

　わたしがキョロキョロと左右に首を振りながら見ていると、尋ねてくる。

「そうだね。わたしが住んでいる場所と全然違うからね」

　元の世界でも、わたしの家の周りにはマンションやビルが多く、このような和風建築はなかった。

「そうなんすね。わたしもいつかはユナが住む国に行ってみたいっす」

　まあ、どれほど離れているか分からないけど、簡単に行き来はできないだろうね。

　そして、わたしたちを乗せたハヤテマルは進む。

「それで、そのサクラ様がいる場所はまだなの？」

　徐々に人通りが少なくなってくる。

　先ほどから、長い塀へいの横を歩いている。

「もう、着いてるっすが、入り口がこの先っす」

「もしかして、この壁の向こう側？」

「そうっす」

　どうやら、広大な土地の家に住んでいるらしい。

　そして、しばらく進むと、この塀の中に入る入り口が見えてくる。入り口に槍を持った門番が２人立っている。

　門番はチラッとわたしを見るがすぐにシノブのほうを見る。

「シノブ殿、お待ちしていました。サクラ様がお待ちです」

「わかったっす。ユナ、ここから歩いていくっす」

　わたしとシノブはハヤテマルから降りる。

「これも夢で見たの？」

　小声でシノブに尋ねる。

　わたしたちが来ることを知っていたみたいだ。

「違うっすよ。昨日のうちに連絡したっすよ」

　シノブはハヤテマルを送還し、門を通る。

　門番は不思議なものを見るかのようにわたしを見ていたけど、なにも言われずに通ることができた。

　門を通り中に入ると、広い庭園が広がり、歩く先には大きい建物がある。

　前にテレビで見たことがあるけど、武家屋敷っていうのかな。

　わたしたちはそのまま建物の中に入り、廊下を進み、シノブは一つの襖ふすまの前で止まる。

「シノブっす。ユナを連れてきたっす」

「お入りください」

　中から声がすると、シノブは襖を開ける。その開いた襖の先は広い畳の部屋になっており、その部屋奥に白い巫み女こ装束に身を包んだ人が座っている。

　あれがサクラ様？

　よく見ると、小さい。

　もしかして、子供？
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　畳が敷かれた広い部屋の一番奥に白い巫み女こ装束を着た女の子が一人、座っている。

「サクラ様、戻ったっす」

「シノブ。怪我は？」

　巫女装束の女の子が立ち上がってシノブのことを心配する。

「大丈夫っす。元気っすよ」

　シノブはその場で前転宙返りやバク転をしてみせる。

　本当に身軽で忍者みたいだ。

　実際に大きな怪我はなかったし、魔法で治したし、痛みがあったとしても、少しだけだと思う。

「よかった」

　女の子は安心したように座り直す。

　わたしとシノブは女の子の前にやってくる。女の子の前には座布団が置いてあり、わたしは座るように促される。

「ユナ。紹介するっす。サクラ様っす」

「サクラと申します」
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　サクラは先ほどのシノブのことを心配した年相応の表情とは違う、真剣な顔をして挨あい拶さつをする。

　年齢はフィナと同じくらいに見える。

　先ほどシノブに見せた表情は消え、綺麗な顔立ちと凜りんとしたたたずまいで、背筋を綺き麗れいに伸ばして、わたしのことを見ている。

　長い黒髪が白い巫女装束にかかり、神秘的な雰囲気の女の子だ。

　でも、予知夢を見る巫女がこんなに小さな女の子だとは思わなかった。

「知っていると思うけど、わたしはユナ、この子はくまきゅう」

　わたしは抱いている子熊化しているくまきゅうを紹介する。

「このたびはユナ様には不快な思いをさせてしまい申し訳ありませんでした。このような呼び出しかたをしたことを深くお詫び申し上げます」

　サクラは子供には似つかわしくない言葉で謝罪し、手を前につき、頭が畳につくぐらいまで深々と頭を下げる。

「もう、いいよ。頭を上げて」

　子供に土下座をさせているようで居心地が悪い。わたしの言葉にサクラはゆっくりと頭を上げる。

「ありがとうございます」

「だからといって、依頼を引き受けるって決めているわけじゃないよ。シノブが命を張ってまで頑張ったから、話を聞きに来ただけだよ」

　あと、予知夢のことも気になった。

「はい、シノブには大変な役を引き受けてくれたことに感謝しています」

「そんなことはないっすよ。サクラ様の苦労に比べたらたいしたことはないっす」

「シノブ、ありがとう」

　サクラはシノブに向かって微ほほ笑えむ。

　サクラはわたしのほうを見ると、緊張したような表情をする。そんなにわたしって、緊張するかな。ゆるキャラじゃないけど、緊張するような格好はしていないと思うんだけど。

　サクラは小さく息を吐き、何かを決めたように口を開く。

「ユナ様、手を握らせていただいても、よろしいでしょうか？」

「手を？」

　わたしはクマさんパペットをパクパクしてみせる。でも、サクラの反応は真剣な表情から変わらない。別にわたしのクマさんパペットを興味本位で触りたいだけではないみたいだ。

「はい。ご迷惑でなければ、お願いします」

　サクラは頭を下げる。

「変なことじゃないよね？」

「はい、変なことではありません。それはお約束します」

「なら、いいよ」

「あ、ありがとうございます」

　わたしが許可を出すと、サクラは立ち上がり、わたしの前にやってくる。そして、目の前で座り直し、わたしが差し出したクマさんパペットを緊張した表情で握り、ゆっくりと目を閉じる。

　クマさんパペットを握ったサクラはじっと動かない。静かにわたしのクマさんパペットを握っている。

　１分ほど経ち、サクラが動かないので、声をかけようと思った瞬間、サクラの目から涙がこぼれる。

「ど、どうしたの!?」

　わたしは慌てる。まさか、手を握られて泣かれるとは思わなかった。

「温かく、綺麗な魔力。間違いなく夢の中で感じた光と同じです。やっと、摑つかむことができました」

　クマさんパペットを握るサクラの力が強くなる。サクラの手は小さくて弱々しい。でも、手を離したくない強い気持ちが伝わってくる。

「やっとです。やっとです」

　サクラは涙を拭ふこうともせず、わたしの手を逃がさないように握っている。

　わたしはどうしたらよいか分からず、サクラを見ていると、サクラの目がゆっくりと開く。

　その表情は涙を流していたが笑顔に変わる。

「申し訳ありません。わたしがずっと求めていて、摑もうとしても摑めなかったものだったので」

　サクラは手を離し、涙を拭く。

「確認するまで、不安だったのです。でも、ユナ様は間違いなく、わたしの夢に出てきた希望の光です」

「そんなことまで分かるの？」

「何度も夢に出てきて、何度も摑もうとした光です。ユナ様から同じものを感じます。間違いありません」

　サクラは力強く答える。

　そして、嬉しそうに微笑む。

　サクラはお礼を言って、わたしから離れ、座り直す。

「それじゃ、本当に未来を夢で見ることができるの？　あと、なんでも見ることができるの？」

「いえ、わたしが見ることができるのは自分に関わることだけです。あと、なんでも見ることはできません。見えるものは気まぐれで、見たいと思っても自由に見ることはできません。逆に見たくないと思っても、見えてしまいます」

「自分の未来しか見ることができないの？」

「はい、自分の関わる未来が、見えているんだと思います」

　どうやら、他人の未来を見ることはできないらしい。

「一つ聞いてもいい？」

「はい、わたしにお答えできることでしたら」

「わたしが助けなかった場合の未来はどうなるの？」

「封印が解かれ、魔物が復活して、多くの人がわたしの目の前で死んでいきます」

「その復活したあとの魔物はどうなるの？」

「分かりません。わたしも死にます。その後、討伐されたかもしれません。さらに被害が出たのかもしれません。でも、未来のわたしが死んだことで、その先のことを知ることはできません」

　それって、つまり、何度も自分が死ぬところを見たってこと？

　逃げなかったの？　それとも、逃げられなかったの？

　この女の子は、何度も、何度も、何度も、自分が死ぬところを夢の中で経験した。でも、その中で希望の光、わたしを見つけた。摑むことができなかった光。さっきの涙の理由が分かった気がした。

「でも、その絶望する夢の中で、光を見つけました。その光は遠くにありながら、温かさを感じました。光はゆらゆらと揺れ、光をよく見ると獣の形をしており、人が乗っていました」

　そう言って、くまきゅうを見る。

　乗ってきたのはくまゆるだけどね。

「わたしはその光を希望の光と名付けました。でも、どうやって、希望の光をこちらに呼べばいいか分かりませんでした。光はゆらゆらと揺れ、自由気ままに動きました。わたしは一生懸命に摑もうとしましたが、摑むことはできませんでした。でも、あるとき、海からやってくることが分かりました」

　その辺りはシノブから聞いている。

「国王陛下は海からやってくる獣に乗った者を出迎えるため、兵を配置しました。でも、希望の光は消えてしまいました。ですので、すぐに兵を引き揚げました」

　サクラはシノブから聞いた話をしてくれる。

　そして、最終的にシノブが獣に乗ったわたしに接触することになった。

「未来って変えることができるの？」

「小さい力では無理ですが、大きな力を持った者の意思によって変えることができます」

「大きな力？」

「国王陛下などの力です。国王陛下が動けば、国が動きます。まず、海から獣に乗って現れるのは分かりました。それで、獣がどれほどの危険かもしれないので、国王陛下は兵を準備しました。でも、その日の夜の夢では光は遠ざかり、消えました。わたし個人では変えることができない未来でも、力ある者が動けば変えることはできます」

　もし、魔物の群れが襲ってくるのが分かった場合。魔物を倒す力を持っていないサクラ個人が立ち向かっても未来は変わらない。でも、国王が軍を動かせば未来は変わるってことらしい。

「シノブから聞いたけど、わたしの実力を測るためにジュウベイさんと戦うことになったらしいけど。サクラの希望の光って言葉を国王は信じなかったの？」

　サクラは首を横に振る。

「国王陛下ではなく、重鎮たちや古い言い伝えを守る者たちです。よそ者にあの土地に入られるのを嫌い、わけが分からない者に救いを求めてもいいのかと、好意的でない意見も出ました。国王陛下もわたしだけの言葉を聞くわけもいかず……」

　サクラは言い難にくそうに頭を下げてしまう。

　それで、あんな面倒なことになったわけか。

　確かに希望の光って、サクラしか分からない。他の人からしたら海から獣がやってくると言われたら怪しむのもしかたないかもしれない。

　しかも、その者の実力も分からない。好意的でなく、敵意を持った者かもしれない。

　でも、やってきたのはクマに乗ったクマの格好した女の子だ。余計に困ったかもしれない。

「あと、わたしのこの夢のことは秘ひ匿とくされていて、一部の者しか知らなかったこともあり、ユナ様には不愉快な思いをさせることになりました」

　サクラは申し訳なさそうにする。

「それで、確認だけど、本当にこんな格好しているわたしに頼むの？　他の人たちが文句を言ってくるんじゃないの？」

　わたしの格好は着ぐるみを着たクマだ。一般的に見れば魔物を倒せるようには見えない。

「ジュウベイに勝ったのです。誰にも文句は言わせません。それでもユナ様の力を疑うなら、その者は国家の一大事を理解していないだけの愚か者です」

　サクラは膝の上に乗せている小さな手を強く握り締める。

　本当は戦わせたくなかったんだと思う。

　そのことはシノブが部屋に入ってきたときの表情を見れば分かる。




　今、わたしは目の前の女の子を助けたいと思っている。

　わたしに頼むなら、初めからサクラが来ていればよかったんだと思う。

　初めが間違いだった。国王に伝えたから、こんなに大事になった。

　もし、目の前にいるサクラが会いにきたら、話を聞いたと思う。

　そして、このように真剣に話されたら、自分にできるならと引き受けたと思う。

　そう考えると、わたしの攻略方法って、子供？

　フィナのときや、ブラックバイパーのときも、孤児院のことも、ノアのお願いの魔物１万、ミサの誕生パーティーのこと、砂漠でのカリーナと、全てに子供が関わっている。

　どうやら、わたしは子供に弱いみたいだ。
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　わたしはある日を境に、未来のことを夢で見るようになりました。

　でも、それは凄すごい力を手に入れたと同時に怖いことでした。

　未来が見えるのは良いことだけではありません。嬉しいことも、悲しいこともあります。

　それに、この力は万能ではありませんでした。見たいものを見せてくれるわけではありません。未来は良いことも悪いことも勝手にわたしに見せます。

　わたしの知り合いが死ぬところを見てしまったこともあります。




　そして、ひと月ほど前、わたしはまた夢を見ました。国の中心にあるリーネスと呼ばれる島が黒い霧に覆われ、黒い霧は街を襲い、人々が殺される夢でした。その中にはわたしを守るために死んでいく兵士がいて、最後はわたしもなにもできずに死ぬ夢でした。

　朝、起きたときは嫌な夢を見たぐらいに思いました。

　でも、夢は３日連続で見ました。

　未来を見る夢は年に数回程度と少ないので、普通の夢と思って、気づかないことのほうが多いです。

　でも、これは未来のできごとです。

　リーネスの島は過去に魔物が封印された島です。黒い霧は魔物を暗示しているのかもしれない。

　夢は未来の全てを見せてくれるわけではありません。断片的な部分を見せてくれるだけです。

　わたしの夢のことを知っている数少ない人のうち、国王陛下に夢で見たことを伝え、魔物が封印されているリーネスの島を調べてくれるよう進言しました。国王陛下はすぐに調べてくださいました。そして、封印の一部が弱まっていることが分かりました。

　国王陛下はすぐに対処するために動きます。

　ですが、魔物が封印されているリーネスの島には男性は入ることができません。　そのため、国王陛下は対応に追われていました。

　絶対にあんな夢を現実にしてはいけない、と。




　対応策が見つからないまま、日が過ぎていきます。夢の中では毎日、何度も死ぬ夢を見ました。寝るのが怖い。でも、少しでも対処方法を探さないといけない。きっと、夢の中に手掛かりがあるはず。

　でも、今日も皆が死んでいきます。

　何もできない。ただ、黒い闇に襲われてみんな死んでいく。わたしも何度も死にました。

　絶望しかない。

　闇が迫ってくる。暗い、怖い、苦しい、体が痛い。体を引き裂かれるみたいに痛い。

　誰か助けて。

　早く、夢から覚めて。

　この悪夢から逃げたい。

　そんな絶望の中、わたしを照らす光が現れました。その光は温かく、優しい光でした。

　その光は痛みや苦しみを和らげてくれる。

　わたしは光に救いを求めるように手を伸ばします。でも、光は遠くへ逃げていく。わたしの小さな手では届きません。

　わたしは力を絞って、光を追いかけます。

　わたしは一生懸命に手を伸ばします。足元を見ていなかったわたしは転んでしまう。光がどんどん離れていきます。

　お願い、行かないで。

　でも、わたしの願いは届きません。光は消え、わたしは闇に取り込まれ、炎に焼かれるような痛みによって、目が覚めてしまいます。

　生きている。

　安あん堵どを浮かべると同時に光のことを思い出します。

　とても温かい光でした。あの死の世界を照らしてくれる光。あの光がこの国を救う希望の光です。




　そして、翌日もその光は絶望の夢の中に現れます。その光を見ていると、心が温かくなる。でも、その光は遠く、わたしの手では届きません。

　お願いします。どうか、助けてください。

　わたしにできることなら、なんでもします。命がほしいなら差し上げます。だから、みんなを助けてください。

　わたしの想いが届いたのか、光がゆっくりと近づいてきます。

　動物？

　光は動物のような形をしていました。

　馬ではない、もっと大きく、狂暴そうな姿形をした獣です。その獣の上に誰か乗っています。

　人の形をした光からは温かいものが伝わってきます。

　この人が、この国を守ってくれる人。

　わたしが光に向かって手を伸ばすと、獣の上に乗った人の形の光はゆらゆらと揺れて離れていきます。

　待って！　お願い！　行かないで！

　わたしの声は届きません。光は東の海に消えていきます。

　そして、わたしは予知夢から覚めます。




　わたしは予知夢のことを知る国王陛下に伝えます。

「つまり、東の海から獣に乗った人物が来るってことか？」

「あの光が何を伝えたいのか分かりませんが、そう感じました」

　国王陛下はわたしの夢のことは伏せ、巫み女このお告げだと言って、重臣たちに話しました。

　重臣たちから、喜びの声と同時に危険視する声も上がりました。

「本当に希望の光なのか？」「その獣は人を襲わないのか？」「獣に乗っているなら、危険じゃないのか？」「その獣の上に乗っている者は信用できるのか？」「よそ者をリーネスに入らせるのか？」「その者にリーネスの魔物を倒せるのか？」「いや、信じるべきだ」「その他に魔物に対応する手段はないだろう」

　獣を危険視する者、リーネスの島に誰とも分からない人を入れるのをよく思わない者。光に助けを求める者。

　国王陛下は、そんな意見を聞き、夢に出てきた光の獣の危険性も考えて、港に兵を並べることにしました。

　わたしは不要だとお伝えしましたが、封印された魔物と同等の力を持っていれば危険かもしれないと言われたら、強くは反論できませんでした。

　その日に見た夢は、海に並ぶ兵を見た希望の光は近寄ることもなく、遠くの海に消えていきました。そして、国は絶望に包まれ、多くの人が死に、わたしも死にました。




　わたしの夢の内容を聞いた国王陛下は、すぐに兵へ撤退の指示を出しました。

　希望の光を出迎えるために重臣に武将、国王陛下、いろいろな人物が選ばれますが、光は近くまで来るが最後は消えていきます。

　でも、誰かが出迎え、頼まないといけない。

　話し合いの中、実力もあり、女であるシノブに白羽の矢が立ちました。

　不思議なことに光は今までにないほどに近づきました。

　シノブの、誰にでも気軽に接する性格が上手くいくのかもしれません。

　それと同時にシノブに希望の光の安全性、実力を確かめることを押し付けることになりました。

　そんな重要な仕事をシノブは笑いながら引き受けてくれました。

「サクラ様が救われるなら、自分はなんでもするっす」

　わたしはシノブにも生きてほしい。誰にも死んでほしくない。




　シノブが東の海に監視に行って数日が過ぎたとき、報告書が届きました。

　それによると、海の上を黒いクマに乗ったクマの格好をした女の子がやってきたといいます。

　意味が分かりません。

　クマに乗ったクマの格好をした女の子？

　クマの格好ってなんですか？

　熊の毛皮を被っているってことなの？

　想像してみると、少し怖い。

　報告書には年齢は13、４歳ぐらいの女の子と書かれていました。

　そんなに小さい子供なのですか？

　そして、海の上をクマが走っていたと書かれていました。

　クマが海の上を走る？

　想像もできません。

　しかも、クマは１頭だけでなく、白いクマもいたと書かれていました。

　ですが、あの獣の形をした光の正体がクマで、その上に乗っていた人物がその女の子なら、わたしが見た夢と同じです。




　わたしは報告書の続きに目を通します。

　海からクマに乗ってきた女の子は陸に上がり、二頭のクマに何かをするとクマは消えたそうです。

　シノブの報告書には「クマは召喚獣で、送還したのでは」と書かれていました。

　それから、すぐの接触は避け、女の子を観察したと書かれていました。女の子は街並みを楽しそうに見ながら歩き、旅館に泊まったそうです。

　現状では目立った行動もなく、希望の光かどうかは判断がつかないと書かれていました。

　ただ、その日の夜、夢は見なかった。

　どのようになったか、分からない。良い方向に進んだと思いたいです。




　翌日の夜、待っていた新しい報告書が届きました。

　女の子は畳など、いろいろなものを買っていたと書かれていました。しかも、畳を60枚も買ったとも。

　そんなに？

　さらに、手にしていたクマの手袋がアイテム袋になっているそうです。

　クマの手袋？

　ダメです。文章だけでは想像がつきません。

　会いに行って、実際に自分の目で確かめたい。

　会えば、分かるはずです。

　でも、それはできない。シノブの邪魔をするわけにはいきません。




　わたしは報告書の続きを読む。

　接触に成功したみたいです。

　女の子が冒険者ギルドに立ち寄ると、村がかまいたちに襲われて困っている人がいて、その依頼を受けたそうです。

　シノブも一緒にその依頼を受けることになったと書かれています。

　無事に接触できたことに安堵しました。

　クマの格好をした女の子の名前はユナ様。

　シノブはかまいたちとの戦いを見て、女の子の実力を確かめ、希望の光なのか判断するといいます。

　もし、希望の光の可能性があれば、ジュウベイと戦うことになる。不安になります。




　朝、起きる。今日も夢は見ませんでした。

　ただ、見なかっただけ？　なにかが変わったの？

　夢を見ても不安になるけど、見ないのも不安になる。

　その日の夜、新しい報告書が届きます。

　報告書には興奮気味に女の子が黒と白のクマの召喚獣を召喚したと書かれてました。

　名前は黒いクマがくまゆる、白いクマはくまきゅうというそうです。

　可愛かわいらしい名前です。

　そして、女の子は簡単にかまいたちを討伐したと書かれていました。

　かまいたちが、どれほどの強さかは分かりませんが、シノブの報告書でも凄すごいってことが伝ってきます。

　そして、シノブが親の仇かたきとして、ジュウベイと戦うことをお願いすると、了承してくれたらしいです。ジュウベイとシノブが戦うのも不安ですが、女の子がジュウベイに勝てるか不安になります。もし、ジュウベイに勝てないようだったら、希望の光とは認められません。

　それは分かります。ジュウベイに勝てない者が、封印された魔物に勝てるとは思えない。

　女の子に希望の光であってほしい気持ちの一方で、13、14歳の女の子をジュウベイと戦わせ、魔物と戦わせようとしていることに、罪悪感が湧き出てきます。

　でも、希望の光だったら、わたしは国を守るために、その女の子に頼まないといけません。

　そして、今日はジュウベイと戦うことになっています。

　わたしはシノブからの報告を待ちます。不安でいっぱいです。ジュウベイとシノブが本気で戦う。さらに希望の光だと思われる女の子とジュウベイが戦う。

　全員が無事に戻ってきてほしい。そして、女の子が希望の光であってほしい。




　不安の中、夜遅くに報告が届きます。女の子はジュウベイに勝ったと書かれていました。

　信じられませんでした。

　あのジュウベイに勝ったの？

　間違いなく、女の子は希望の光です。

　わたしの目から涙が落ちる。

　早く女の子、いえ、ユナ様に会いたい。

　そして、今回のことを謝罪しないといけません。
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「ユナ様、お聞きしたいことがあるのですが、よろしいでしょうか？」

「なに？」

「ユナ様には黒と白のクマがいて、人が乗れるほど大きいと報告を受けていたのですが、そのクマさんと違うクマさんがいるのでしょうか？　同じお名前のようですが」

　サクラはわたしが抱えているくまきゅうに視線を向ける。

　くまゆるとくまきゅうの報告は受けているみたいだけど、流石さすがに街に入ったときに子熊化したことまでは報告されていないらしい。

「ユナのクマは小さくなったり、大きくなったりできるみたいっす」

　わたしが答える前にシノブが説明する。

　口止めするのを忘れていたね。

「そうなのですか？」

　サクラはくまきゅうのことをジッと見つめる。その目は年相応の子供のような目に変わる。

「大きくしていいなら、するけど」

「よろしいのですか！」

　サクラは目を輝かせる。

　わたしはくまきゅうを横に置いて、元の大きさに戻す。

「ほ、本当に大きくなりました。確か、お名前はくまきゅう様でしたよね」

　くまきゅう様って。わたしのこともユナ様って呼ぶし。

　なにか、むずがゆい。わたしは様付けされるほど、大層な人間ではない。ただの元引きこもりゲーマーだ。

「ユナ様。その、ご迷惑でなければ、黒いクマのくまゆる様も見せていただくことは……」

　サクラは少し遠慮がちにお願いする。

　もう、すでに報告を受けて、くまゆるのことも知っているようだし、隠すこともないので召喚してあげる。

「くまゆるだよ」

「くぅ～ん」

　くまゆるはサクラに向かって挨あい拶さつをする。

「くまゆる様、くまきゅう様。とても、神こう々ごうしいです」

　サクラは今にも手を合わせて拝みそうな雰囲気だ。

「「くぅ～ん」」

　サクラの言葉にくまゆるとくまきゅうが「そう？」って感じに首を傾かしげる。

　この緩んだ顔のくまゆるとくまきゅうが神々しく見えるの？

「シノブ、サクラを医者に見せたほうが」

「気持ちは分かるっすが、別に病気じゃないっすよ。サクラ様にはそう見えるだけっす」

　つまり、シノブにはくまゆるとくまきゅうが神々しく見えないってことだよね。

「シノブにはこの神々しいお顔が見えないのですか？」

　くまゆるとくまきゅうがシノブのほうを見る。

　シノブもくまゆるとくまきゅうを見る。

「えっと、その、なんとなく、見えるっす。眩まぶしいっす」

　シノブは手で目を隠し、眩しい仕草をしてみせる。

　うん、絶対に見えていないよね。わたしも見えないもん。

　この緩んだ顔だよ。可愛かわいいけど、神々しくはないね。

　それとも神様にもらったクマだから、巫女であるサクラにはそう見えているとか？

「これが光の獣。ユナ様、触れさせていただいてもよろしいですか？」

「触るぐらいなら、いいけど」

　サクラは変なことはしないと思うので、許可を出す。

　サクラはくまきゅうの手を握る。

「ユナ様と同じ力を感じます。それに柔らかくて気持ちいいです」

　それから、くまゆるの手を握り、同じ感想を漏らす。

「ありがとうございました」

　サクラは満足したようで座り直す。

　そして、今度はわたしがサクラに尋ねることにする。

　今回の依頼を引き受けるにしても、尋ねておかないといけないことがある。わたしにだって、できることと、できないことはある。タールグイみたいな化け物だったら、倒すのは無理だ。

「封印されている魔物について聞かせてもらえる？　それとも国王か、他の誰かに聞いたほうがいい？」

「わたしが知っている範囲でよろしければ、お話しします」

　そう言って、サクラは説明してくれる。




　１００年以上前に、この国の人々は皆で力を合わせて、魔物を弱らせ、リーネスの島に封印したこと。

　封印された魔物は人の邪気を吸い取るため、島の出入りを禁じたこと。

　それでも島に入る男性がいるので、男性が入れない結界を張ったこと。

「どうして、男性だけが島に入ろうとするの？」

「結界を管理する女性が美人だったんっすよ。それで、あの島に美人が一人でいると噂うわさが広まって、島に入る男性が増えたっす」

　女性が一人でいる島に来る男性、そりゃ負の感情あるよね。

「それなら、護衛をつければ」

「人が増えれば、それだけ負の感情が溜まりやすくなるっす。それで、結界を管理する人は一人だけになっているっす」

「それで、その女性が男性が入れないように結界を張ってしまったのです」

　納得。

　わたしだって、そんな結界を作ることができれば、同じことをする。

　でも、そんな都合のよい結界を作れるなんてファンタジーだね。

　まあ、魔法がある時点で、なんでもありなファンタジーだけど。

「その男性が入れない結界は解くことはできないの？」

「結界を張った者が言うには、魔物を封印したときの結界を利用しているため、もし解除してしまうと、再封印もできなくなってしまうそうです」

　一部知らなかったこともあるけど、ほとんどがシノブから聞いた話と同じだ。

　厄やっ介かいなのは男性が入れないことだ。それだけで戦力が落ちる。

「それで、その魔物ってどんな魔物なの？」

　それを聞いていない。それが一番必要な情報だ。

「それは４つの首を持つ蛇の魔物で、大蛇おろちと呼ばれています」

「大蛇……」

「口から炎を吐き、人々を焼き尽くし。風を巻き起こして、人々を切り刻み。水を吐き、人を水没させ。土を使えば人々は押し潰つぶされる」

　大蛇の化け物……日本でいえば八岐大蛇ヤマタノオロチが有名だ。８つの首を持つ、大きな蛇のような妖よう怪かい。今回は魔物ってことになるのかな？

　ブラックバイパーとは違うのかな？　それともヒュドラに近いのかな？

　それと、大きさがいまいちピンとこない。ブラックバイパーぐらいの大きさで、４つの頭があるぐらいなら倒すことはできそうだ。

「それで、ユナ様には大蛇の封印が完全に解かれる前に弱体化させ、再封印する手助けをお願いしたいのです」

「戦うのはわたしだけ？」

「いえ、ユナ様以外にも集められています。ただ、先ほども言ったとおり、島に入れるのは女性だけとなりますので、力不足だと思います。ユナ様が戦ったジュウベイに勝てる者は一人もいません」

　ジュウベイさんは強かった。

　流石にあの人ぐらい強い女性はいないみたいだ。

「ちなみに、わたしも参加する一人っすよ」

　話を聞いていたシノブが口を挟む。

「シノブも？　ジュウベイさんに勝てないのに？」

「これでも自分は強いほうなんすよ。師匠に勝てるユナがおかしいんっすよ。なんすか、あのナイフの扱いは。師匠の刀をあんなに簡単に防ぐ人なんて、見たことがないっすよ。それに、大きなクマの壁もなんすか」

　クマ魔法はわたしの奥おう儀ぎであり、必殺技、究極魔法だ。

　その分、魔力を消耗する。

　クラーケンのときみたいに一方的に攻撃できれば白クマがいいんだけど、そうはいかないよね。

「ユナ様。どうか、わたしたちに力を貸していただけないでしょうか？」

　サクラは深々と頭を下げる。

　４つの首を持った大蛇。倒せるかわからない。でも、先ほどのわたしの手を摑つかんで泣いたサクラの顔も忘れられない。何度も知り合いや大切な人、そして自分が死ぬ夢を、この小さな女の子が体験している。夢でもつらいはずだ。そして、わたしが手伝わなければ、それが現実になるかもしれない。

「倒せないかもしれないよ」

「わたしは自分の夢を信じています。だから、ユナ様を信じています」

　わたしのことを真っ直ぐな目で見つめる。

「無理だったら、逃げるよ」

「はい、それで構いません」

　サクラは悩むこともせず、即答する。

　サクラって見た目どおりの年齢だよね？

　見た目は子供、頭脳は大人じゃないよね？

「サクラって何歳？」

「えっと、10歳ですが、それが？」

　見た目どおりの年齢だった。

「分かったよ。どこまでできるか分からないけど、手伝うよ」

「あ、ありがとうございます」

　サクラの表情は真剣な表情から、年相応の可愛らしい女の子の笑顔に変わった。

「あまり、期待はしないでね」

「信じています」

　重いよ。サクラの信頼が重い。

　純粋な少女の気持ちは裏切りたくないけど、どうなるかは本当に分からない。

「話は終わったっすね。それじゃ、先ほどから、部屋の外で待っている人をお呼びするっすね」

　シノブは立ち上がると、わたしたちが入ってきた襖ふすまを開ける。

　そこにはジュウベイさんと、袴はかまを穿はいた男性がいた。

「やっと、話が終わったか」

　男性はそう言うと、部屋の中に入ってくる。

　年は40歳ぐらい。顎あご髭ひげを生やし、体格は大きい。

「本当に、クマの格好をしておるな。それに黒と白のクマ、報告どおりだな」

　男性はわたしを見てから、くまゆるとくまきゅうに目を向ける。

　怖がる様子はない。

「サクラ、この娘で間違いないのか？」

「はい、間違いありません。希望の光です」

「そうか。それでどうなった？」

「力を貸していただけることになりました」

「分かった。全員、後ろを向いて、耳を塞ふさげ！」

　男性がそう言うと、シノブ、ジュウベイさん、サクラの３人は後ろを向き、耳を塞ぐ。

　何事？

　男性はわたしの前に来ると、大きい動作で正座をする。

「俺はこの国の王、スオウ。このたびはこのように無礼を働いたことを謝罪する。そして、力添えしてくれることに感謝する」

　男性は深々と頭を下げる。

「……国王？」

　男性は頭を上げる。

「国王という立場もあり、臣下の前で謝罪できないので、この場でさせてもらった」

　臣下の前って、後ろを向いて耳を塞いでいるとはいえ、ジュウベイさんもシノブ、それからサクラもいるよ。国王がクマの着ぐるみを着た女の子に頭を下げていいの？

「皆、こっちを向いていいぞ」

　国王がそう言うと、何事もなかったように、後ろを向いて耳を塞いでいた３人はわたしたちのほうに振り返る。

　誰も突っ込まないの？

　耳、塞いでたよね？

　聞こえていたよね？

　聞こえたから振り返ったんだよね？

　それでいいの？

　わたしは突っ込まないよ。
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「国王陛下、それで城のほうは？」

　サクラはなにもなかったように尋ねる。

　なに、このスルー技術。

　周りも気にした様子はない。

　わたしも真似をして、スルーすることにする。

「黙らせてきた。どんな格好をしてようが、年齢が低かろうが、ジュウベイを倒した強つわ者ものだ。それにあいつらも各々で報告を受けているだろうから、文句は言わないだろう」

　国王はそう言ってわたしを見る。

　どんな格好って。クマだから否定はできないけど。

「だが、報告は受けていたが、こんなに小さな女の子だとは思わなかったぞ。サクラの言葉じゃなければ疑うぞ」

　ち、小さくないよ。国王が大きいんだよ。

　でも、サクラの言葉は信じるんだ。

　そして、国王は後ろにいるジュウベイさんを見る。

「ジュウベイ、本当に、この者に負けたのだな？」

「はい。見た目とは違い、わたしとシノブの戦いを見ても臆おくすることもなく、シノブが危険なときに身を挺ていして守り、本気を出したわたしに勝ちました。この命に誓って、彼女はどの武将よりも誰よりも強いことを証明します」

「そうか。異国には小さくても強い者がいるんだな」

　いや、いないと思うよ。

　今のところ、わたしより強いと思う人には出会っていない。

　それだって、神様からもらったクマ装備のおかげだ。クマ装備がなければ、なんの力もない女の子だ。

　そして、国王は左右にいるくまゆるとくまきゅうに目を向ける。

「それと、これがサクラが言っていた希望の獣か。猛たけ々だけしいと聞いていたが、なんというか怖くないクマだな」

「「くぅ～ん」」

　国王の言葉にくまゆるとくまきゅうは否定の鳴き声をするが、個人的には戦っているときは格好いいけど、通常モードのときは顔は緩んでいるから、国王の言葉に反論できない。

　もっとも、いつも猛々しい顔だったら、子供たちは怖がって近寄らなかったと思う。

「触っても大丈夫か？」

「危害を加えなければ」

「そんなことはせぬ。それじゃ、触らせてもらうぞ」

　国王はくまきゅうの体に触れる。

「おお、肌触りがいいな。気持ちいいぞ。それに白くて綺き麗れいだな。こんな毛皮が欲しいな」

　そう国王が言った瞬間、くまきゅうは素早い動きで国王から離れ、わたしの後ろに隠れる。

「くぅ～ん」

　そんな大きな体はわたしの体じゃ隠れることはできないよ。

　もちろん、国王がそんなことをしようとすれば守るけど。

　国王は逃げたくまきゅうを見ている。

　わたしが「冗談でも言わないでもらえる」って声をかけようとしたとき、サクラが先に口を開く。

「伯お父じさま！　言葉には気をつけてください。シノブたちがどれほど苦労して、ユナ様やくまゆる様、くまきゅう様を連れてきてくださったと思っているのですか。もし、ユナ様が伯父さまの言葉に怒って、この国を去ってしまったら、どうするんですか！」

　国王に向かって、サクラが怒る。

「すまぬ。別に毛皮にするつもりはない。ただ、気持ちがよかったと言いたかっただけだ」

　国王は素直に謝る。

　あれ？　今、国王のことを「おじさま」って言わなかった？

「それは分かります。ですが、言ってよいことと悪いことがあります。ご自分の言葉には責任を持って発言してください。その一言に国の命運がかかっているのです」

「分かった、分かったから怒るな。あと、サクラ。ここでは国王と呼べ」

「申し訳ありません」

　今度はサクラが謝罪する。

「おじさまって、２人の関係は？」

「サクラはわたしの妹の娘だ」

「それじゃ、サクラは王族？」

「違います。母は父と結婚して、王族ではなくなりました」

　一般人と結婚をすれば、王族でなくなるという話は元の世界でも聞いたことがある。

「なので、わたしは普通の巫み女こです」

　普通の巫女は予知夢を見ることはできないと思うけど。

　だけど、国王がサクラの言葉を信じた理由が分かった気がした。どちらかというと周囲の人間が否定的だった感じだ。

「だから、国王はサクラの言葉を信じていたんですね」

「ああ、妹も不思議な力を持っていたからな」

　国王はなにか懐かしそうな表情をする。その言葉にサクラたち他の３人は無言になる。

　そんな中、サクラが口を開く。

「お母さまとお父さまは、わたしが小さいときに亡くなりました」

　サクラは重い話をさらっとする。

「だから、俺が父親代わりをしている。しかし、立場があるゆえ、公の場では、国王と呼ばせている」

　それで、さっきの国王陛下呼びの話になるんだね。

　10歳なのに親がいないのは可か哀わい想そうには思う。でも、わたしは両親を亡くしたり、捨てられたりした子供をたくさん知っている。孤児院の子供たちの顔が思い浮かぶ。サクラよりも小さい子供たちだ。それでも、悲しまず、元気に暮らしている。子は親がいなくても成長するが、大人の助けは必要だ。だから、院長先生やリズさんがいる。

　それにサクラには国王やシノブがいるし、性格も真っ直ぐに育っているようだから、心配はなさそうだ。

　わたしみたいにひねくれた性格にならないように育ってほしいものだ。

「それじゃ、わたしと一緒だね。わたしも両親にはもう会えないから」

「ユナ様もですか？」

　噓うそは言っていない。

　元の世界に戻れるアテはない。だから、会える可能性は低い。それにそもそも、戻りたいかと問われれば悩んでしまう。

　行き来できるなら、戻ってもいいけど。二度とこっちに戻れないなら、こっちを選ぶと思う。こっちの世界には大切な人たちがたくさんできたからね。

「うん。だけど、わたしにはくまゆるとくまきゅうがいるから大丈夫だよ」

　わたしは家族であるくまゆるとくまきゅうを見る。

　くまゆるとくまきゅうは嬉しそうに「「くぅ～ん」」と鳴く。

「わたしも伯父さまたちがいますから、大丈夫です」

　サクラは笑顔で答える。

　その顔には寂しさは感じられない。

「それで、ユナといったな。話はどこまで聞いた？」

　わたしはサクラから、大蛇のことや封印が解けかかっていること、弱めてから再封印することを聞き、大蛇と戦うのを了承したことを話す。

「命の危険があるかもしれないのに、本当によいのか？」

「そうだね。国のために命を賭かけてまで戦ったシノブとジュウベイさん。それから、幼い身で苦しんでいるサクラ。話を聞いたら断れないよ」

　本当は面倒くさいことはお断りだけど。まだ、和の国を満喫してないし。もし、和の国が滅んでしまったら、味噌や醤油などの食材が失われてしまうかもしれない。和の国が滅ぶのは避けたい。

「そうか。感謝する」

　それに、こんな幼い女の子を見捨てるわけにはいかない。

「初めに言っておくけど、倒せる確証なんてないからね」

　だからといって、安請け合いはできない。

　大蛇おろちと戦ったことはないし、見たこともない。クマ魔法がどこまで通用するかは戦ってみないと分からない。

「サクラが希望の光と言ったお主が、力を貸してくれるだけでもありがたい」

「ユナ様がいれば、きっと未来は変わります」

　サクラは信じ切った目でわたしを見る。

「できる限り頑張るよ」

　サクラの期待にどこまで沿うことができるか分からないけど、引き受けたからには頑張るつもりだ。

「それで、今回のことが無事に終わったら礼がしたい。俺に叶かなえられる願いなら聞くつもりだ。なにか欲しいものはあるか？　金か？　地位か？」

　どちらもわたしには不要な代物だ。

　あえて答えるとするなら、クマの転移門を設置する場所だ。クマの転移門を設置しないとクリモニアに帰ることができないし、ここに来ることもできない。できれば、出入りしても目立たない場所がいい。でも、家なら買えるし、何か簡単に手に入らないものがいいね。

　だから、わたしはこう答える。

「お金も地位もいらないよ。お礼については、大蛇を無事に封印して、わたしの貢献度で判断してくれればいいよ。そのときにあらためてお願いするよ」

　つまり、終わってからお願いするってことだ。

「わかった。そのときはできる限り希望を叶えられるようにしよう」

　国王は約束してくれた。

　もし、封印に成功したら、温泉のある家を頼んでもいいかも？　クマの転移門も設置できるし一石二鳥だ。

　それぐらいだったら、許容範囲内のお願いだよね？

「それでは俺は行く。サクラ、ユナのことは頼む」

　国王はわたしのことをサクラに頼むと、「今回の件で、まだやることがある」と言って部屋を後にした。ジュウベイさんも頭を下げると国王と一緒に部屋を出る。

　部屋にはサクラ、シノブ、わたしにくまゆるとくまきゅうが残る。

　そして、わたしのことを任されたサクラにこれからのことを尋ねることにする。

「それで、わたしは封印が解けるまで待てばいいの？」

　でも、いつ解けるか分からない封印を待つのは流石さすがに困る。一度、どこかにクマの転移門を設置して、封印が解けるころに来るという方法もある。

「そのことですが、ユナ様にはカガリ様にお会いしていただきたいのですが、よろしいでしょうか？」

「カガリ様？」

　また新しい名前が出てきた。

「カガリ様は大蛇が封印されているリーネスの島で、長年、結界を管理してきたお方です。結界や封印された魔物について、一番詳しい方です」

　長年ってことは、かなりの年のいった女性のイメージが浮かぶ。もしかすると人生の大半を大蛇の封印に捧げてきたのかもしれない。その手の漫画や小説を読んだことがある。

　代々その封印を守るため、多くの人が人生を棒に振ってきたのかもしれない。そう考えると可哀想に思えてくる。

　できるか分からないけど、そのお役目から解放してあげたい。

「うん、分かったよ。そのカガリ様って人に会うよ」

　何より、少しでも大蛇の討伐方法の情報が欲しい。

「ありがとうございます。それでは明日、カガリ様のところに案内します」

「それじゃ、わたしは船を手配しておくっすね」

「シノブ、ちょっと待ってください」

　部屋から出ていこうとするシノブをサクラが止め、わたしを見てから、くまゆるとくまきゅうに視線を移す。

「あのう、ユナ様。お尋ねしてもよろしいでしょうか？」

「なに？」

「ユナ様はくまゆる様とくまきゅう様に乗って、海の上を渡って、この国に来たとお聞きしたのですが、本当ですか？」

　シノブに見られて、報告済みなら、誤魔化してもしかたないので頷うなずく。

「本当だけど」

「その、できましたら……」

　今にも消えそうな小さな声だ。

「もしかして、乗りたいの？」

　サクラの顔を見ていると、そんな表情をしている。

　乗りたいけど、我が儘ままは言えないって感じだ。

「えっと、あの、その、はい」

　サクラは下を向きながら、遠慮がちに小さく頷く。

「お話を聞いたとき、海の上を走るって、夢のような話だと思いました。その、ご迷惑でなければ」

　チラッとくまゆるとくまきゅうを見る。

　どうやら、くまゆるとくまきゅうに乗って、リーネスの島まで行きたいみたいだ。

　まあ、知られているし、今更だ。それに船に乗っていくとなると、船乗りたちにわたしの格好を見られるってことだ。それはそれで面倒くさいことになりそうだ。

　わたしとしてもくまゆるとくまきゅうに乗っていったほうが気が楽だ。

「別にいいけど。人前じゃ乗せられないよ。クマが現れたら、驚かれるし、クマが海の上を走るところを見られて騒ぎになっても困るから」

　普通のクマは海の上を走らない。

「……シノブ」

　サクラはシノブに助けを求めるように目を向ける。

「そうっすね。それなら、人に見られずに、海に出られるいい場所があるっす」

　シノブは少し考えて、答える。

「本当ですか？」

「本当っすよ。それじゃ、船の手配は中止にして、みんなでくまゆるとくまきゅうに乗って、カガリ様に会いに行くっす」

　どうやら、シノブもくまゆるとくまきゅうに乗る気でいるみたいだ。

　とりあえず、わたしたちはくまゆるとくまきゅうに乗って、リーネスの島に行くことになった。
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「でも、サクラも一緒に来るの？　案内ならシノブに任せればいいんじゃないの？　大蛇おろちが封印されている島に行くのは危険じゃないの？」

「まだ、封印は解けないので大丈夫です。それにわたしが行かないと、カガリ様はユナ様とお話をしてくださらないかもしれません」

　サクラはわたしをジッと見て、少し言い難にくそうに言葉を続ける。

「その、ユナ様の格好は、クマさんですので……」

　確かにクマの格好をしたわたしが「わたしがサクラの言っていた希望の光です」と名乗っても、信用はされないはずだ。

　シノブが「このクマがサクラ様が言っていた希望の光っす」と紹介しても、何か軽くて、冗談を言っているようにしか聞こえない。

　でも、国王の姪めいであり、巫み女ことして知られているサクラが一緒なら、信用してくれる可能性が高い。そもそも、わたしが自分で希望の光って名乗るなんて、恥ずかしくてできない。そう考えると、サクラに一緒に来てもらったほうがいいのかもしれない。

「それにカガリ様は好き嫌いがハッキリとしている人っすからね」

　わたしも好き嫌いがハッキリしているから、そのカガリ様って、わたしに似ているかも。




　明日の予定も決まり、今夜はこのお屋敷に泊まることになった。

「そうだ。シノブ、これは返すよ」

　わたしはシノブから預かったお金が入った袋を出す。

　先ほど、国王と褒賞について話をしているときに思い出した。

　もしシノブが死んだ場合、代わりに親の仇かたきだったジュウベイさんを倒すのが、シノブに頼まれたわたしの役目だった。でも、シノブは死ななかった。シノブが生きていたら、お金は返すことになっていた。

「それは……」

　シノブはお金が入った袋を見て、手を伸ばそうとするが、すぐに引っ込める。

「受け取れないっす。ユナはわたしとの約束を守って師匠と戦ってくれたっす。そして、師匠を倒したっす。だから、そのお金はユナのものっす」

「確認するけど、このお金は国の？」

「違うっす。わたし個人のお金っす。あのときはどうしてもユナに師匠と戦ってもらわないといけなかったっす。だから、そのお金は自分の判断で決めたっす」

　お金はシノブの独断で、自分のものを出したみたいだ。

　このお金が国から出ているならもらっていたが、シノブ個人のお金なら話は別だ。お金を稼ぐのがどれだけ大変かを、わたしは知っている。

　そして、演技とはいえ、命を賭かけてジュウベイさんと本気で戦った。もしかすると、本当に死んでいたかもしれない。そんな想いがこもったお金は受け取れない。

「返すよ」

　わたしはもう一度言って、お金が入った巾着袋を差し出す。

「ユナ？」

「だって、シノブが死んだ場合に、わたしがもらう約束だったでしょう。でも、シノブはちゃんと生きているでしょう」

「そうっすが、ユナは親の仇である師匠を倒したっす。約束ではユナが仇を討ってくれることっす。それが演技だとしても、ユナは約束を守ってくれたっす。それを受け取ったら、全てが噓うそになった気がするっす。あのときのわたしは死ぬ覚悟で師匠と戦ったっす。師匠もわたしもお互いを殺す気で戦ったっす。あの気持ちは噓じゃないっす」

　分かっている。あのときのシノブの表情が本気だと思ったから、引き受けた。だからこそ、このお金は受け取れない。このお金にはシノブの気持ちがこもっている。

　でも、お金を返そうとしてもシノブは受け取る気はないらしい。だけど、それはわたしも同様だ。

　だからわたしはよく、漫画やアニメにあるシーンの真似をしてみる。

「それじゃ、これだけもらうよ」

　お金が入っている巾着袋から金貨を一枚抜き取る。

「ユナ？」

「これで、お金をもらったことになるし、それと同時にシノブが生きていたら返す約束も果たせるでしょう。これならお互いの約束を守ったことになるよね？」

　わたしの言葉にシノブは啞あ然ぜんとした表情でわたしのことを見ている。

「ユナって、師匠と戦ったときもそうだったっすが、男前っすよね。わたしを救ってくれたとき、格好よかったっす。それに、こんなことをされたら、わたし惚ほれちゃうっすよ」

　わたしはシノブから離れる。

「なんで離れるっすか!?」

　悪いけど、男に興味はないけど、そっちの趣味もない。

「ふふ、ふふ」

　サクラが笑いだす。

「サクラ様？」

「ごめんなさい。ユナ様の格好で男前という言葉を聞いたら、おかしくなって」

　確かに、イケメンが着ぐるみの格好で、格好いいことを言っても、笑えるだけだ。

　言葉もそうだけど、そのときの服装も大切だよね。

　サクラの言葉で場が和み、シノブはお金を素直に受け取ってくれた。




　それから、夕食には豪華な料理が並び、美味しくいただいた。

「いつも、こんな豪華な料理を食べているの？」

「いえ、今日はユナ様がいるので、特別です。伯父様がユナ様をおもてなしするように伝えていったみたいです」

「流石さすが、国王様っすね。ユナに断りづらくさせるためっすね」

　確かに梅干しとご飯だけを出されるより、豪華の料理でおもてなしされると断りづらくなる。

「そんなことはありません。お客様をおもてなしするのは普通です。シノブ、変なことを言わないでください」

「すまないっす」

　まあ、どのようにおもてなしをされているかによって歓迎されているか、されていないかは、料理を見れば分かる。




　夕食をいただいたあとは、お風呂をいただくことになる。

　至れり尽くせりだ。

　確かにシノブの言葉じゃないけど、ここまでされると、断りにくくなる。

「ここのお風呂は温泉っすから、最高っすよ」

　それは楽しみだ。

　わたしは子熊化したくまゆるとくまきゅうを抱きかかえ、サクラの案内で風呂場に向かう。

　知らない土地でクマ装備を外すのは少し不安もあるけど、子熊化したくまゆるとくまきゅうも一緒だから、いざというときも安心だ。

「わたしは外にいるっすから、なにかあったら呼んでくださいっす」

　シノブは脱衣所を守るように立ち、脱衣所の中にはわたしとサクラが入る。

「えっと、どうして、サクラも一緒にいるのかな？」

「ユナ様の背中を流させてください」

「一人で洗えるから大丈夫だよ」

「それでは、くまきゅう様とくまゆる様を洗わせてください」

　それが本音かもしれない。

「くまゆる、くまきゅう、どうする？」

　本人に尋ねる。くまゆるとくまきゅうは「いいよ」って感じに「「くぅ～ん」」と鳴く。

「いいって」

「本当ですか!?　くまきゅう様、くまゆる様、ありがとうございます」

　サクラは満面の笑顔になる。

　サクラは嬉しそうに服を脱ぎ、風呂場に入ると困った表情を浮かべる。サクラはジッとくまゆるとくまきゅうを見ている。

「どうしたの？」

「どちらから、洗えばいいのでしょうか？　わたし選べません」

「それじゃ、わたしがどっちか洗おうか？」

「いえ、ダメです。それでは、わたしの思いが届きません。こうなりましたら、同時に洗います。くまきゅう様、くまゆる様、申し訳ありませんが、わたしの前に来てくださいますか？」

　くまゆるとくまきゅうはサクラの前に移動する。

　すると、サクラは目の前にくまゆるとくまきゅうを座らせると、同時に洗い始める。

「くまゆる様、気持ちいいですか？」

「くぅ～ん」

「くまきゅう様はどうですか？」

「くぅ～ん」

　サクラは子熊化したくまゆるとくまきゅうを交互に洗っていく。くまゆるとくまきゅうは気持ちよさそうにしている。

　くまゆるとくまきゅうのことはサクラに任せ、わたしは自分の体を洗うと、湯船の中に入る。

「うぅ、気持ちいい」

　やっぱり、お礼を頼むなら温泉付きの家だよね。

　まあ、それも無事に封印されている魔物をどうにかできたらの話だけど。

「サクラ、一つ聞いてもいい？」

「はい、なんでしょうか？」

　くまゆるとくまきゅうを洗っているサクラがわたしを見る。

「昨日っていうか、今朝は夢は見たの？」

　サクラは何度も自分が死ぬ夢を見ていた。でも、わたしが現れたことによって、変わったのかもしれない。

「申し訳ありません。ユナ様がシノブと出会ってからは一度も夢は見てません」

「それじゃ、未来が変わったかは分からないんだね」

「はい。でも、絶望でなく、明るい未来が待っているかもしれないと思うと、わたしは嬉しいです」

　つまり、未来はわたしたちが決めるってことだ。

　どこかの青春漫画みたいだね。




　そして、温泉をいただいたわたしはサクラと一緒に寝るため、サクラの部屋に移動する。

　お風呂に入っているときに、遠慮がちに一緒に寝てもいいですかと頼まれ、わたしは了承した。

「それじゃ、わたしは隣の部屋にいるっすから、なにかあったら呼んでくださいっす」

　シノブは隣の部屋で寝るそうだ。

　国王に言われたとおりにわたしのお世話をするみたいだ。

「それじゃ、寝ようか」

「はい。くまきゅう様、今晩はよろしくお願いします」

「くぅ～ん」

　サクラは子熊化したくまきゅうをぬいぐるみのように抱きしめながら布団の中に入る。

「くまゆるは、わたしと一緒だね」

「くぅ～ん」

　わたしは布団の中にくまゆると一緒に入る。

　隣からは、すぐに寝息が聞こえてくる。

　サクラは疲れていたのか、安あん堵どしたのか、分からないけど、今日も悪夢を見ないことを願うだけだ。

　こんな小さい女の子が、何度も死ぬ経験はしてほしくない。

　そして、わたしも温泉の効果もあったのか、すぐに眠りに落ちていった。
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　翌朝、起きるとサクラが布団の上に正座をして、くまきゅうを膝の上に乗せていた。

「おはようございます」

「もう起きていたんだ」

「はい。とてもよい夢を見たので、その余韻に浸っていました」

　サクラは清々しい表情で答える。

「夢？」

「はい。くまきゅう様が守ってくださる夢です。闇の中、わたしが一人で泣いていると、くまきゅう様がどこからともなく現れ、わたしを優しく抱きしめてくれました。温かく、不安が消えていくような安心感に包まれました。さらにくまきゅう様は『くぅ～ん』と鳴くと、まばゆい光で闇を消し去り、わたしを守ってくれました。その姿はとても凛り々りしく、格好よかったです。こんなに安らかに眠れたのは久しぶりです。くまきゅう様、ありがとうございます」

「くぅ～ん」

　くまきゅうはそんなことはないよ、って表情で鳴く。

　これも予知夢になるのかな。

「それじゃ、大蛇の封印は成功するの？」

　わたしの質問にサクラは首を横に振る。

「分かりません。たぶん、この夢は予知ではないと思います。わたしの不安が見せた夢の中で、くまきゅう様が助けてくれたんだと思います」

　わたしもくまきゅうやくまゆるが一緒にいると安心して眠れる。安らぎを与えてもらえる。もしかすると、くまゆるとくまきゅうにはそんな力があるのかもしれない。

　一応、神様が与えてくれたクマだし。顔を見ると、そんなふうには見えないけど。




　そして、シノブがやってくるとみんなで朝食をいただき、リーネスの島に向けて出発する。

　シノブの話では、馬車で海岸まで行って、そこからくまゆるとくまきゅうに乗ってリーネスの島に行く予定になっている。

　用意されている馬車を見ると、ハヤテマルが繫つながれている。

「早く乗ってくださいっす」

　シノブが御者台に乗るとわたしたちに声をかける。

　どうやら、シノブが馬車を操縦するらしい。

　まあ、他の人がいたら、くまゆるとくまきゅうが海の上を走ることはできない。

「それじゃ、行くっす」

　わたしたちが馬車に乗ったのを確認すると、シノブは馬車を動かす。

「サクラ様、くまきゅうのことが気に入ったようっすね」

　御者台に乗っているシノブが話しかけてくる。

　サクラは大切なものを抱えるように子熊化したくまきゅうを膝の上に乗せている。フィナやノアが可愛かわいがるのとは、少し違う感じだ。

　ちなみにわたしは膝の上に子熊化したくまゆるを乗せている。

「くまきゅう様と一緒にいると、安心できるんです」

「その気持ちは分かるっす。柔らかくて、気持ちいいっすからね」

　その言葉には同意だ。くまゆるとくまきゅうを抱きしめると、凄すごく気持ちいい。

「もちろん、気持ちいいのですが、くまきゅう様を抱いていると不安な心を落ち着かせてくれるんです」

　夢に出てきたくまきゅうの活躍のおかげもあるみたいだ。

「あと和の国では白は幸福を運んできたり、穢けがれのなさを象徴とする色とされています。だから、余計にそう思ってしまうのかもしれません」

「くぅ～ん」

　色が黒いくまゆるが少し悲しそうに鳴く。

「別にくまゆる様が穢れているとか、不幸を呼ぶとかではありませんから、そんな顔はしないでください」

　わたしの膝の上に乗っているくまゆるの悲しそうな表情を見たサクラが否定して、手を伸ばすと、くまゆるの頭を撫なでる。

　確かに、白い鳥や白い蛇、白猫などは幸福をもたらすという話は聞く。縁結びの白ウサギなどもある。そう考えると、白は幸運を運んでくると言われるのも頷ける。

　それに引き換え、黒はどちらかというと邪悪、不吉、汚れているとか。悪いイメージのほうが多い。

　だけど、わたしには関係ない。

「くまゆる、くまきゅう、２人とも、わたしにとっては幸福を運んでくるクマだよ」

　わたしの言葉にくまきゅうはもちろん、くまゆるも嬉しそうに「「くぅ～ん」」と鳴く。

　実際にくまゆるとくまきゅうがいることで毎日が楽しい。２人がいない暮らしは考えられない。




　しばらくして、馬車は街から離れ、海岸沿いにやってくる。

「ここからなら、見られないっすよ。でも、海に出てる船には気をつけてくださいっす」

　まあ、距離を取れば、気づかれないはずだ。

　シノブはハヤテマルを送還する。荷台はわたしのクマボックスにしまう。すでに畳を数十枚しまうところを見られているので、今さらだ。

　そして、海を渡るため、わたしは子熊化しているくまゆるとくまきゅうを通常の大きさに戻す。

「それじゃ、サクラとシノブはくまきゅうに乗ってもらうけど、くまきゅう、いい？」

「くぅ～ん」

　わたしが確認すると、くまきゅうはサクラの前で腰を下ろす。

「くまきゅう様、よろしくお願いします」

　サクラは恐る恐るくまきゅうに乗る。少し、バランスを崩しそうになるが、くまきゅうがフォローする。

「くまきゅう様、ありがとうございます」

「くぅ～ん」

「クマさんに乗ったのは初めてです」

　まあ、クマに乗れる機会なんて、そうそうないと思う。そもそも乗せてくれるような動物じゃないし。

「それじゃ、わたしもお願いするっす」

　シノブはサクラの後ろに抱きつくようにくまきゅうに乗り、わたしはくまゆるに乗る。

「本当に海の上を走ることができるんっすよね？　泳ぐんじゃないっすよね？」

「シノブは見たんじゃないの？」

「見たっすが、クマが海の上を走るなんて、未だに信じられないっすよ」

「それじゃ、シノブは一人で船で行く？」

「ユナが虐いじめるっす」

「別に虐めているわけじゃないよ。不安なら、船で行けばいいかなと思っただけ」

　無理に乗らなくてもいい。

「すまないっす。信じるっす」

　シノブはくまきゅうを抱き締めて、降りないアピールをする。

「それじゃ、海の上を走るけど、驚いたり、暴れたりしないでね」

　それで落ちても、わたしの責任ではない。

「は、はい」

「了解っす」

「くまゆる、くまきゅう、行くよ」

「「くぅ～ん」」

　わたしを乗せたくまゆると、サクラとシノブを乗せたくまきゅうは海に飛び出し、海の上を駆けていく

「本当に海の上を走っています」

「凄いっす」

「夢のようです」

　サクラは満面の笑みでくまきゅうに乗っている。子供が遊園地で楽しそうにするときの笑顔だ。サクラは他の子供と違って、大人っぽい。口調も礼儀正しい、少しはシノブにも見習ってほしいぐらいだ。

「なんすか？」

　わたしがシノブに視線を向けたのを気づかれたみたいだ。

「なんでもないよ。それじゃ、速度を上げるから、しっかり摑つかまっていてね」

　まあ、くまゆるとくまきゅうの効果で、落ちることはないと思うけど、念のためだ。自分で降りる意思があると、落ちてしまう。

　くまゆるとくまきゅうはリーネスの島に向かって速度を上げる。

　リーネスの島は、ここからでも見える位置にあった。見えるといっても、距離は結構離れている。

　進むにつれて、島の大きさが見えてくる。タールグイと同じぐらい？

　ハッキリと分からないが、そのぐらいの大きさに見える。

　そして、島の上を見ると、黒い鳥のようなものが飛んでいるのが見える。少し不吉な感じだ。

　それほど時間をかけることもなく、リーネスの島の船着き場に到着する。

「本当にクマに乗って海を渡ってしまいました」

「海の上を走るなんて、くまきゅうとくまゆるは、本当に凄いっす」

「くまきゅう様、ありがとうございました」

「貴重な体験をさせてもらったっす。ありがとうっす」

　２人にお礼を言われて、くまきゅうは嬉しそうにする。

「くまゆるもありがとうね」

「くぅ～ん」

　リーネスの島に着いたわたしたちは、くまゆるとくまきゅうに乗ったまま森の中に入っていく。

　島は森に覆われており、その森の中を整地された一本の道が続く。この奥にカガリっていう人がいるらしい。

「カガリ様って、一人でここに住んでいるの？」

「はい。たまにお世話する者が島を訪れますが、基本的に一人で暮らされています」

「こんなところに一人って、可か哀わい想そうじゃない？」

　流石さすがに元引きこもりのわたしでも、無人島みたいなところで一人で暮らしたくはない。まして、ネットもテレビもない。

　うん、無理。

「もともと、一人でいることが好きな方なので。それに、気分転換に、たまに城下町に行っているようです。流石に長い間は離れたりはしませんが、ユナ様が思っているようなことはありませんので、大丈夫です」

　それならいいけど。人を犠牲にして、閉じ込めているようだったら可哀想だからね。

　わたしたちを乗せたくまゆるとくまきゅうは舗装された道を進む。道は真っ直ぐに島の中心に向かっている。

「もうすぐ見えてくると思います」

　サクラの言うとおりに、神社のような立派な建物が見えてくる。

　わたしたちはくまゆるとくまきゅうから降りて、神社のような建物の中に入る。

「カガリ様、いらっしゃいますか？」

　サクラは建物の中に向かって声をかける。

「誰じゃ？」

「サクラです」

「また、来たのか。他の国に逃げろと言ったはずじゃろう」

　奥から現れたのは、20代前半ぐらいの綺き麗れいな女性だった。長い黄金のような綺麗な髪を揺らしながら、わたしたちのところにやってくる。女性は色鮮やかな着物を着ているので、金色の髪が映える。

　でも、女性は着物を着崩しているので、大きい胸が今にもこぼれそうだ。
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「ああ、またそのような格好をして、服はちゃんと着てください」

　女性のわたしから見ても、目のやり場に困る。

　でも、その姿は妖よう艶えんだ。

　なにより目立つのは、胸の膨らみだ。大きい。未来のわたしの大きさぐらいある。

「うるさいのう。別に誰かに見られるわけじゃないからいいじゃろう」

「わたしたちが見ています」

「同じ女性だ。問題はないじゃろう」

「ダメです、ちゃんと着てください。お客様も連れてきたんですから。シノブ、手伝ってください」

「了解っす」

　サクラとシノブはカガリと呼んだ女性に近づき、手慣れた手つきで女性の服装を整える。

　この金髪のだらしない美人が結界を管理しているカガリ様？
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　カガリ様と呼ばれた女性はサクラとシノブのおかげで、服を綺き麗れいに整えられた。でも、女性はあぐらをかくように座るので、美人が台無しだ。どうやら、いつものことなのかサクラは小さくため息を吐つく。

「サクラ、この国から逃げろと言ったはずじゃぞ」

　女性は先ほどサクラに言った言葉をもう一度言う。

「カガリ様を置いて逃げることはできません」

「妾わらわのことはどうでもいい」

　なにか、諦めた表情をする。

「カガリ様……」

「それにサクラを守るという、お主の母親との約束もある」

「お母様の……ですが」

「そうじゃ、あやつに死ぬ前に頼まれている。だから、妾はお主を守らないといけない。この身を挺ていしてでも」

「カガリ様。それでも、わたしは……」

「大蛇おろちが復活すれば、どうなるかは妾でも分からん。ただ、多くの人が死ぬのは間違いない。妾はその中にお主がいてほしくない」

　女性は優しくサクラに言う。その顔は心から心配している表情だ。

「それで、その奇妙な格好をした女おな子ごは誰じゃ？　クマなどを引き連れて」

　女性は、サクラの後ろにいた、わたしに目を向ける。

「先日お伝えしました、夢で見た希望の光のユナ様です。それと白いクマがくまきゅう様、黒いクマがくまゆる様です」

　サクラはわたしたちを紹介する。

　改めて希望の光とか言われるとむずがゆいものだ。訂正しようにも、サクラの夢の中ではわたしは光っていたらしいから、否定も難しい。

「ユナ様、この島で結界を管理しているカガリ様です」

　お互いに紹介され、お互いに正面から見る。

「サクラ、お主が未来の出来事を夢で見ることができることは知っておる。だが、お主には、この奇妙なクマの格好をした女おな子ごが希望の光に見えるのか？」

　カガリさんはわたしのことを怪け訝げんそうに見る。

　まあ、普通は見えないよね。

　でも、サクラはわたしを見ると、悩むこともなく「はい、見えます」とハッキリと答える。

「お主、未来を見る夢の力がなくなったのではないか？」

「ユナ様は、カガリ様の手助けをしてくれると思います」

　サクラの言葉に、カガリさんは真っ直ぐな目でわたしのことを見る。

「ユナといったな。お主はどこまで話を聞いておる？」

「この島に封印されている大蛇の封印が解けかかっているから、助けてほしい？」

　それからサクラから聞いた話を簡単に説明する。

「そこまで話を聞いておいて、なぜ大蛇と戦おうとする。サクラに『希望の光』と言われて調子に乗って、自分なら倒せると思っているのか？　もし、そんなことを考えているなら、ただの大馬鹿者か、死を恐れない大馬鹿者じゃ」

　どっちも大馬鹿者なんだね。

「見たこともない大蛇を倒せるかなんて分からないよ。無理だったら、逃げるつもりだし。ただ、サクラの気持ちには応えたいと思っているよ」

「ユナ様……」

　サクラはわたしの言葉に嬉しそうにする。

　実際に戦ってみないことには分からない。でも、命を賭かけるかと言われれば、ＮＯだ。

　だけど、神様にもらったクマ装備があるし、一生懸命に運命と戦っているサクラを見捨てるようなことはしたくない。

　でも、カガリさんにはサクラの言葉も、わたしの言葉も届かない。

「先日も、他の者が大蛇と戦うという者を連れてきたが、誰もが大蛇と戦えるほどの力は持っていないから追い返した。戦えば無駄に命を落とすだけじゃ。お主もそんな若いうちに命を落とすこともない。悪いことは言わないから、早々に国から出ることを勧める」

　手首を返し、帰れという仕草をする。

「カガリ様！　ユナ様は本当に希望の光です。実力もあります」

「いくら、サクラの言葉が正しくても妾は疲れた。希望はない。あの大蛇の強さを知っているのは妾だけじゃ。あの強さは、戦った者にしか分からない」

「……そうですが」

　今、大蛇と戦ったと言った？

「戦った者って、１００年以上前のことなんだよね？　カガリさんだっけ、そんな年齢には見えないんだけど」

　どう見たって20代の女性だ。どこかのエレローラさんみたいに若作りしたとしても30代だ。それで１００年以上前の大蛇と戦ったってどういうこと？

　エルフかと思って、耳を確認するが長くない。

「サクラ、妾のことは話していないのか？」

「はい、噓うそを言っていると思われて、引き受けてくれなくなりましても困りますので」

　サクラは申し訳なさようにわたしのことを見る。

「それにカガリ様のことは一部の者しか知りません。簡単にお話しすることはできません」

「サクラが誰も彼もに話さないことは知っておる。サクラ、お主の目から見て、この小娘は信じられるのか？」

　サクラはジッとわたしのことを見る。

「信じられます」

「そうか。なら、いいじゃろう」

　カガリさんはそう言うと、髪の毛が動いたと思うと頭から茶色の長い耳が出る。。さらに着物の下がもそもそすると、茶色の毛皮らしきものが見える。

　動物の耳と尻尾しっぽ？

「妾は何百年も生きておる狐きつねじゃ。だから、数百年前、大蛇と戦い、その恐ろしさを知っている」

「狐……」

　それって、妖よう狐こってこと？

「そうじゃ、妾は狐の化け物じゃ。怖くないのか？」

　着物の下から見える尻尾が揺れる。

「別に怖くはないけど」

　魔物が住む世界だ。人間に化ける狐がいても驚かない。

「なんじゃ、つまらないのう。ここは妾を噓つき呼ばわりするかと思ったのじゃが。でも、これで分かったじゃろう。妾が何百年も生きていると」

　まあ、エルフもいる世界だし、何百年も生きている化け狐がいてもおかしくはない。

「そして、あの魔物と戦った妾が言う言葉の重みも分かるじゃろう。倒せぬとは言わぬ。前回はどうにか弱らせることができ、封印することができた。でも、それでも被害は大きかった。なにより違うのは、あのときに共に戦った仲間はもう誰もいないことじゃ」

　カガリさんは遠くを見るような目をする。

「そんなことはないです。ユナ様とカガリ様なら」

「買い被かぶりじゃよ。今の妾は結界を抑えるだけで精一杯じゃ、妾に戦う力は残っていない」

「その結界ってどのくらいもつの？」

「もう、時間の問題じゃ」

「カガリ様、それならユナ様のお力を借りて」

　カガリさんはサクラのことをジッと見る。

「本当に、その変な格好をした女おな子ごを信じているんじゃな。……わかった」

「カガリ様！」

　カガリさんの首を縦に振らせることに成功したサクラは嬉しそうにする。

「なら、お主が本当に希望の光だというなら、妾にも希望を見せてくれないか」

「見せてって、どうやって？　あなたと戦って実力を示せばいいの？」

「いや、妾が今一番、側にいてほしい人物を連れてきてほしい。もし、そんなことができれば妾もお主のことを希望の光と認めよう」

　いきなり無茶ぶりがきた。

　わたしに和の国の知り合いなんていない。

「誰なの？」

　一応確認する。

「当時、大蛇が暴れたときに、妾と共に戦った仲間の一人じゃ」

「カガリ様、それは」

「ふふ、分かっておる。絶対に無理なことを。だから、そんな奇跡は起こらないと、無理なことなのだと知っておる。だが妾にとってはそれが希望なのじゃ」

「流石さすがに、死んでいる人は無理だよ」

　数百年前の人物は流石に連れてくることはできない。

「その者は殺されでもしていなければ、今でもどこかで生きておるはずじゃ」

「生きている？　もしかして、あなたと一緒で狐？」

　カガリさんは首を横に振る。

「その者はエルフじゃ」

　エルフ……。

「今はどこにいるかも分からん男じゃ。この大蛇を封印した結界を作ったのもその男じゃ。だから、その者が来れば、なんとかなる。お主がサクラの希望の光というなら、妾にも希望の光を見せておくれ。妾にもう一度、ムムルートと会わせてくれ！　無理なら帰ってくれ」

「……!?」

　わたしとくまゆる、くまきゅうはカガリさんが口にした名前で反応する。

「……カガリ様、いくらなんでもそれは」

「分かっておる。自分で言っていて、夢を見ていることは分かっておる。無理なことも、どこにいるかも、もしかすると不慮の事故で死んでいる可能性もある。ただ、ムムルートがいてくれればと、何度も思った。あの男がいればどうにかなるんじゃないかと。でも、あの男はいない。連れてくるなんて不可能じゃ」

　カガリさんの声が小さくなって、今にも泣きそうな顔をする。

　でもムムルートさんって、あのムムルートさん？

「そのムムルートさんってエルフが、この国に来たことがあるの？」

「ああ、妾がまだ若いときにな」

　見た目で言えば、今も十分に若い。

「大蛇が現れ、困っているとき、あやつら冒険者はやってきた。ムムルートはエルフの秘術だと言って、この島に封印の陣を張り、弱らせた大蛇を封印することに成功した。妾はその結界を守るためにこの地に残った」

　わたしが知っているムムルートさんなのかな？

「だから、お主が希望の光というなら、ムムルートを連れてきてくれ。妾にも希望の光を見せてくれ」

　悲痛な声で言う。

「カガリ様……」

「…………」

　サクラとシノブは何も言えずに黙ってしまう。

　２人ともカガリさんの願いを叶かなえるのは無理だと思っているからだ。

　でも、わたしは同性同名同種族のムムルートさんを知っている。

　そして、連れてくることも可能だ。

「そのムムルートさんを連れてくれば大蛇を倒せるの？」

「それは分からぬ。でも、倒せる可能性は上がる。そして、もしムムルートを連れてきてくれることができたら、妾はお主のことを希望の光として全面的に信用する。ふふ、そんな奇跡みたいなことは天地がひっくり返ってもあり得ぬがな」

　さて、どうしたものか。

　まず、カガリさんが言っているムムルートさんが、わたしが知っているムムルートさんなら、連れてくればＯＫだ。でも、それにはクマの転移門のことを話さないといけない。さらに違った場合はどうするって話もある。だけど、ムムルートさんは結界や魔法陣に詳しい。ほぼ間違いないと思う。

「だから、諦めて帰れ」

「カガリさんはどうするの？」

「結界を管理した者のさだめじゃ。最後まで大蛇の相手をするだけじゃよ」

　それって、死ぬつもりってこと？

「カガリ様。どうか、ユナ様を信じてください」

　サクラが頭を下げる。

「お主は早く、国を出ろ。クマの格好をした嬢ちゃん。お主がサクラの希望の光なら、サクラを逃がしてやってくれないか、このとおりじゃ」

　カガリさんはわたしに向かって頭を深々と下げる。

　別にわたしのことを信用してないとか、そういうことではないみたいだ。本当にサクラの身を案じているだけのようだ。

「カガリ様……」

　サクラはカガリさんの言葉に黙ってしまう。

「……分かったよ。そのムムルートさんを連れてくればいいんだね」

　このまま、彼女を見捨てるわけにはいかない。見捨てれば後味が悪くなる。それに、和の国が滅びるのは避けたい。

「……お主、何を言っておる？　どこにいるかも分からない男だぞ。それを連れてくるじゃと？」

　カガリさんは何かを感じ取ったように立ち上がる。

「お主、まさか、知っておるのか!?」

　カガリさんはゆっくりわたしに近づくと両肩を摑つかむ。

「ムムルートっていう名前のエルフの知り合いはいるよ」

「ユナ様、本当に知っているのですか？」

「同性同名で同種族だから、間違いはないと思うけど。確認しないとカガリさんが言っている本人かは分からないよ」

「そのエルフのムムルートはどこにいる！　近くにいるのか！　本当に連れてくることはできるのか!?」

　わたしを摑んでいる肩を揺らす力が強くなる。

「この場にいる全員に、わたしの秘密を守ってもらわないとダメだけど」

「ユナ様の秘密ですか？」

「たとえ、国王でも、師匠にでもね」

　わたしはこの場にいる３人を見る。

　クマの転移門のことは広めてほしくない。

「わたしは誰にも言いません。ユナ様のお言葉に従います」

「もちろん、妾もじゃ。ムムルートに会えるなら、どんな約束でも守ろう」

　全員がシノブを見る。

「もちろん、わたしも誰にも話さないっすよ」

「手紙に書いたりするのも、ダメだよ」

「も、もちろんっすよ」

　目が泳いだよ。

　シノブには契約魔法が必要かな？

　忍者だし。
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「それじゃ、確認するから、少し待っていて」

　わたしはクマフォンを使うため部屋から出ようとする。

「どこに行くのじゃ？」

「ムムルートさんに確認しようと思って」

「どうやって、確認するのじゃ。もしかして、これからムムルートの奴のところに向かうのか？」

　う～ん、クマフォンで確認するんだけど、普通はどうやって確認するか気になるよね。

「そうじゃないけど、連絡方法も秘密だから？」

「なんじゃ、妾わらわたちのことを信用してないのか？　妾たちはお主ぬしの秘密は守る」

「はい、お約束します」

「するっす」

　なにか、シノブだけが言葉が軽いような気がするのは気のせいだろうか？

　でも、後で追及されたり、いろいろと尋ねられても面倒なので、契約魔法のことも頭に入れる。

「何度も言うけど、誰にも言わないでね」

　わたしはクマフォンを取り出して、ルイミンにかける。しばらくすると、ルイミンの声がクマフォンから聞こえてくる。

『ユナさん？』

「今、ちょっといい？」

『はい、大丈夫ですよ。どうかしたんですか？』

　クマフォンから平和そうな、のんびりとした声で、ルイミンが尋ねてくる。

「ムムルートさんに会いたいんだけど、今から行っても大丈夫？」

『お爺じいちゃんですか？　ちょっと待ってください。確認しますね。お爺ちゃん、ユナさんが会いたいって』

　クマフォンから、ムムルートさんが「大丈夫だ」と言っている声が聞こえてくる。

『大丈夫だそうです』

「ムムルートさん、傍そばにいるの？」

『今、お爺ちゃんと、魚釣りをしているところなんです。ユナさんもお魚、食べますか？　わたし、大きな魚を釣ったんですよ』

　こっちのメンバーは大蛇おろちに悩んでいるのに、クマフォンからルイミンの楽し気な声が聞こえてくる。ルイミンはいつも明るく楽しそうだ。

「それもいいんだけど。それじゃ、今から会いに行くって、ムムルートさんに伝えてもらえる？」

『はい、分かりました。それじゃ、今から帰りますね』

「ありがとう。できれば神聖樹のところまで来てもらえないかな？」

『神聖樹ですか？』

「あと、悪いんだけど、前にルイミンやムムルートさんにした契約魔法があったでしょう。それを用意してもらえるようにムムルートさんにお願いしてもらえる？」

『契約魔法ですか？』

「うん、わたしの秘密を話したら『死ぬ』やつ」

　わたしは『死ぬ』って言葉の部分を強調して、シノブのほうをチラッと見る。

『ああ、ユナさんのことを話したら苦しくて死にそうになる契約ですね。誰かと契約をするのですか？』

「うん。わたしの秘密を話さないといけないんだけど、ここに一人、話しそうな人がいるから」

　わたしは再度チラッとシノブを見る。

「だから、話したら『死ぬ』契約魔法を用意してもらえる？」

『分かりました。お爺ちゃんに言って、すぐに用意してもらいますね』

　死ぬって連呼しているのに、クマフォンから聞こえてくるルイミンの声は明るい。

「ごめんね。魚釣りをしているところ」

『魚釣りはいつでもできますから大丈夫ですよ。それより、ユナさんに会えるほうが嬉しいです』

「ありがとう。それじゃ、お願いね」

　わたしはクマフォンの通話を切る。

　これでムムルートさんを連れてくれば大丈夫だ。

「なにか、わたしのほうを見て物騒なことを言っていたことが気になるっすが、その変な道具から聞こえてきた声は誰っすか？」

「可愛かわいらしい女の子の声でした」

「お爺ちゃんとか言っていたが、まさか」

「今の声はムムルートさんの孫娘だよ」

「あやつ結婚して、孫娘までおるのか!?」

「孫は知っているだけで３人いるよ。子供が何人かは全然知らないけど」

　子供が他にもいれば、孫の数はさらに増える。わたしが知っているのはルイミンとサーニャさんの家族だけだ。

「それよりも、みんなは言うことがあるんじゃないっすか？　そのクマの形をしたものはなんっすか？」

　みんなの視線がわたしの手の上に載っているクマフォンに集まる。

「可愛いクマさんですね」

「狐きつねのほうが可愛いぞ」

「「くぅ～ん」」

　カガリさんの言葉にくまゆるとくまきゅうが反論しているような声をあげる。

「わたしはクマが好きだよ」

　わたしの言葉にくまゆるとくまきゅうは嬉しそうにする。

「それで、それはなんっすか？」

　シノブは話を元に戻してクマフォンを見る。

「遠くの人と会話ができる魔道具だよ」

「そんな魔道具を持っているっすか。それじゃ、どこにいても、すぐに報告ができるってことっすか？　わたしも欲しいっす」

　シノブはクマフォンに手を伸ばそうとするので、クマフォンを隠すようにクマボックスにしまう。

「ああ～」

「残念だけど、わたしにしか使えないよ」

「そうなんっすか？　うぅ、そんな便利な魔道具があれば仕事が楽になるんっすが」

　シノブは悲しそうな顔をするが、シノブにプレゼントしても、わたしとしか会話はできない。

　でも、仕事って、やっぱり忍者の？

「でも、ユナ様。先ほど、会いに行かれるとおっしゃっていましたが、どうやってムムルート様にお会いになられるのですか？　もしかして、ここから近い場所にいるのですか？」

「なんじゃ、ムムルートのやつ、この近くにいるのか!?」

　サクラの言葉にカガリが体を起こす。

「ううん。離れた場所にいると思うよ」

　タールグイがどのような移動をしているか分からないけど、エルフの村の近くではないと思う。

「それじゃ、どうやって、会いに行くというのじゃ？」

　クマの転移門だけど。でも、その前に確認することがある。

「わたしからも確認だけど、ムムルートさんを島に連れてきても大丈夫なの？　男性は入れないって聞いたけど」

　この島には男性禁止の結界が張られている。ムムルートさんを連れてきても、入れないなら意味がない。

「お主が言うムムルートが妾が言うムムルートと同じなら大丈夫じゃ。さっきも言ったとおり、大蛇を封じる結界を作ったのはムムルートじゃ。その結界にはムムルートの魔力が籠こもっている。その魔法陣に妾が男性除けの魔法陣を重ねがけした。お主が言うムムルートが大蛇を封印した結界を作ったムムルート本人なら、大丈夫じゃ。それにムムルートが、いつこの島に訪れてもいいように、１００年以上も待っておった」

　１００年以上待つって、もしかして、恋愛感情があったりするのかな？

　カガリさんは未来のわたしみたいにプロポーションはいいし。ムムルートさんと何かあってもおかしくはない。

　だけど、ムムルートさんには奥さんも子供も孫もいる。でも、結婚する前ならセーフかな？

「それなら、ムムルートさんを連れてきても大丈夫なんだね」

「ああ、大丈夫じゃ。ムムルートを含め、あの結界に携わった者は入れる。もっとも、生きているのはムムルートぐらいじゃろう」

　人はエルフみたいに長生きできない。だから、結界の中に入れる男性はムムルートさんだけになる。

「それでユナ様、ムムルート様をどうやって連れてくるのですか？」

「本当は秘密なんだけど。今回は多くの人の命がかかっているし、ムムルートさんがいればなんとかなる可能性があるんでしょう？　だから、わたしの秘密を教えるけど、さっきも言ったけど誰にも言わないでほしい。本当なら契約魔法をしたいところだけど」

　サクラはともかく、シノブは口が軽そうだ。というか、国王陛下の命令だったら、話してしまいそうだ。

「先ほど言っていました、ユナ様の秘密を話したら死ぬというものですか？」

「まあ、そうだけど」

「先ほども言いましたが、わたしは誰にも言いません。ですので、ユナ様が安心するのでしたら、その契約魔法を受けます」

「妾もじゃ。ムムルートを連れてくることができるなら、どんな契約でもしよう」

　サクラもカガリも悩むこともせず、わたしが「死ぬ」と言った契約魔法に了承する。

「本当にいいの？　言っておいてなんだけど、死ぬかもしれないんだよ」

「構いません。そもそも、話すつもりはありませんから、死ぬことはありません」

「妾はそんなに口が軽い女じゃない」

　２人は絶対に口にしないという気持ちがあるから、契約を怖がっていない。

　そして、残ったシノブに視線が集まる。

「考えることはないっすよ。わたしはユナに命を救われているっす。ユナはこの国を救ってくれる人っす。ユナが黙っててほしいと言うなら、誰に聞かれても話さないっす」

「本当にいいんだね？」

「わたしの命はユナのものっすよ」

　シノブは右手で心臓を押さえる。

「命なんていらないよ。わたしは黙っててほしいだけだよ」

　皆と約束をしたわたしはクマの転移門を出す。

「扉が出てきました」

「クマじゃのう」

「クマっす」

　３人がクマの転移門を見て、それぞれ感想を漏らす。

「この門を開くと、ムムルートさんが住んでいる村に繫つながるよ」

「それじゃ、この扉の先にムムルートが……」

　カガリさんは門を開けようとする。

「その扉はわたしにしか開けられないよ。さっきの遠くにいる人と話せる魔道具もそうだけど、わたしにしか使えないんだよ」

　会話をしていると、クマボックスにしまったクマフォンが「くぅ～ん、くぅ～ん、くぅ～ん」と鳴く。

　わたしはクマフォンを取り出す。

『ユナさん、神聖樹の近くまでやってきましたけど』

「それじゃ、今から行くね」

『はい、待っていますね』

　再度、通話が切れる。

「それじゃ、行ってくるけど、くまゆるとくまきゅうはシノブが怪しい行動をしないか見張っていてね」

「「くぅ～ん」」

「どうして、わたしだけっすか？」

「……冗談だよ」

「酷いっす。これだけ命を賭かけて、ユナのことを信じているって言っているのに、そんな冗談を言うなんて」

　シノブは悲しそうな顔をする。少しからかいすぎたみたいだ。

　とにかく、３人のことはくまゆるとくまきゅうに任せて、クマの転移門を使って、神聖樹の結界の中にあるクマハウスに向かって扉を開ける。

　扉の先は神聖樹のそばのクマハウスの中だ。扉の先が別の部屋になっていて、扉の中を覗のぞいた３人は驚きの表情をする。

「この先にムムルートが」

　カガリさんが動こうとするので止める。

「エルフの結界の中だから、危険かもしれないから、入らないで」

　カガリさんは、クマの転移門の中に入りたいのを我慢してくれる。

「それじゃ、ムムルートさんを連れてくるから」

　わたしはクマの転移門の中に入り、神聖樹の結界内のクマハウスに転移する。

　そして、クマの転移門を閉め、神聖樹を囲むようにできている岩山を抜けて、神聖樹の外に出るとルイミンとムムルートさんの姿があった。
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「ユナさん！」

　わたしを見るとルイミンが嬉しそうに駆け寄ってくる。カガリさんみたいに尻尾しっぽがあったら、犬のように揺れていたかもしれない。

「ユナさん、今日は食事をする時間ありますか？　わたし大きな魚を釣ったんですよ」

　大きな魚を釣ったのがよほど嬉しいのか、満面の笑みだ。

「う～ん、今日はちょっと無理かな。ごめんね」

　サクラたちにクマの転移門のことは知られたことになるから、食事のときだけ食べに来ることはできる。でも、和の国の状況を考えると自重したい。

「そうなんですか。残念です」

　ルイミンの表情が少し暗くなる。獣耳があったら、垂れたかも。

　カガリさんの耳と尻尾を見たから、そんなことを考えてしまう。

「今度、連絡をくれれば、ご馳走になりに来るから。また、釣ったら教えてね」

「本当ですか？　約束ですよ」

　耳と尻尾が立った（わたしのイメージ）。

　ルイミンと約束をして、わたしはムムルートさんに声をかける。

「ムムルートさん、来てくれてありがとう」

「いや、嬢ちゃんには世話になっているから、気にしないでいい。それで契約魔法って、嬢ちゃんの秘密を話さないといけない相手がいるのか？」

「そうなんだけど。あとムムルートさんに会いたがっている人がいるの」

「わしにか？」

「ムムルートさん、昔、和の国に行って、大蛇おろちって魔物を封印する手助けをしたことはある？　それでカガリって狐きつねの女性を知ってる？」

「和の国……大蛇……封印……カガリ……狐……」

　わたしの言葉にムムルートさんは考え込む。１００年以上前のことだ。簡単には思い出せないみたいだ。でも、徐々に記憶が戻ってきたようで、表情が変わっていく。

「大蛇か、懐かしいな。そんなこともあったな」

　ムムルートさんは懐かしそうに声を出す。

　やっぱり本人だったみたいだ。

「だけど、どうして嬢ちゃんが、そのことを知っているんだ？」

「えっと、今、わたしはその和の国にいて、大蛇が復活しそうで、それで倒す？　再封印？　することになったんだけど。カガリさんから、当時、冒険者だったムムルートさんって名前のエルフの助けで、大蛇を封印したことを聞いて。もしかして、ムムルートさんのことかもと思って、ルイミンに連絡したの」

　わたしは簡単に和の国の状況を伝える。

「そうか」

「お爺ちゃん、そんなことしていたの？」

「若いときだよ。それにしても、大蛇の封印が解かれるのか。カガリは封印を今までずっと守ってきたのだな」

「それでムムルートさんには和の国に来てほしいんだけど」

「和の国って遠いんですか？」

　ルイミンが尋ねる。

　どうなんだろう？　わたしには距離は分からない。わたしが返答に困っているとムムルートさんが答えてくれる。

「遠い。当時のわしも旅の途中で偶然に寄っただけだ。でも、どうして嬢ちゃんが、今回のことに関わっている？」

「わたしもちょっと和の国に立ち寄っただけだったんだよ。でも、いろいろとあって、大蛇の話を聞くことになったり、カガリさんに会うことになって、ムムルートさんの話を聞いたんだよ」

　今考えるとサクラが見た希望の光であるわたしは、ムムルートさんを連れてくることができるから、希望の光だったのかもしれない。

　ムムルートさんを連れてこられるのはわたししかいない。

「ちょっと寄るって、簡単にはできぬと思うんだが」

　タールグイとクマの転移門のコンボだ。

　わたしはタールグイのことを伏せて、動く島にクマの転移門を設置していたこと、偶然に和の国の近くを通りかかったことを説明する。

「海って、もの凄すごい大きな湖なんですよね」

「もっと、大きいよ」

「海、見てみたいな」

　ルイミンはクマの転移門のことを知っているし、連れていってあげることはできる。今度、フィナと一緒に連れていくのもいいかもね。

「それで、ムムルートさん。和の国に来てくれる？」

「ああ、もちろんじゃ。カガリが助けを求めているなら断る理由はない」

「ありがとう」

「礼を言われることじゃない。やり残したことの一つだ。生きているうちに解決したほうが、心置きなく余生を過ごすことができる」

　心置きなく余生って、さっきまで忘れていたよね。それに残りの余生って何年？　わたしが死んでも、ムムルートさんは、生き続けるよね？

　わたしはいろいろと突っ込みたいが我慢する。

「カガリに会いに行こう」

　ムムルートさんは和の国に来てくれることになった。すると、ルイミンが口を開く。

「ユナさん、わたしもついていってもいいですか？」

「これから戦いになるかもしれないからルイミンは残ったほうがいいよ」

　それにルイミンがいても役には立たない。

「なにもできないかもしれないけど、ユナさんやお爺ちゃんのお手伝いがしたいです」

「ルイミン……」

「それに、そのカガリさんって方が気になります。お爺ちゃんの昔の彼女さんですか？」

　もしかして、そっちが本音？

「ルイミン、何を言っておる？」

「お母さんが言っていました。男が命を賭かけるのは、好きな女性のためだって」

「べ、別に、昔の女じゃないぞ。困っていたから、助けただけだ」

「お爺ちゃん、あわてている」

「孫から、そんなことを言われたら、誰だってこうなる。嬢ちゃんも、そう思うよな？」

　わたしに同意を求められても困る。孫はおろか、子供もいない。でも、言いたいことは分かる。

「それじゃ、わたしがカガリさんに会っても大丈夫だよね？」

「……まあ、そうだな」

　結局、ムムルートさんが折れる感じで、ルイミンも一緒に来ることになった。

「でも、危険と分かったら、すぐに戻るんじゃぞ」

「うん」

　もし、戦いが始まったら、帰せばいい。それにサクラを一時的にエルフの村に連れていってもらい、任せることもできる。そのぐらいの余裕はあるはずだ。

　わたしが使ったクマの転移門は神聖樹の結界の中にあるのでわたしは新しくクマの転移門を出して、カガリさんがいるクマの転移門の扉へと繫つなげる。

　扉を開けると、目の前にはくまゆるに押さえ込まれたシノブの姿があった。

「なにをやっているの？」

「ユナ、助けてほしいっす」

　わたしはサクラを見て、「どうなっているの？」と目で尋ねる。

「えっと、ユナ様が扉の中に入ったあと、不思議に思ったシノブが扉を調べ始めたんです。わたしは止めたんですが、『少しだけっす』とシノブが言って」

　サクラはシノブの口癖を真似をする。少し可愛かわいい。

「それで、くまきゅう様とくまゆる様が止めに入って、このようになりました」

　くまゆるとくまきゅうが褒めてって、表情をする。

「くまゆる、くまきゅう、ありがとうね」

　シノブを押さえ込んでいるくまゆると近くにいるくまきゅうの頭を撫なでる。

「うぅ、重いっす。早く助けてほしいっす」

「くぅ～ん」

「重くないって」

「いや、重いっすよ。クマっすよ。クマが乗っているんっすよ。それに体重を気にするって、くまゆるは乙女っすか？」

「さあ」

　別に乙女でなくても、デブと言われれば怒る。誰だって、太っているとは言われたくないものだ。

「くまゆる、どいてあげて」

「くぅ～ん」

　くまゆるはシノブの上から降りる。

「重かったっす」

「シノブがいけないんですよ」

　サクラがやんわりと注意する。

「だって、気になるじゃないっすか。扉を開けると他の場所に行けるんっすよ。神秘っす」

　その気持ちは分からなくはない。わたしだって、魔法を初めて見たり、使ったときは感動したものだ。

「嬢ちゃん、入ってもいいか」

「ああ、ごめん。入っていいよ」

　クマの転移門の外にいたムムルートさんとルイミンが、クマの転移門を通ってこちらにやってくる。

「ムムルートか？」

「カガリ？」

　カガリさんはゆっくりとムムルートさんに近づく。

「本当にムムルートなのか？」

　再度確認する。

「久しぶりだな」

「妾わらわがどれほど待ったと思っているのじゃ。このバカもの」

　カガリさんがムムルートさんの胸を軽く叩たたく。１００年以上ぶりの再会だ。わたしが思う再会とはレベルが違うのかもしれない。わたしには１００年以上ぶりの再会の気持ちは想像もできない。

「ムムルート、ムムルート」

「すまない」

　カガリさんはムムルートさんの胸の中ですすり泣いた。

　わたしたちは２人の再会の邪魔をしないように静かに待つ。

「落ち着いたか？」

　しばらくするとカガリさんはムムルートさんから離れる。

「すまぬ。サクラもシノブも今見たことは忘れてくれ」

「はい」

「何も見てないっすから、大丈夫っす」

　２人は見ぬふりをする。

　２人とも優しい。

「それで、そちらの可愛い女の子は、嬢ちゃんが言っていたムムルートの孫娘か？」

　カガリさんがルイミンを見る。

「えっと、はい。ルイミンです」

　ルイミンは小さく頭を下げて名前を名乗る。

「ムムルートに似ず、可愛い孫娘じゃな。妾はカガリじゃ、昔にムムルートに世話になった」

「わたしはサクラと申します。ルイミン様、よろしくお願いします」

　カガリさんが名を名乗り、一緒にサクラも名を名乗る。

「さま？　ルイミンだけでいいです」

　ルイミンは手を大きく横に振って、敬称付きを断る。

「ですが、過去に大蛇の封印の手助けをしてくださった方のお孫様です。そんなわけには」

「わたしは、そんな呼ばれ方をするほど偉くないんで、やめてください」

「そうですか。それなら、ルイミンさんとお呼びしてもいいですか？」

「うん、それなら。わたしはサクラちゃんって、呼んでもいい？」

「はい」

　サクラは嬉しそうにする。もしかして、サクラちゃん呼びが嬉しかったのかもしれない。

「わたしはシノブっす。ルイミン、よろしくっす」

　こっちは軽い。でも、ルイミンは気にした様子はない。

「はい、よろしくお願いします。シノブさん」

　全員の紹介が終わる。
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「それにしてもムムルート。老けたのう」

「あれから、時が過ぎたからな。人なら何代も世代が変わっている。それだけ時間が過ぎればエルフとはいえ、年を取る。それに引き換え、お主は変わっていないな」

「妾わらわは若いからのう」

　プルンと大きな胸が揺れる。

「あのう、カガリさんはエルフじゃないんですよね？」

　ルイミンが尋ねる。

「妾は狐きつねじゃ」

　そう言って、カガリさんは耳と尻尾しっぽを動かす。それをルイミンは不思議そうに見ている。

「触ってもいいですか？」

「本当は簡単には触らせぬが、ムムルートの孫娘じゃ、特別に触ってもいいぞ」

「ありがとうございます」

　ルイミンは嬉しそうにするが、サクラとシノブは驚いた表情をする。

　そんな２人の表情に気づかないルイミンはカガリさんの狐の耳と尻尾を触る。

「凄すごく柔らかくて、ふわふわで気持ちいいです」

「ちゃんと手入れをしているからのう」

　わたしも触ってみたい。そんなわたしの気持ちに気づいたのか、くまゆるとくまきゅうがわたしの左右から擦すり寄ってくる。

　どうやら、触るなら自分たちを触ってほしいみたいだ。

　わたしはくまさんパペットを外して、くまゆるとくまきゅうの体を触る。柔らかくて、モコモコで気持ちいい。

「ありがとうございました」

　ルイミンは満足したのかカガリさんから離れる。

「ルイミンは凄いっすね。カガリ様にそんなことを頼むなんて」

「もしかして、ダメだったんですか？」

「そうではないのですが、わたしたちでは恐れ多くて、カガリ様にそんなことを頼むことはできませんので」

「サクラも昔はせがんで触っていたじゃろう」

「それはカガリ様のことをよく知らなかった小さいころの話です」

　サクラは頰ほおを膨らませながら否定する。

　今も十分に子供だと思うのはわたしだけかな？

「そうだったんですね。何も知らずにごめんなさい」

「ふふ、構わぬよ」

　カガリさんは優しく微ほほ笑えむ。

「それはそうとムムルート。顔を前に出せ」

「なんだ？」

　ムムルートさんはカガリさんに言われるままに顔を前に出す。

　カガリさんは出された顔を優しく触るように撫なでる。

　なにか、エロい。

　でも、そう思った瞬間、部屋に叩たたく音が響く。カガリさんがムムルートさんの頰をひっぱたいたのだ。

　ムムルートさんは一瞬、何が起きたか分からないような表情をする。

「よくも、お主ぬしたちは妾を置いて国を出ていったな。あのあと、妾がどれほど大変だったか分かるか！　大蛇おろちを封印した英雄に祭り上げられ、大変だったんじゃぞ」

「ちゃんと別れは言っただろう」

「言ったが、国王からの礼の言葉をもらう前日の夜に、逃げることはないじゃろう。妾、一人で行くことになったんじゃぞ」

「わしたちは流れの冒険者。みんなと相談して、逃げることにした。わしだけのせいじゃない」

「だからって、なんで、妾を連れていってくれなかったのじゃ」

「カガリはこの地に住む者だろう。それに、お主にはここで守るものがあった。だから、皆と相談して、わしたちだけで行くことになった。もし、わしたちが誘っても、おまえさんは断っただろう」

「……そうだが、誘ってほしかった」

「……すまない」

　ムムルートさんは下を向いて呟つぶやくカガリさんの頭に手を置く。

「でも、来てくれたから、許してやる」

「わしも、カガリに会いたいと思っていた」

　２人はお互いの顔を見て、笑顔になる。

　わたしはムムルートさんがカガリさんのことをすっかり忘れていたことは、心の奥にしまっておく。そんなことを言えば、カガリさんの雷が落ちるためだ。わたしは空気を読める女だ。でも、そんな空気を読めない女もいる。

「あれ、お爺ちゃん。さっきまで、カガリさんのこと忘れていたよね」

　ルイミン、悪気はないのは分かるけど、空気は読もうね。

　わたしもフォローできず、ムムルートさんはカガリさんに殴られることになった。




「それで、カガリ。嬢ちゃんから大蛇が復活すると聞いたが、本当なのか」

　ムムルートさんは赤くなった頰をさすりながら尋ねる。

「ああ、本当じゃ、お主が封印した魔法陣が弱まっている。近いうちに封印は解かれ、大蛇は復活する。本来はこの国の者で解決しないといけないのに、関係ないお主に二度も手を借りることになった。お主には迷惑をかける」

　カガリさんは頭を下げる。

「そんなことは言うな。共に戦った仲間だろう。手を貸すことができない場所にいるならしかたない。でも、嬢ちゃんのおかげで、こうやって手を差し伸べることができる」

　ムムルートさんはカガリさんの手を取る。

「そうじゃな。妾を助けてくれ」

「それに嬢ちゃんがいれば、なんとかなるだろう」

　ムムルートさんはわたしを見る。

「そのクマの格好をした娘は何者なのじゃ？　この扉といい、サクラは希望の光だと言う。そしてもう会えぬと思っていたお主を連れてきた」

「嬢ちゃんはわしの故郷であるエルフの村を救ってくれた。扉については知らないし、聞いてもいない。それが嬢ちゃんとの約束だ」

「そうか、なら妾も詳しいことは聞かないことにしよう。お主に会わせてくれた奇跡だけで十分じゃ」

「奇跡、確かにそうだな。お主に再び会えるとは思っていなかった。嬢ちゃんには感謝の言葉もない」

　２人がわたしを見る。

　恥ずかしいから、そんな目で見るのはやめて。

「大蛇の件は後にして、まずは嬢ちゃんの約束から始めよう。それでムムルート、お主が契約魔法をしてくれるのか？」

「別に喋しゃべらない約束をしてくれたら、契約はしないでもいいよ」

「いえ、約束は守ります。それに、ここには話してしまいそうな人物もいますから」

　サクラはシノブを見る。

「話さないっすよ」

「シノブが約束を守らないとは思っていません。ですが、国王陛下の命令だったら話すでしょう」

「それは……」

「別に怒っているわけではありません。シノブの立場だったらしかたありません。だから、ユナ様。契約魔法をお願いします」

　シノブに話すつもりがなくても、国王の命令だったら従うしかないのかもしれない。

「それなら、シノブだけでも」

「いいえ、シノブだけにさせるわけにはいきません」

「そうじゃ、お主は約束を守って、ムムルートを連れてきた。なら、今度は妾たちが約束を守る番じゃ。別にシノブと違って、誰かに話すつもりはないから、契約魔法をしても問題はないから、気にすることはない」

「はい、問題ありません」

「も、問題はないっすよ」

　カガリの言葉にサクラとシノブも頷うなずく。

「ムムルート、始めてくれ」

「わかった」

　ムムルートさんはアイテム袋から絨じゅう毯たんを出し、広げる。絨毯には魔法陣が描かれている。

　本当に魔法陣絨毯は便利だ。

　そして、ムムルートさんによって、無事に３人の契約がされた。
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　わたしはサクラ様が夢で見た希望の光を信じ、国を救ってくれる人物を待っている。

　どのような人物なのかは分からない。分かっていることは東の海より、獣に乗りやってくる、温かい光のような人物ってことだけだ。

　海からやってくるということは、船に乗ってくるのだろう。

　他の国と貿易をしている船もあり、船に乗って、この国にやってくる人もいるので、その可能性が一番高い。

　だけど、今のところ船が来る様子もない。

「来るなら早く来てほしいっす」

　わたしが海を一望できる高台から、ぼーっと海を眺めていると、海の上を黒い何かが動いている。

「なんすか？」

　わたしは望遠鏡を取り出すと、覗のぞき込んでピントを合わせる。この辺りだったはず。

「…………!?」

　わたしは望遠鏡から目を離し、目を擦こする。

　ありえないものを見た。

　黒いクマが海の上を走っていた。さらにその上に黒い格好をした人物が乗っていた。

　クマが海の上を走るのもありえないし、クマの上に乗っている人は、よく見ると奇妙なクマの格好だった。

　もう一度、望遠鏡を覗き込む。

　間違いなく、黒いクマが海の上を走っている。

　さらに、よく見ると、併走するように白いクマも走っている。

　東の海からやってくる獣に乗った人物。

「ありえないっす」

　想像していたのとは違った。

　大蛇おろちと戦えるような人物と聞いていたので、凶暴な獣を従えた男を想像していた。

　でも、東の海から現れたのはクマに乗った奇妙なクマの格好をした女の子だった。

　東の海より獣を従えた人物。サクラ様が言っていた希望の光。この人以外に考えられなかった。

　クマに乗ったクマの格好をした女の子は、キョロキョロしながら、辺りを確認しつつ陸に上がる。

「怪しいっす」

　女の子がクマに手を翳かざすと、黒いクマと白いクマが消えた。

「あのクマは召喚獣っすか？」

　わたしにもハヤテマルという召喚馬がいる。

　消えたところを見ると、送還したに違いない。

　流石さすがにクマを引き連れて街に入れば騒ぎになると思ったのかもしれない。女の子はそのまま街へ向かって歩きだす。

　わたしは高台を離れ、女の子の後を追いかけるべく、街の中に移動する。

　女の子の格好は目立ち、すぐに見つけることができた。

「凄すごく目立ってるっす」

　すれ違うほとんどの者がクマの格好をした女の子を見ている。

　女の子はキョロキョロと楽しそうに周りを見ながら歩いている。

「もしかして、観光っすか？」

　女の子は街の中を歩いていると、一軒の旅館の前で止まり、ジッと見ていたかと思うと、中に入っていく。

「もしかして、泊まるっすか？」

　本当なら、旅館の中に入って確認したいところだが、まだ接触は早い。

　慎重に行動しないといけない。

　しばらく旅館の様子を窺うが、出てくる気配はない。

　この旅館に泊まるみたいだ。

　わたしは手紙を２通書き、連絡係に渡す。

「頼むっす」

　連絡係の男は無言で受け取ると、去っていく。

「さて、どうしたものっすかね」

　同じ旅館に入るわけにはいかない。だからと言って、この場から離れるわけにもいかない。

「外で見張るしかないっすよね」

　わたしは女の子が旅館から出てくるかもしれないので、旅館の外で見張ることになった。




　陽が上がってくる。

　少し眠い。

　女の子は一度も旅館から出てくることはなかった。

　陽が上がってしばらくすると、女の子が旅館から出てきた。

　昨日と同じクマの格好だ。

「あのクマの格好が好きなんっすかね？」

　女の子は街の中を歩きだすので、わたしは離れた位置から後を追う。

　相変わらず、女の子のクマの格好は目立ち、すれ違う人は、必ず女の子を見ていく。

　もし、わたしが女の子のことを見ても、気付かれないかもしれない。

　女の子はクマの顔をしたフードを深く被り、歩きだす。

「もしかして、恥ずかしいんっすか？」

　それじゃ、なんでそんな可愛かわいいクマの格好をしているんすか？

　そんな疑問を抱きながら観察していると、一軒の店の前で止まる。

「畳？」

　畳を売っている店だ。

　女の子は畳屋に入っていく。

　離れた位置から店の中の様子を窺う。

　会話は聞き取れないが、お店の女性が女の子の格好を見て驚いている。

　「クマの格好っすからね」

　しばらくすると、女の子は満足げな表情で店から出てくる。

　畳を60枚近く買っているのが見えた。その数が入るアイテム袋を持っていることも驚いたが、お金も持っているみたいだ。

　それから、畳を買ったあとも、家具を買ったり、屋台で食べ物を買ったりして、楽しんでいる。

　クマの格好っていうこと以外は普通の女の子にしか見えない。

　とてもではないが、大蛇と戦えるとは思えない。

　でも、彼女が一番、サクラ様が言っていた人物像に合致している。

　東の海より、獣に乗って現れる。

　これが大男や大魔法使いのような風体なら、迷わない。

　でも、クマだ。しかも、可愛らしいクマ。

　本当に希望の光かどうか、判断がつかない。

「うん？」

　わたしが悩んでいると女の子が冒険者ギルドの中に入っていく。

　冒険者ギルド？　女の子が来るようなところではない。

　仕事をしに？　それとも依頼をしに？

　情報を得るため、気づかれないように静かに後を追い、冒険者ギルドの中に入る。

　クマの格好をした女の子が入ってきたことで、ギルドの中がざわついて、誰もわたしがギルドの中に入ったことに気づかない。

　わたしは奥の席に隠れるように座り、様子を窺う。

　周りから、女の子をバカにしたり、笑ったりする声が上がる。

　やめてほしい。

　間に入って、止めるべきか、悩む。

　でも、女の子は気にかける様子はない。




　そんなとき、冒険者ギルドの中に男が入ってくる。

　冒険者ではなく、普通の男性だ。

　男性は受付に向かうと、受付嬢に話しかける。

　依頼状況を確認しに来たようだ。

　村にかまいたちが現れて、討伐の依頼をしに来たという。でも、誰も依頼を受けていないようだ。

　かまいたちは動きが速く、攻撃も厄やっ介かいなので、それなりの実力がないと討伐することはできない。

　受付嬢のスミレさんは周りを見て、できる人はいないと伝える。

　危なかった。柱の後ろにいたおかげで見つからなかった。

　わたしの実力なら倒すことができる。でも、今は申し訳ないけど依頼を受けている時間はない。

　今はクマの格好をした女の子の情報収集が仕事だ。

　国の命運がかかっている。だから、引き受けることはできない。

　わたしが申し訳ないと思っていると、クマの格好の女の子が男性に話しかける。

「わたしが依頼を受けようか？」

　戦えるの？

　いや、サクラ様の夢に出てくる希望の光なら戦いぐらいできるはずだ。

　これは女の子の実力を確かめるにはちょうどいい。

　そう思ったが、男性はクマの格好をした女の子に討伐ができるわけがないと怒りだす。

　その気持ちは分かるけれど、ダメだ。

　このままでは、女の子が引き受けてくれない。

　わたしは考える。

　逆に考えれば近づくいい機会だ。

　わたしは席を立ち、男性たちがいる受付に向かう。

「それなら、わたしも一緒に行くっすよ」

　女の子と一緒に行動すれば、どういう人物か知ることができ、近くでかまいたちと戦うところを見ることもできる。

　我ながらいい方法を思いついた。

　ただ、わたしの存在が知られてしまうけど、いつかは接触をしないといけない。

　このタイミングが一番いい。

　受付嬢のスミレさんもわたしの登場で男性を安心させる。

　わたしはこれでも冒険者としては優秀だ。スミレさんが口添えしてくれれば一緒にかまいたちの討伐に行けるはずだ。

　このままかまいたちの討伐の依頼を引き受ける流れにいくと思ったら、わたしが一人で引き受ける流れになっていく。

　クマの格好をした女の子も「それじゃ、わたしはいらないね」と言いだして、離れていこうとする。

　それでは意味がない。

　このままではまずい。

　わたしは頭を回転させ、それっぽい理由をつけて女の子と一緒に討伐に行けるように話を進ませる。

「えっと、このままじゃ、わたしが依頼を奪い取った感じになるっす」

　横から依頼を奪い取るのは嫌われる行為だ。

　でも、女の子は「別にいいよ」と言いだす。

　それじゃ、ダメだ。

　わたしはいろいろな理由をつけて、どうにか女の子と一緒にかまいたちの討伐に行くことになった。

　危なかった。

　でも、クマの格好をした女の子の情報をいろいろと得ることができた。

　女の子の名前はユナ。冒険者ランクはＣ。

　この年齢でＣは凄い。でも、封印されている大蛇を倒せるランクではない。

　でも、名前とランクが分かっただけでも、前進だ。

　あとはユナがどういう人物なのかと、実力を調べないといけない。




　討伐は明日の早朝に出発することになり、ユナは冒険者ギルドを出ていく。わたしはユナの後ろをついていく。

　ユナは昨日と同じ旅館に泊まるみたいだ。

　同じ依頼を受け、討伐に行くなら、同じ旅館に泊まっても問題はない。今日は外で見張りをするようなことにならずにすみそうだ。

　ユナは一人にもかかわらず、部屋に温泉がついている広い部屋に泊まっている。

　金持ちだ。

　わたしは小さい部屋に泊まることにした。

　外よりは全然いい。

　それから、食事をいただき、昨日と違って温かい布団で寝られそうだ。

　でも、のんびりと部屋にいるわけにはいかない。少しでもユナの情報を得ないといけない。わたしはユナの部屋に行くことにする。

　わたしは足音を立てずに、ユナが借りている部屋に近づく。

　気づかれないように近づくのは得意だ。

　何か声が聞こえないか静かにドアに近づき、中の様子を窺おうとしたとき、いきなりドアが開く。ドアの前にはユナが立っていた。

「なに？」

　気づかれていた？

　どうして？

　音を立てずに、近づいたのに。

　気配も消した。

　ドア越しに気づかれるような失敗はしてない。

　身体中から嫌な汗が出てくる。

　疑われたら、まずい。

「えっと、明日のことで相談しようと思って」

　ユナが疑うような目で見るので、わたしは笑って誤魔化す。

　怪しまれている。

　ユナは、もしものときはわたしに任せると言う。

　スミレさんの説明のせいで、わたしの実力が高くなってしまったみたいだ。

　このまま話をするのは難しい。

　だけど、このことだけは確認しないといけない。

「でも、わたしが来ているって分かったっすか？」

　これは仕事柄、知らないといけない。

「足音が大きかったからじゃない？」

　ユナは適当に答える。

　それはない。わたしがどれだけの修行をしたと思っているのか。細心の注意を払い、部屋に近づいた。気づかれるわけがない。

　絶対にユナはなにかを隠している。

　でも、ユナは理由は一切教えてくれなかった。

　気になったが、これ以上、追及しても教えてくれそうもなかったので諦めて、部屋に戻った。

　部屋に戻ったわたしはサクラ様と国王様に今日一日の報告書を書き、連絡係の男に渡し、本日の仕事を終える。

　その日の夜は久しぶりにゆっくりと眠ることができた。
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　翌日、朝食を食べたわたしはユナと待ち合わせの約束をしている旅館の玄関に向かうと、旅館の娘のコノハが掃除をしていた。

「お出かけですか？」

　わたしに気づくと声をかけてくる。

「ユナと待ち合わせっす。ユナはまだ来ていないっすよね？」

「はい。まだ、お見えになっていません」

　少しばかり、ユナの情報を仕入れることにする。

「コノハさんから見たユナって、どんな人っすか？」

　わたしの質問にコノハは考えだす。

「お二人はお知り合いなのでは？」

「ユナとは昨日出会ったばかりっす。でも、今日は一緒に出かけることになっていて、少しでもユナのことを知っておこうと思ったっす」

「そうなんですね。とりあえず、服装について聞かれるのはお嫌みたいなので、聞かないほうがいいと思います」

　やっぱりダメか。

　ユナがどうして、クマの格好をしているのか、凄すごく気になっていた。

　サクラ様の夢によると、わたし以外の者が会おうとすると、獣に乗った希望の光は東の海に消えていったという。

　もしかすると、他の者たちはユナに出会って、クマの格好を尋ねたことで、ユナが国を去っていった可能性もある。

「でも、どうしてクマの格好をしているか気になるんですよね」

　たぶん、ユナの格好を見た者、全員がそう思っているはずだ。

「でも、旅館に泊まるときに最初に、『答えない』って言われてしまいましたので」

　尋ねようとしたんだ。

　拒否反応を示すってことは、あのクマの服について尋ねるのはやめたほうがいいみたいだ。

　下手に尋ねて不愉快にさせ、帰ってしまったら大変なことになる。




　それからユナが来るまで、コノハと他愛もない話をしながらユナの情報を仕入れていると、奥の通路からユナがやってくるのが見えた。

　今日もクマの格好をしている。

　可愛かわいい。

　とてもじゃないが、こんなに可愛い女の子が国を救ってくれる希望の光には見えない。




　そして、かまいたちに襲われている村に行くために、ユナと街の外までやってくる。

　ユナがどうやって村まで行くか尋ねてくる。ユナがクマを召喚できることは知っている。でも、ユナのクマのことを知っているのは、海の上を走ってやってきたところを見た者だけだ。

　だから、わたしの口から言い出すことはできない。

　なので、わたしが召喚で馬を出せば、ユナもクマを召喚する可能性が高い。もし、隠すようだったら、わたしの馬にユナを乗せればいいと考えている。

　そんなわたしの心配をよそに、わたしが馬のハヤテマルを召喚すると、ユナも隠すこともなく黒いクマを召喚する。

　名前はくまゆる。

　クマに似合わない可愛い名前だ。白いクマも気になったけど、召喚してないので、尋ねるわけにはいかない。




　そして、馬とクマに乗ったわたしとユナは、かまいたちが現れた村に向かう。

　走りながら、これから討伐するかまいたちの話をする。本当にユナはかまいたちのことを何も知らないみたいだ。なのに、この余裕はなんだろう。

　それだけ自分の実力に自信があるってことだろうか。

　それとも、自信過剰なだけなのか。

　それも全て、かまいたちとの戦いを見れば、分かることだ。




　村に到着すると冒険者ギルドで依頼をした男性がやってくる。

　わたしたちを見ると、不安そうにする。

　女性冒険者２人。２人とも10代半ばで、片方は可愛らしいクマの格好をしている。わたしだって、不安になる。

　わたしとユナは男性の案内で、かまいたちが現れる場所に向かう。

　やってきた場所は草原地帯になっており、牛が多くいた。そして、森の近くの離れた場所に１頭だけ牛がいる。

　ユナも気になったらしく尋ねると、あの牛はかまいたちの犠牲になってもらうためにいると言う。

　多くを生かすために、個を殺す。

　よく聞く話だ。個を生かそうとすれば、もっと被害が出て、多くのものを失う。非情かもしれないが、生きていくためには必要なことだ。

　そんなとき、ユナのクマが鳴く。

　それと同時にユナが離れた牛に向かって駆けだす。反応が速い。わたしはすぐにユナの後を追いかける。

　速い。

　わたしは追いかけるのが精一杯だ。

　あんな、動きにくそうな格好をしているのに、どうして、そんなに速く走れるの!?

　牛が倒れる。

　間に合わなかった。

　その倒れた牛の近くにかまいたちが、数匹いる。

　わたしたちが近づくと、かまいたちは二手に分かれる。

　前を走るユナを左右から襲うつもりかもしれない。

　本当はユナの実力を確かめたかったが、信頼を得るのも大切だ。

　わたしはユナの後ろから声をかける。

「右はわたしが行くっす！」

　わたしの意図をすぐに理解して、ユナは右に駆けだす。

　思考が早い。

　わたしは横目でユナの戦いを見ながらかまいたちの相手をする。

　２匹のかまいたちが、わたしの周りを移動し始める。不規則に動くがタイミングを見計らって３本のクナイを投げる。

　ナイフと違って、折れにくく、使い勝手がいい武器だ。その３本のクナイが一匹のかまいたちに突き刺さる。

　まず、一匹。

　ユナも風魔法でかまいたちを倒していた。

　風魔法を使うのか。

　速く動き回るかまいたちに魔法を当てるのは難しい。それだけで実力は高いことは分かる。だからといって、大蛇を倒せるほどの実力かと聞かれたら、分からないと言うしかない。

　ユナとわたしが一匹ずつかまいたちを倒すと、残りのかまいたちは勝ち目がないと思ったのか、森へと逃げていく。




　わたしとユナは、これからの対策について話し合う。普通に考えれば、草原で待機してかまいたちが牛を襲ってくるところを倒すのが一番だ。

　メリットは視界が広い場所で戦える。デメリットは、いつ来るか分からないので時間がかかるってことだ。

　ユナも、同じことを思ったのか、待つのが面倒くさいから森の中でかまいたちを倒すと言いだす。

　普通に考えればありえない。

　森の中はかまいたちのテリトリー。草むらや木々の陰から攻撃を仕掛けられる。

　わたしたちのほうが圧倒的に不利な戦場だ。

　でも、ユナは召喚したクマがかまいたちの居場所を教えてくれるから大丈夫だと言う。

　いや、クマがそれをできたとして、クマの言葉が分かるんだろうか？

　ユナは一人でも行くと言いだす。

　ユナ一人で行かせるわけにもいかないので、わたしもついていく。

　くまゆるのおかげで、隠れているかまいたちの場所を確実に見つけ出し、ユナはかまいたちを倒していく。

　このままいけば、かまいたちを全て倒すことができるかと思ったとき、銀色の毛を持つかまいたちが現れた。しかも２匹。

　銀色の毛を持つかまいたちは、普通のかまいたちと違って、速さも攻撃力も数段上だ。

　どうするべきか。

　ユナの実力を確かめるにはちょうどいいが、２匹は危険だ。わたしは考えて、１匹を引き受けることにした。

　そして、ユナは普通のかまいたちの討伐をくまゆるに頼む。

　それはありがたい。銀色のかまいたちを相手にしながら、普通のかまいたちを相手にするのは面倒くさい。

　ユナはくまゆるだけでは心配なのか、もう一頭のクマ、白いクマを召喚する。

　名前はくまきゅう。

　こちらのクマも、なんとも可愛い名前だ。

　白いクマについて尋ねてたかったが、時間はない。

　わたしは銀色のかまいたちを相手しながら、ユナとくまゆるとくまきゅうの戦いを観察する。

　もし、危険だった場合はわたしが守ればいい。




　そんな心配もなく、わたしが銀色のかまいたちを倒すころには、ユナも銀色のかまいたちを倒し、くまゆるとくまきゅうも自分たちの前に現れた銀色のかまいたちを倒していた。ユナはくまゆるとくまきゅうが銀色のかまいたちと戦ったことに怒っていたが、くまゆるとくまきゅうはユナを守るように銀色のかまいたちと戦っていたこと知っている。主人思いの優しいクマたちだ。

　今回の戦いでユナが実力者であり、２頭のクマも強いってことが分かった。

　魔法の扱い、戦闘技術、心の強さ、判断力、思考の速さ、何より戦い慣れている。人は危険を感じると、顔が強ばり、緊張し、息は乱れ、心は疲れるものだ。でも、ユナの表情から、そのような様子は見られなかった。

　こんなに平然としていられるのは、圧倒的な実力の差がある場合だけだ。

　ユナが強いと分かったことで、次の段階にすすまないといけない。

　わたしは緊張する。

　ユナが希望の光である最終確認のため、国でも指折りの実力者であり、わたしの師匠であるジュウベイと戦わせないといけない。

　師匠に勝てない者が封印されている大蛇に勝てる可能性はない。師匠に負けた場合は、ユナを希望の光とは認められなくなる。

　その場合は何もなかったことにして、自分の国に帰ってもらうことになっている。

　それがユナのためでもある。

　こんな可愛らしいクマの格好をした女の子を他国の問題に関わらせないほうがいい。

　だけど、もし師匠に勝てる実力者なら、わたしの命を捧げてでも、お願いをしないといけない。

　サクラ様のためなら、この国を守るためなら、わたしの命一つなんて安いものだ。
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　ユナはジュウベイという人物が親の仇かたきだというわたしの噓の説明を信じ、一緒に捜してくれることになった。

　優しいユナを騙だましている。心が痛い。

　もし、ユナが本当のことを知って、わたしを恨むことになってもしかたない。

　でも、サクラ様のために、国のためにお役目を果たさないといけない。




　わたしは報告書を書き、師匠と戦う手配をする。

　戦うのは２日後。

　１日目は探索という名の街の見物となった。

　美味しいものを食べたり、飴あめ細工を見たり。服装を除けばユナは普通の女の子だ。

　ユナには自由気ままに街を見てもらい、この国を好きになってほしい。

　わたしを恨んでもいいから、もし希望の光なら、この国を守ってほしい。




　そして、探索を始めて２日目。

　打ち合わせどおりなら、この辺りに師匠がいるはず。

　いた。

　予定どおりに、師匠が歩いている。

　師匠は頰ほおに傷があることもあり、悪人顔が引き立っている。でも、本当は優しい人だ。

　わたしは見つけたことをユナに伝える。

　ユナはすぐに捕まえようするが、ここではダメだ。

　人通りがある場所では騒ぎになる。




　師匠が人通りのない裏道にやってくると、振り返る。

　これから、わたしと師匠の命を賭かけた戦いが始まる。

　わたしと師匠の本気の戦いを見て、ユナが逃げだしたときは、追いかけずに、そのままにするつもりだ。

　わたしと師匠の戦いを見て逃げだすようでは、命を賭けた大蛇との戦いは無理だ。わたしの中に、ユナには逃げてほしいという気持ちと、逃げださずに見ていてほしいという気持ちが混在する。




　わたしと師匠は本気で戦う。

　師匠が刀を抜き、わたしは小刀を構える。師匠は左目に眼帯をしている。師匠の訓練でもあり、足あし枷かせでもある。

　わたしは師匠が眼帯をしている左目側から攻撃を仕掛ける。

　眼帯が視界を狭めているが、それで勝てるほど、師匠は弱くはない。

　師匠の動きは何度も見ているが、今日の師匠は一段と速い。少しでも気を抜けば体に刀が突き刺さる。

　わたしは魔法を使いながら師匠に対抗していく。

　そんな戦いを、ユナは逃げずに見守っている。

　普通の女の子なら、怖くて逃げだすはずだ。でも、ユナはわたしと師匠の戦いをしっかりと見ている。

　普通の女の子ではないってことだ。




　師匠との戦いは徐々にわたしが押し始める。

　このまま行けば一太刀浴びせられると思ったとき、師匠が眼帯を外す。

　残念だ。

　一太刀与えてから、眼帯を外させたかった。

　でも、これで師匠はさらに強くなる。

　ユナ、しっかり見てて。

　眼帯を外した師匠の足枷がなくなり、攻撃が速くなり、こちらの攻撃は当たらなくなる。

　唯一勝てる素早さも、師匠の攻撃を躱かわすたびに、体力を持っていかれて動きが鈍くなる。

　師匠が腰を落とす。

　まずい。師匠の突きがくる。

　わたし同様に師匠の構えに危険を察したのか、ユナが叫ぶ。

「シノブ！　逃げて！」

　どうして、分かるの？

　ここから、もの凄すごい速さで刀が突き出される。

　知っているわたしだから、どうにか反応ができる。

　わたしはクナイを投げながら、後ろに逃げる。師匠の突き出された刀がクナイを弾く。だけど、師匠の突きはこれで終わらない。３回来る。後方に逃げる。少しでも、紙１枚分でも、師匠の間合いから離れる。

　わたしは２撃目を手に持っているクナイで防ぐ。

　だけどすぐに師匠の３撃目の突きが迫ってくる。避けられない。刀が体に当たり、痛みが走る。

　でも、致命傷ではない。

　服の下にミスリル製の鎖かたびらを着ていなかったら危なかった。

　ユナが心配して駆け寄ってくる。

　でも、まだユナの出番じゃない。

　師匠の実力を全て見せていない。

　わたしが小刀を構えると、師匠は了承したように突きの構えをとる。

　やばいかも。

　師匠の突きがわたしに向かってくる。

　悔しい。ここまでか。

　気持ちでは動きたくても、体が動かない。

　諦めたとき、ユナがわたしと師匠の間に入り込んできて、師匠の刀を弾く。

　ユナの右手にはナイフが握られていた。

　あの師匠の突きを弾いた？

「ユナ？」

「交代だよ」

　師匠とわたしの戦いを見ても、そんなことが言えるの？

　逃げだしたり、無理だから諦めようって言葉がユナから出てくるかと思っていた。

　でも違った。「交代だよ」って言葉だった。

　涙が出そうになる。

　ユナを騙していることに、改めて心が痛くなる。

　でも、やめるわけにはいかない。国の命運がかかっている。

「……ユナ、強いっすよ」

　師匠は強い。

「見ていたから、分かるよ」

　分かっていて、そんな言葉が言えるの？

「シノブはゆっくり、休んでいて」

　ユナはわたしに向かって微笑み、師匠の前に立つ。

　そのユナの笑顔は希望の光、そのものに見えた。




　師匠とユナが対たい峙じする。

　ユナはナイフを構えている。

　師匠相手に武器で対抗するのは無理だ。わたしと師匠の戦いを見ていなかったの!?

　そもそも、ユナは魔法での戦いを得意とする冒険者じゃなかったんだろうか。

　わたしの心配をよそに師匠とユナの攻防が始まる。

　そこから信じられない光景が広がった。

　師匠の攻撃を、あの動きにくそうなクマの格好で躱し、刀を弾いている。

　師匠の攻撃が見えている？

　ほとんどの者は、初めて師匠と戦えば、最初の一振りで終わる。でも、その師匠の攻撃を何度も躱し、捌さばいている。

　わたしはこれまで師匠と何度も戦っていて、その癖を分かっているから、どうにか捌くことができる。

　それでも一瞬でも気を抜けば、目の前に刀が迫ってくる。

　だから、ユナがどれほど凄いことをしているかは、師匠と戦ったわたしだから分かる。

　そもそも、怖くないの？

　人は剣先を向けられたら、怖いはずだ。

　なのに、ユナは師匠の剣先から逃げず、真正面から師匠の攻撃を受け止めている。

　師匠が笑う。

　師匠が笑うってことは、戦いを楽しんでいるってことだ。

　師匠は腰を落とす。

　三段突きの構えだ。

　自分と対等に戦えるかどうか、ユナを本気で確かめる気だ。

　師匠が動く。足を踏み出した同時に刀が突き出される。

　速い！

　一瞬でユナとの間合いが詰まる。

　ユナは迫ってくる高速の突きを真正面からナイフで弾く。

　師匠の持つ刀が大きく弾かれ、バランスを崩す。

　本来なら、すぐに刀を引いてさらに刀を突き出すのが三段突きだ。でも、大きく刀を弾かれ、体が反り返ってしまい、三段突きを繰り出すことができない。

　ユナは先ほどの三段突きを一度しか見ていないのに、対処方法を思いつき、大きく刀を弾き、２撃目を出させなかった。

　言葉にするのは簡単だけど、普通は無理だ。

　正確に刀を弾かないと、師匠がバランスを崩すことはない。

　そもそも高速で突き出される刀を弾くこと自体が普通は無理だ。なのに、完全なタイミングで刀を弾き、師匠のバランスを崩すほどの力を込めている。

　師匠の体が仰のけ反ったことで、師匠の体はガラ空きになる。ユナは師匠の刀を弾いたナイフを握りしめた手を引き、一歩踏み込む。そして、ナイフが握った手をガラ空きになっている師匠のお腹に向かって突き出す。

　一連の動作に無駄がない。流れるような動きだ。

　師匠のお腹にナイフが刺さった。

　いや、殴った。

　ユナはナイフを使わなかった。

　ナイフを握りしめた手で殴っただけだった。

　お腹を殴られた師匠は、後ろに飛ばされるが、倒れない。腕でユナの攻撃を防いでいた。

　師匠も凄いが、それ以上にユナも凄い。

　あの師匠と互角以上の戦いをしている。

　信じられない。

　でも、師匠は手加減をされたと思って、笑いだす。

　ユナはナイフを握りしめている手で殴ったのだ。

　もし、あの変なクマの手袋ではなく、ナイフを突き出していたら……。

　師匠の腕は二度と刀を持つことができなくなっていたかもしれない。下手をしたら死んでいた可能性もある。

　ユナは、わたしとの約束を守るため。殺すじゃなく、捕まえるために戦っていることを思い出す。

　また心が痛くなる。




　師匠が脇差しを抜く。

　本気だ。あの師匠が本気になった。

　２本の刀を持った師匠は強い。どこから、攻撃がやってくるか分からない。片方だけに目が向いてしまい、両方の刀の軌道を見るのは難しい。

　逆に言えば、扱うのも難しい。

　だけど、それに対応するようにユナは、もう一本のナイフを取り出し、両手にナイフを持つ。

　本当に信じられないことをする。

　師匠の二刀流を真似する者もいるが、簡単にできることじゃない。

　師匠が口元に笑みを浮かべたと思った瞬間、動きだす。

　それにならうようにユナも動く。

　ユナは左右から襲ってくる刀が見えている。躱し、捌き、受け流している。圧倒的に防ぐほうが不利。

　なのに、ユナは師匠の持つ両手の刀を捌き、拮抗している。

　師匠とここまで対等に戦える相手が、どれほどいるか。

　師匠は楽しそうだ。

　そして、今度はユナが攻撃を仕掛け始めると、徐々に師匠が押されていく。

　この目で見ている光景が信じられない。

　魔法を使わずに、師匠と同じ土俵である武器で戦い。ハンデを背負って、この強さ。




　ユナが優勢になり始めたとき、師匠は煙玉を出して逃げだす。

　だけどユナは煙玉に驚くこともせず、わたしのことをくまゆるに任せ、師匠の後を追いかける。

　動きに迷いがない。

　普通は、いきなり煙玉を出されると、驚き、次の行動が遅れる。でも、ユナは即座に判断した。しかも、わたしを気遣う余裕もある。目の前のことだけでなく、周りも見えている。人は戦いに集中すると、周りは見えなくなるものだ。

　ユナには驚かされるばかりだ。

　わたしは２人を追いかけようとするが、くまゆるが止める。

「お願いっす。行かないといけないっす」

「くぅ〜ん」

　くまゆるが首を横に振る。

　本当に、わたしの言葉を理解しているみたいだ。

「くまゆるもユナのことが心配にならないっすか。近寄らないっすから、お願いっす」

　手を合わせて、お願いをする。

「くぅ〜ん」

　くまゆるは、わたしの思いを分かってくれたのか、腰を下ろしてくれる。

「乗れってことっすか？」

「くぅ〜ん」

「ありがとうっす」

　わたしを乗せたくまゆるは、すでに２人の姿は見えないのに迷うことになく、師匠とユナを追いかけていく。

　これが、かまいたちの居場所を把握した力。そして、わたしがこっそりとユナの部屋に様子を見に行ったときに、気づかれた理由。

　もしかして、匂いなのかもしれない。




　広い場所にやってきた。

　ユナと師匠の攻防が行われている。

　師匠が刀から風魔法を出す。あの風の刃の威力はかまいたちの比ではない。鉄の鎧よろいさえ、切り落とす。

　でも、それさえもユナは自分も魔法を出して、相殺してみせる。

　本当に強い。




　そんな戦いの中、師匠が軽くわたしのほうを見る。

　来るっす。

　師匠がくまゆるに乗ったわたしたちに風の刃を飛ばす。

　ユナを怒らせるためだ。だけど、この攻撃はわたしが防ぐことになっている。

　でも、くまゆるは「くぅ〜ん」と鳴くと、師匠の風魔法を軽々と避ける。

　だけどユナを怒らせるには充分だった。

　師匠が死ぬかもしれない。

　それほどまでにユナは怒っている。

　ユナが手を前に出すと、師匠の周りを囲むように大きなクマが出現する。

　師匠がクマの壁によって逃げ道を塞がれた。

　ユナが師匠との間合いを一気に詰める。

　師匠は迎え撃つように、最速で刀を振り下ろす。だけど、ユナはそれさえ弾いてしまう。

　凄い。

　そして、ガラ空きになった師匠の体を殴り飛ばした。

　師匠に勝った。

　信じられなかった。

　あの師匠に圧倒的な実力の差で勝った。

　武器の扱いでも勝ち、魔法でも圧勝した。そして、心も強い。さらに、優しさを持っている。

　誰もがユナのことを希望の光だと認めるはずだ。




　さて、問題はこれからだ。

　謝って、許してくるだろうか。

　国の命運がわたしにかかっていると思うと、重く感じる。

　命を差し出せと言われても拒否をすることはできない。

　わたし一人の命で済むなら、安い。

　でも、出会って数日だけど、ユナがそんなことをしないことはすでに分かっている。こんなに優しく、強く、不思議な女の子は初めてだ。

「それじゃ、詳しく話を聞かせてもうおうか、シノブ」

　ユナが怖い表情でわたしを見る。

　可愛かわいい格好をしているのに、怖いっす。

　先ほど、殺されないと思ったのは否定するっす。

　やっぱり、殺されるかもしれないっす。








　あとがき






　くまなのです。『くま　クマ　熊　ベアー』18巻を手に取っていただき、ありがとうございます。




　早いもので、ＴＶアニメが放映してから一年が経ちました。ついこないだ放送していたように感じます。

　いろいろなグッズも作っていただき、感謝の言葉もありません。

　アニメ２期について気になる方もいると思いますが、現在、鋭意制作中です。作者も携われる場所はできる限りお手伝いをさせていただいています。楽しみに、お待ちいただければと思います。




　今巻の物語は新しい国、和の国のお話です。ミリーラの町と貿易をしており、醤油、味噌などを仕入れています。そんな国に偶然にも、動く島タールグイが近づき、ユナは和の国に行くことになります。

　ユナは和の国の建物を見たり、買い物をしたりして、観光気分で楽しみます。そんな楽しんでいるユナに忍者服を着た怪しい女の子が近づいてきます。そんな忍者服を着た女の子とユナは共に行動することになります。

　そして、忍者服を着た女の子に、この国を救ってほしいと頼まれます。和の国でのユナの新しい冒険を楽しんでいただければと思います。




　最後に本を出すことに尽力をいただいた皆様にお礼を。

　０２９先生には、いつも素敵なイラストを描いていただき、ありがとうございます。今回も可愛らしい女の子たちを描いていただきありがとうございます。

　編集様にはいつもご迷惑をおかけします。そして『くま　クマ　熊　ベアー』18巻を出版するのに携わった多くの皆様、ありがとうございます。

　ここまで本を読んでいただいた読者様には感謝の気持ちを。

　では、19巻でお会いできることを心待ちしています。
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　ユナと師匠の戦いはユナが勝った。

　しかも、師匠に全力を出させて勝った。

　ユナに現状で話せることは全て話し、わたしと師匠はユナが泊まっている旅館に戻ってきた。

「生きて戻ってこられたっす」

　畳の上に座る。

　疲れた。今すぐにでも横になって寝たい。

　でも、そう思えるのが嬉しいことだ。

　今日、この旅館を出たとき、戻ってこられない可能性もあった。師匠に殺される。もしくは、怒ったユナに殺されていたかもしれなかった。

　でも、生きて戻ってこられた。しかも、大きな怪我もしていない。

「そうだな」

　師匠も珍しく疲れているのか畳の上に座る。

「シノブ、強くなったな」

　師匠が優しい目をしながら言う。

「そうっすか？」

　強くなった気はしない。ユナと師匠の戦いを見たあとだと尚更だ。わたしと同じ年齢で、あそこまで強くなれるものなんだろうか。わたしも小さいときから強くなるため訓練はしてきた。でも、ユナには遠く及ばない。

「俺は、本気でおまえと戦った」

「でも、師匠の全ての力を出させることができなかったっす」

　ユナは出させた。そして、勝った。

「俺の眼帯を外させ、本気の三段突きも防いだ」

「三段突きは、喰らったっすよ」

　反応が遅れて逃げるのが間に合わなかった。でも、ユナは防いでみせた。

「でも、致命傷は避け、おまえは生きている。誇っていい」

「死にそうだったっすよ」

「だが、生きている」

「それは、ユナが助けてくれたっすから」

　ユナが割り込んで代わりに師匠と戦ってくれなければ、師匠に負けただけでなく、下手をすれば死んでいた。

「それにユナが師匠の三段付きを簡単に防ぐのを目の前で見てしまったっすから、素直に喜べないっす」

　ユナは師匠の三段突きを完璧に防いだ。

「俺も、あれほど完璧に防がれるとは思わなかった」

　師匠が珍しく笑う。

「あんなことできるものなんすか？」

　ユナは師匠の初撃の突きを大きく弾き、二撃目を放たせなかった。

　強く弾き飛ばす力が弱ければ、すぐに師匠の腕が引っ込み、二撃目の突きが襲ってくる。もし、師匠の刀を弾くタイミングがずれれば、逆に自分が持っている剣が弾かれることになる。

「簡単じゃないだろう。ただ防ぐことと、大きく弾くのは、まったく別のことだ」

　飛んでくるナイフをナイフで防ぐことはできる。でも、ナイフを思いっきり弾き返すのは難しい。

　軽く当てるのとは違う。

　でも、ユナはやってみせた。

「それに嬢ちゃんの凄いところは、初見でやってみせたところだ」

「正確には、わたしが受けた三段突きは見ているっすけど」

「それだとしても一回だ。おまえは一回見ただけで、俺の三段突きに対応できるのか？」

「無理っす」

　すでに、何十回、いや何百回を超える数を見ている。それでやっと、ギリギリ躱すことができたぐらいだ。

「たぶん、何度経験をしてもできないっす。今のわたしができることは、三段突きの構えをしたら、遠くに離れることぐらいっす」

　正面から戦うのは得策じゃない。

　でも、今回はその判断が遅れ、突きを受けることになってしまった。

「それが正解だ。わざわざ受ける必要はない。だが、あの嬢ちゃんは、三段突きが来ると分かって、防いでみせた。そして、一気に攻撃に転じてきた。サクラ様が希望の光だと言うのも納得がいく」

「師匠はユナが希望の光だと認めるっすか？」

「大蛇と戦えるかは別の話だが、あれほど強い者はそういないだろう」

　師匠がユナを認めている。

「凄いっすね」

　悔しさと、羨ましさが混じる。

「凄いことだが、同時に不幸なことだ」

「不幸っすか？」

　あの才能を持ったことが不幸だという理由が分からない。

　羨ましいぐらいだ。

「あれほどの力を身につけているってことは、死と隣り合わせの戦いを幾度もなくしてきたのだろう。それも俺と同等の数、それ以上の場数をこなしている」

「師匠以上？　ユナは15歳っすよ」

　ありえない。

　自分も年齢にしたら、かなりの経験を積んでいるほうだ。でも、師匠には遠く及ばない。

　しかも、死と隣り合わせの戦いを何度も？

　そんなことは生きていて、何度もあるようなことではない。

「信じられないっす」

「死の危機を乗り越えたことがない者が、あれほどの実力を身につけられると思っているのか？」

　ユナは師匠の前に立っても、怖がった様子はなかった。普通の者なら、怖くて逃げ出している。子供だって、分かることだ。

「戦いの才能があれば」

　一度、戦いを見ただけで、自分のものにする天才はいる。

「たとえ、才能があったとしても心は違う。初めから恐怖心を持っていない者はいない。それを乗り越えるのがどれほどの大変なことか、シノブも分かるだろう」

　冒険者を夢見る者は多くいる。だが、魔物との戦いで心が折れる者も多い。命の危険に遭う恐怖。傷つく恐怖。仲間の死。それらを乗り越えて人は成長していく。

「凶器を人に向ける怖さ、逆に向けられる怖さ。武器は扱うことはできるかも知れない。だが、自分を殺すことができる凶器を向けられれば人の体は縮こまる。俺は殺気を何度もあの嬢ちゃんに放った。だが、嬢ちゃんは逃げずに、臆することもなく、俺に向かってきた。それが、どれだけ凄いことなのかは、シノブなら分かるはずだ」

　師匠の殺気は怖い。殺すというイメージが伝わってくる。

「大蛇がどれほどの魔物なのかはわからない。だが、当時の言い伝えを聞けば、どれだけの恐ろしい存在なのかは分かる」

　立ち向かった多くの人が何の抵抗もできずに死んだと聞いている。

　そんな伝説の魔物と戦うなら、師匠の殺気ぐらい、払い除けられないと話にならない。

　あの可愛らしいクマの格好からは想像もできない。

「あの嬢ちゃんのことは深く詮索しないほうがいいだろう。多くの悲しいことを乗り越えてきたのかもしれない。だから、今回の親の仇であるという俺たちの噓にも力を貸してくれた。お前のために俺と戦った。戦いの中で優しさを持ち続けるのは難しいことだ」

「ユナ……」

　人は憎しみで強くなることもある。

「俺たちはそんな女の子を騙し、実力を確かめるために、酷いことをした」

「ユナは共に戦ってくれるっすかね？」

「わからないが、初めから引き受ける気がないなら、俺たちの話を聞かずに消えていただろう。希望の光がお前から消えなかったと言うサクラ様のお言葉を信じれば、この選択は正しくはなくても、間違いではなかったんだろう」

　自分たちの行動が正しかったとは思わない。でも、何が一番正しいことなのか分からなかった。

「あとは、彼女に不快な思いをこれ以上させずに、誠意を込めて、頼むしかない」

「それなら、ユナの服装については、絶対に尋ねちゃダメっすよ」

「国王にはいろいろと忠告しておかないといけないな。それから、希望の光の存在を信じない一派も大人しくさせ、彼女に近づかせないほうがいいだろう」

「大変っすね」

「まあ、それは国王の仕事だ」

「シノブは、もし彼女に近づいてくる怪しい者がいたら、排除しろ」

「了解っす」

「それにしても、今日は疲れた。ここまで完膚なきまでに負けたのは久しぶりだ」

　師匠は笑うと、後ろに大の字になって倒れる。

「シノブ。悪いが、少し寝る」

「分かったっす。ゆっくり休んでくださいっす」

　師匠は疲れていたのか、すぐに寝てしまった。

　わたしも疲れているが、サクラ様と国王様に報告書を書かないといけない。書いたら、わたしも寝よう。
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